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（株）イシカワデザイン

輪
大
き
く

ス
ポ
ー
ツ
で
福
祉
の

お
年
寄
り
、
身
障
者
、
母
子
家
庭
の
人

た
ち
な
ど
に
よ
る
第
八
回
村
総
合
福
祉
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
、
9
月

2
7
日
、
社
会
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
社
会
的
に

館
内
に
こ
だ
ま

三
百
人
の
歓
声

弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
が
一
同
に
集
い
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、

体
力
づ
く
り
と
相
互
親
ぼ
く
を
深
め
る
た

め
、
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
約

三
百
人
が
王
入
れ
、
ス
プ
ー
ン
競
技
な
ど

1
5
種
目
に
、
笑
顔
と
歓
声
を
交
え
て
快
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
（
村
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
な
ど
四
団
体
主
催
）

総合福祉ス炉
ツ大会
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第三回村議会定例会は、

• 19 日の三日間の会期で開かれ昭和61

年度一般会計をはじめ、各種会計決算

の認定など報告議案を含む14議案につ

いて審議が行われました。

9 月 17 • 18 

そこで可決

承認された主な内容をお知らせします。

村
道

廃
止

（
凹
路
線
）

の

多
田
則
夫
さ
ん
推
薦

固
®
⑲
®
…
…

十
一
月
三
十
日
、
任
期
満
了
と
な
る
人

権
擁
護
委
員
の
多
田
則
夫
さ
ん
（
上
江
黒
、

7
1歳
）
を
再
度
委
員
に
推
薦
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
村
道
、
四
路
線
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
道
路
台
帳
整
備
に
伴
う
も
の

で
、
事
務
的
な
起
点
、
終
点
の
位
置
変
更

等
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
も
の
で
す
。
（
後

の
議
案
で
改
め
て
村
道
に
認
定
）
。

◎廃止する路線

次
の
五
路
線
が
村
道
に
認
定
さ
れ
ま
し

（
五
路
線
）

村
道
の
認
定

人
権
擁
護
委
員
に

; 起点 終点 延長 幅員

（号線 （番地先） （番地先） （メートル） （メートル）

2-462 南大島1738 南大島336 752.6 3.0~4.8 

3-237 須賀 356-1 須賀 367-1 174.2 3.0 

3-168 大佐貫101 大佐貫8 608.3 6.6~14.7 

3-175 大佐貫80 大佐貫114 236.0 1.8~15.3 一

第 3 回村議会

定例会

決
算
認
定
さ
れ
る

「

6
1年
皮
各
種
会
計

一
◎認定する路線

疇名 起 点’‘‘ 終 ヽ点" 延 長幅 員

（路線） （番地先） （番地先） （メートル） （メートル）

1 -441 田島487 田島482 28.4 4.8 

2 -462 南大島1738 南大島238-1 1191.8 3.0~4.8 

3 -237 須賀356-1 大輪2072 397.2 4.5 

3 -168 大佐貫86 大佐貰8 513.6 6.6~13.7 

3 -175 大佐貫89-1 大佐貫114 123.1 1.8~6.4 

た
。
こ
れ
は
道
路
台
帳
整
備
に
伴
う
、
事

務
的
要
因
で
起
点
、
終
点
の
位
置
変
更
等

に
よ
り
、
前
議
案
で
廃
止
さ
れ
た
も
の
に

新
規
路
線
(
-
I
4
4
1号
線
）
を
含
め

た
次
の
五
路
線
が
改
め
て
村
道
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

説
明
す
る
村
長

一
ド
『
一

-

f

-

!
`
4
 

• 

6
2年
度
一
般
会
計

土
地
開
発
公
社
事
業
・
決
算

公
共
用
地
の
土
地
取
得
及
び
処
分
の
該

当
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

総
収
入
は
、
受
取
利
息
の
三
八
万
六
、
八

一
四
円
。
総
支
出
は
一
般
管
理
費
及
び
販

売
贄
の
一
四
万
五
、
七
二
0
円
で
、
純
利
益

ニ
四
万
一
、0
九
四
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
保
管
現
金
（
定
期
・
善
通
預
金
）

は
、
八
三
0
万
四
、
八
五
一
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正

老
人
保
健
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
村

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
で
、
条

文
中
の
国
保
税
滞
納
者
の
取
扱
い
規
定
を

明
確
に
し
条
文
の
整
備
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

農
水
費
な
ど
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
‘
八
九
八
万
二
千
円
を
追
加
し
て
総

額
を
ニ
―
億
三
‘
四
九
八
万
二
千
円
に
し
ま

し
た
。

〔
歳
入
〕

・
村
税
（
電
気
税
）
…
…
四
九
四
万
五
千
円

追
加
し
て
総
額
を
七
億
八
、
七0
一
万
一

千
円
に

・
地
方
譲
与
税
（
売
上
譲
与
税
）
…
…
一
、

0

0
0
万
円
減
額
し
て
総
額
を
四
、
三
〇

0
万
円
に
＼

昭
和
6
1事
業
年
度
明
和
村
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※
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
員

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

0
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

0

六
十
一
事
業
年
度
明
和
村
土
地
開

発
公
社
事
業
及
び
決
算
の
報
告

0
村
道
路
線
の
廃
止

0
村
道
路
線
の
認
定

0
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

0

六
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0

六
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

0

六
十
一
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認

定

J
 0

六
十
一
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

決
算
の
認
定

0
六
十
一
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定

0

六
十
一
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定

0

六
十
一
年
度
農
業
共
済
事
業
会
計

決
算
の
認
定

〔
以
上
村
長
提
出
〕

〇
極
左
暴
力
集
団
に
よ
る
暴
力
的
破

壊
活
動
の
根
絶
に
関
す
る
決
議

0

第
十
次
道
路
整
備
五
ヵ
年
計
画
の

投
資
規
模
確
保
等
に
つ
い
て
の
意

見
書
〔
以
上
議
員
提
出
〕

上
程
議
案

特別会計！昭和61年度決算

老人保健事業

歳入

歳出

差引額

2億9,198万6千円

2億8,136万2千円

1,062万4千円

歳出の93.8％を占める医療諸費は、高齢化社会を反映して、

老人人口の増加や入院費の増加などにより前年と比較して 9.1

％の増、金額にして2,203万6千円の増となりました。差引額の

黒字は、一般会計繰入金等によるもので昭和62年度で返還します。

国民健康保険事業

歳入

歳出

差引額

3億?,883万0千円

3億?,326万4千円

556万6千円

歳入は、国庫負担の交付割合の引き下げにより、国庫支出金

が対前年比14％の減。一方歳出では保険給付費が前年と比べ8.0

％の増となり、これを補うため基金から 1,500 万円の繰り入れ

を行いました。

今後、同事業は医療費の適正化や保険税の確保に努めるとと

もに、受益者負担についても考える時期にきていると思われます。

水 道 事 業

（収益的）収入 8,6?2万 3 千円
収支支出 6,509万 0 千円

差引額 2,163万 3 千円
8,672万3千円（水道料金など）

の収入に対して 6,509万円の支出

（電気料、配水管の修理、人件費

など）で差引き 2,163万3千円の純

利益でした。

（資本的）収入 1,245万 3 千円
収支支出 5,558万 9 千円

差引額△ 4,313万 6 千円

1,245万3千円（他会計負担金）の

収入に対して、 5,558万9千円の支

出で差引き不足する額4,313万6千

円は、過年度分損益勘定留保資金、

建設改良積立金、減債積立金で補

てんした。主な事業は、大輪地内

に予備井新設、そのほか取水施設

ー式工事、配水管、消火栓の整備

を実施しました。

農業共済事業

------------------------------------------------------------------------------------

6,193万 5 千円

4,64?万 3 千円

1,546万 2 千円

収入

支出

剰余金

昭和61年度は農作物共済、家蓄共済、果樹共済、園芸施設共

済で剰余金を得ることができました。これ等の剰余金は事業健

全化をはかるため法定積立金、特別積立金にそれぞれ積立を行

います。

/ 

•
利
子
割
交
付
金
…
…
二0
0
万
円
減
額

し
て
総
額
を
ゼ
ロ
に

•
国
庫
支
出
金
…
…
四
一
万
円
追
加
し
て

総
額
を
六
、
三
一
三
万
四
千
円
に

・
県
支
出
金
（
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業

補
助
金
な
ど
）
…
一
、0
0
九
万
八
千

円
追
加
し
て
総
額
を
二
億
0
、
二
四0

万
六
千
円
に

．
繰
入
金
（
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
入
金

追
加
）
…
…
一
、
五
三
二
万
九
千
円
追
加

し
て
総
額
を
六
、
五
三
三
万
一
千
円
に

・
諸
収
入
…
…
二
0
万
円
追
加
し
て
総
額

を
一
億
七
、0
九
三
万
六
千
円
に

〔
歳
出
〕

・
議
会
費
…
…
…
…
…
四
万
三
千
円
追
加

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

/―`、

・
衛
生
費
（
肺
ガ
ン
検
診
委
託
料
追
加
、

じ
ん
か
い
収
集
車
購
入
費
滅
額
な
ど
）

…
…
四
0
万
八
千
円
追
加
し
て
総
額
を

一
億0
、
四
五
四
万
五
千
円
に

・
農
林
水
産
業
費
（
水
田
農
業
確
立
対
策

事
業
工
事
費
な
ど
）
…
…
一
、
七
五
七
万

一
千
円
追
加
し
て
総
額
を
三
億
四
、
一

三
九
万
一
千
円
に

・
教
育
費
（
幼
稚
園
費
な
ど
）
…
…
九
六

万
円
追
加
し
て
総
額
を
二
億
四
、
四
三

三
万
六
千
円
に

国
民
健
康
保
険
会
計

九
五
八
ガ
三
千
円
追
加

ぞ
れ
九
五
八
万
三
千
円
を
追
加
し
て
総
額

を
三
億
八
、
五
七
二
万
一
千
円
に
し
ま
し
た
。

〔
歳
入
〕

•
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
現
年
分
収

入
見
込
額
追
加
な
ど
）
…
…
八
ニ
ニ
万

円
追
加
し
て
総
額
を
一
億
六
、
七
六
一

万
九
千
円
に

．
療
養
給
付
費
交
付
金
（
退
職
者
療
養
給

付
費
交
付
金
追
加
な
ど
）
…
…
七
八
万

円
追
加
し
て
総
額
を
三
、
七
六
五
万
一

千
円
に

・
繰
越
金
（
退
職
者
療
養
給
付
費
交
付
金

繰
越
金
追
加
）
…
…
五
八
万
三
千
円
追

加
し
て
総
額
を
一
五
八
万
四
千
円
に

〔
歳
出
〕

だ
さ
い
。

そ
の
内
容
等
に
つ
い
て
は

・
保
険
給
付
費
（
一
般
被
保
険
者
療
養
給

付
費
追
加
な
ど
）
…
…
九0
0
万
円
追

加
し
て
総
額
を
二
億
九
、
四
七
九
万
四

千
円
に

・
諸
支
出
金
…
…
五
八
万
三
千
円
追
加
し

て
総
額
を
五
九
万
円
に

三
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
く
発
行
さ
れ
る
予
定
の
「
明

和
村
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
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のは

: 24億0,04?万円

村 税 8億4,960万円
構成比

35.4% 

昭
和
6
1年
皮

I
 

地方交付税 6億1,990万円 25.8% 

村税の内わけ
、、

0 0 0 
電軽村
気自民
税動税

車
5 税 3
9 億
5 1 9 
ワ 1 8 
万 0 0 
円 6 8 
万万
円円

0 0 0 
特村固
別た定
土ば資
地こ産
保消税
有費
税税 3

億
3 4 
1 8 1 
0 0 8 
0 2 ワ
万方万
円円円
` J 

県支出金 2億5,3?9万円 10.6% 

が
.... 
T
 

諸収入

繰入金

1億5,1?8万円 6.3% 

1 億 894万円 4.5% 

決
算
の
あ
ら
ま
し

_
 

村 債 9,4?0万円 3.9% 

国庫支出金

繰越金

地方譲与税

自動車取得税
交付金

その他

?,893万円 3.3% 

6,?16万円

4,669万円

4,448万円

8,450万円

2.8% 

3.6% 

昭
和
六
十
一
年
度
は
、
国
債
費
と
地
方
交
付
税
を
除
い
た
政
策
的
支
出
で
あ
る
一
般
歳
出
で
は
四
年
連
続
し
て
前
年

度
以
下
の
圧
縮
予
算
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
社
会
保
障
関
係
費
、
義
務
教
育
費
、
公
共
事
業
費
等

に
お
い
て
は
国
庫
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ
な
ど
厳
し
い
財
政
事
情
の
も
と
で
、
国
、
県
、
市
町
村
と
も
同
一
基
調
に

立
っ
て
超
緊
縮
型
予
算
を
編
成
し
、
そ
の
執
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

本
村
も
、
こ
れ
等
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
六
十
年
度
に
策
定
し
た
明
和
村
行
政
改
革
大
綱
の
趣
旨
、
更
に
は

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
三
次
明
和
村
総
合
計
画
の
指
針
を
踏
ま
え
、
各
般
の
施
策
を
強
力
に
推
進
し

な
が
ら
「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

社
会
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
基
盤
や
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
産
業
、
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
各
分
野
の
向
上
発
展

に
努
め
て
ま
い
っ
た
次
第
で
す
。

そ
の
結
果
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
一
層
充
実
し
た
村
づ
く
り
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に
昭
和
六
十
一
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

明
和
村
長
奈
良

丑

松

道路改良整備 西小北校庭整備
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◎村有財産の状況 （昭和62年 3 月 31 日現在）

土 地・・・・・・ 110.970m2 
（小・中学校や村営住宅の敷地）

建 物・・・・・・ 25.977m2 
（小・中学校の校舎や役場庁舎・村営住宅など）

有 価 証 券・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 9 6 万円
（電信電話債券他）

基 金…•• 4 億 1 6 6 万 5 千円
（財政調整基金、土地開発基金）

出資金等……••• 430 万 2 千円
（村が他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

商工費
901 万円
0.4% 

消防費
9,289万円
4.0% 

I>館林地区消防組合負担金（常備
消防費ほか） 9,165万円

[>元金 1
[>利子9,79

• 

〔一般会計〕

民生費
5 億3,156万円
構成比22.9%

f>社会福祉総務費3,423万円f>国
民年金費 1 億3,769万円f>老人福祉
費 3,765万叫障害者福祉費 350万
円f>老人福祉センター建設費 2 億 3
82万円f>保育園費8,827万円

2 億計
t>教育総務費 5,445万円t>小学校

費 7,622万円t>中学校費 4,206万円
t>幼稚園費 3,520万円t>公民館費

土木費

1,660 万円t>1本育施設費1,662万円

4 億1,328万円
17.8% 

総務費 t>1靡］贋比晶悶昇芸闊t>邑楽館林医療事務組合負担金1,
307万円t>邑楽館林医療事務組合病
院事業会計出資金 1,394 万円t>予防
費1,638万円t>環境衛生費1,173万円
t>保健センター費 311万円t>ごみ焼
却委託料 948万円t>館林衛生施設組
合負担金1,116万円

2 億『i？信贄万円 農林水産業費 記悶畠言忍悶は畠げ匁虐塁
t>一般管理費 1 億4,185万円t>文 3 信言？， 437Z5P3 覧忠喜□ぷ孟夏塁こ贔霜盟り竺ぅ（貫

書広報費 57-3万円t>企画費 500万円 16.1% 設改良費）＇2億3,234万円t>物件補償
t>交通対策費 463万励財政調整基 費（道路橋りょう新設改良費） 2,917

言贔三言：閂畠言ここ訂慧雪農言は言 畠雪宮費589万円t>住宅管
冑挙費 670万円t>統計調査費 529万 :円;:t::昇旦悶冑息~:::~/

（用排水路工事など＝農地費） 2 億
2,857万円

性質別歳出の内わけ （単位：千円）

内わけ 金額 構成比（％）

人 件 費 538,329 23.2 

扶 助 費 51,558 2.2 

義務的経費
公 債 費 211,861 9.1 

計 801,748 34.5 

物 件 費 325,429 14.0 

補 助 費 199,355 8.6 

補修維．/ 持費 102,262 4.4 

ィ貝史 付 金 3,964 0.2 
その他の経費

投資及び出資金 29,280 1. 2 

積 立 金 15,694 0.7 

繰 出 金 36,202 1 5 

計 712,186 30.6 

投資的経費 普通建設事業費 810,204 34.9 

歳出総額 2,324,138 100.0 

老人福祉センター建設
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も＼ 籾n

0

 

や
っ
て
く
る
！
“

現
在
、
我
が
国
の
六
十
五
歳
以
上
の
老

人
は
、
千
三
百
三
十
万
人
を
超
え
総
人
口

の
一
0
・
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

総
人
口
は
昭
和
八
十
八
年
に
は
一
億
四
千

万
人
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
が
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
現
在
の
二
倍
以
上
の
二
三
・
五
％
と

な
り
、
ほ
ぼ
国
民
の
四
人
に
一
人
は
老
人

I
I老
い
は
だ
れ
に
で
も

と
い
う
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

明
和
村
で
は
、
六
十
五
歳
以
上

(
6
2
年

8
月
3
1
日
現
在
）
の
老
人
は
、
千
三
百
二

十
五
人
で
総
人
口
の
―
ニ
・
八
％
で
す
国

の
一
0
・
九
％
、
県
の
一
―
•
四
％
を
か

な
り
上
回
り
、
約
十
人
に
一
・
三
人
が
お

年
寄
り
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

二
十
年
た
て
ば
二
十
歳
の
者
は
四
十
に
、

四
十
歳
の
者
は
六
十
歳
に
な
る
こ
と
は
当

然
な
こ
と
1
|

。
と
は
い
え
、
私
た
ち
は

高
齢
化
社
会
と
い
う
も
の
を
ど
れ
だ
け
認

識
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

”
老
い
り
は
だ
れ
に
で
も
や
っ
て
き
ま

す
。
い
ま
、
さ
か
ん
に
言
わ
れ
て
い
る
高

齢
者
問
題
と
い
う
の
は
、
何
も
お
年
寄
り

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
若
い
者
た
ち
の
や

が
て
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
り
、
そ
し
て
社
会
全
体
の
テ
ー
マ
な
の

で
す
。

村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
建
設

要
望
の
高
か
っ
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

今
年
の
四
月
建
設
し
た
の
で
す
。
オ
ー
プ

ン
し
て
六
ヵ
月
ー
ー
|
°
入
場
者
は
九
月
末

日
現
在
で
一
万
一
千
七
百
三
十
人
を
数
え

月
平
均
約
二
千
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
す
。

九
月
三
日
に
は
一
万
人
目
の
入
場
者
が
あ

り
、
そ
の
幸
運
入
場
者
に
は
村
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ふ〈しぶれ凡洛 熱
演
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
落
語
家

の
メ
ン
バ
ー

J'” 

足
を
積
極
的
に
使
う
こ
と
が
血
液
の
循

環
を
よ
く
し
、
若
々
し
さ
を
保
ち
、
ひ
い

て
は
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
の
成
人
病

予
防
に
有
効
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
、
足
を
使
う
こ
と
は

脳
に
も
刺
激
を
与
え
る
た
め
、
ボ
ケ
の
防

止
に
な
る
こ
と
も
医
学
的
に
立
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
足
を
使
う
こ
と
は
、
い
わ
ば
”

健
康
維
持
の
基
礎
＂
。
積
極
的
に
足
を
使

い
た
い
も
の
で
す
。

一
日
最
低
三
十
分
間
、
手
を
振
っ
て
サ

ッ
サ
と
歩
き
ま
し
ょ
う
。
行
き
十
五
分
、

帰
り
十
五
分
の
目
的
地
を
決
め
、
分
速
八

十
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で

歩
け
ば
、
少
し
汗
ば
む
程
度
の
適
度
な
運

動
と
な
り
ま
す
。

い
く
ら
歩
行
が
大
切
と
い
っ
て
も
今
ま

で
全
く
動
か
な
か
っ
た
人
が
、
い
き
な
り

り
長
時
間
歩
き
続
け
る
の
は
考
え
も
の

で
す
。

始
め
は
短
い
距
離
を
ゆ
っ
く
り
し
た
速

度
で
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

I
I距
離
と
速
度
は

少
し
ず
つ
増
や
す
“

I
I手
を
振
っ
て

サ
ッ
サ
と
歩
こ
う
“

足
を
使
っ
て

健
康
維
持
を

知｀
る人そ

る
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鴫1:：悶；：：ふ井至：言
館林市との合併に関する、地区別懇談会

日程（予定）が次のとおり決まりましたの

でお知らせします。

◎地区別懇談会日程表

区 期 日 会 場 備考

新里 10月 13 日依） 村中央公民館 ※ 
し‘

南大島 ヶ 15 日（木） 農構改善センター ず
れ

田島 ❖ 20 日伏） 公 民 館 の
会

千津井 // 22 日（木） 集落センター 錫｝
も

上江黒 //26 日（月） 集 会 所 : 下江黒 ヶ 28 日（水） 集 会 所

斗合田 //30 日（鉛 集落センター は

ょ梅原 11 月 2 日（月） 集落センター
7 

中谷 // 6 日僅） 住民センター
時
で
す

川俣 // 9 日（月） 公 民 館 ゜
江口 ヶ 10 日伏） 集落センター

大佐貫 //12 日（木） 公 民 館

須賀 ヶ 14 日(±) 公 民 館

入ケ谷 ヶ 16 日（月） 農構改善センター

矢島 // 18 日（水） 公 民 館

大輪 //21 日(±) 転作促進研修施設

※変更となる場合もありますのであらかじめご了承ください。

連
日
笑
い
声
が

館
内
に
こ
だ
ま

開
館
以
来
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
講

演
会
な
ど
各
種
多
彩
な
催
し
物
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
九
月
十
ニ
・
十
九
・

二
十
六
日
の
三
日
間
、
老
人
福
祉
週
間
に

ち
な
ん
で
「
ふ
く
し
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が

行
わ
れ
、
主
催
者
で
は
村
内
の
独
居
老
人

四
十
人
ほ
ど
を
招
待
し
、
一
般
高
齢
者
と

一
緒
に
ユ
ー
モ
ア
ー
た
っ
ぷ
り
の
ア
マ
チ

ュ
ア
の
人
た
ち
（
寝
床
の
会
、
群
馬
落
語

会
）
の
落
語
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

週
末
に
も
な
る
と
村
外
入
場
者
も
加
わ

り
、
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
な
ど
を
楽
し
む
歓

声
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
最
新
の
配
慮

で
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
々
場
）

第313号

L
u
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
場
一
万
人
め
は

本
沢
さ
ん
で
し
た
。

f
ぃ
ぃ
ー

今年の四月に開館した老人福祉センターで、

場 1 万人をかぞえました。その幸運入場者は、

神次さん (69) です。

本沢さんは、この日、高齢者を対象とした講演会に参加す

るため、近所の人よりひと足早く訪れての幸運ー。村からの

記念品を手に「りっぱなセンターをつくっていただき、この

うえまた、記念品までいただくなんて幸福です。今後も、た

くさんセンターを利用させてもらいます」と感激していました。

9 月 3 日、入

南大島の本沢

あなたは何キロ

歩けばし‘しヽか・・・・・・

一般に40代の人は 1 日 200キロカロ

リー、 50代の人は 150キロカロリー、

60代の人は120キロカロリーを歩いて

消費するのがよいといわれています。

歩行による消費カロリーは、次の計

算式によって簡単に割り出せますの

で参考にしてください。

0.5X体重（kg) X 距離 (km)

＝消費カロリー

たとえば、体重60kgの 50代の人が

150キロカロリーを消費するためには

、 0.5 X 60kg X 5km=l50キロカロ

リー、つまり 5 キロ歩けばよいとい

うことになります。

I
I歩
く
こ
と
を

H

課
の
一
つ
に
I
I

体
力
は
使
わ
な
け
れ
ば
衰
え
て
い
き
ま

す
。
衰
え
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日
継
続
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
歩
く
こ
と
を
生
活
の

一
部
に
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
食
事
や

睡
眼
、
入
浴
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
歩
く
こ

と
を
日
課
に
し
て
し
ま
え
ば
、
忙
し
く
て

時
間
が
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
な

り
ま
す
。
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募集 . / ぬ伽愈＠）
広報係では、みなさんからの作品を

募集しています。絵、書道、写真、ハ

ガキにスケッチしたものでも結構です。

としとしお気軽にご応募ください。

原
口
美
津
子

樹
陰
に
て
は
つ
ら
つ
咲
き
ゐ
し
紫
陽
花
の

じ
も
や

ゆ
る
や
か
に
地
霧
な
づ
さ
ふ
黒
土
に
麦
種

子
落
す
音
や
は
ら
か

か
き
ぬ
ま
と
し
か
ず
く
ん

の
作
品
（
南
大
島
）

ウ
を
2

ク
や
ヽ
―

が
青
る
ま
t
が

囲 晒

ふ
じ
さ
わ
か
お
る
ち
ゃ
ん

の
作
品
南
大
島
）

ーチ‘

（
ヽ
ー
ー
1
1
ー
・
ー
，
＇
よ
バ
．

ふ
ウ
ク
さ
ふ
与
わ
が
わ
る

g
 
e
 泉

田
政
子

奈
良
照
子

う
つ
む
き
て
平
穏
祈
る
か
に
黄
金
の
秋
風

立
ち
て
薄
く
色
づ
く

か

さ
ん
さ
ん
と
麦
の
穂
波
に
照
り
つ
け
る
春

ぜ風
立
ち
て
野
づ
ら
ほ
こ
り
に
包
め
り

野
本
み
ね
子

原
口
文
江

し
ず
え

剪
定
し
地
に
散
ら
か
さ
れ
梨
枝
片
す
ヒ
ハ

ギ
鳴
く
声
雲
忙
し
日
を

狭
庭
に
萎
え
て
雨
を
恋
ほ
し
む

竺
云

こ
ほ
ろ
ぎ

短
歌
会

遠
富
士
支
部

＼当時の神谷氏
---------------------------------------------

須
賀
村
に
お
い
て
代
々
名
主
を
し
て

い
た
家
格
の
磯
次
郎
の
子
と
し
て
、
嘉

永
三
年
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
よ
り
学
問

を
好
み
、
当
時
同
村
に
寺
小
屋
を
開
い

さ
あ
ん

て
い
た
村
山
茶
庵
に
師
事
し
漢
学
を
修

め
た
。明

治
十
年
内
務
省
の
利
根
川
改
修
工

事
施
工
の
際
、
同
省
よ
り
研
修
生
に
選

ば
れ
、
同
年
五
月
よ
り
翌
十
一
年
三
月

ま
で
千
葉
県
関
宿
土
木
局
出
張
所
に
派

遣
さ
れ
、
実
測
学
及
び
利
根
川
改
修
工

事
方
法
を
研
究
し
た
。

の
び
る

さ
ら
に
同
年
四
月
宮
城
県
野
蒜
築
港

起
工
に
つ
き
、
そ
の
研
究
を
命
じ
ら
れ

同
工
事
及
び
治
水
学
を
見
学
、
同
十
二

年
八
月
治
水
測
量
学
及
び
実
地
施
工
法

伝
習
済
の
証
書
を
得
て
帰
県
、
た
だ
ち

に
等
外
出
仕
、
つ
い
で
技
手
に
任
じ
ら

れ
、
利
根
・
渡
良
瀬
両
川
改
修
工
事
主

任
と
し
て
手
腕
を
発
揮
。

鋭
意
旧
式
工
事
の
改
良
に
努
め
る
と

と
も
に
、
道
路
改
修
工
事
を
兼
ね
、
測

量
ま
た
は
設
計
事
務
を
も
担
当
し
名
声

を
あ
げ
た
。

同
二
十
年
群
馬
県
会
土
木
費
説
明
委

員
、
同
二
十
四
年
内
務
省
に
採
用
さ
れ

第
一
区
土
木
監
督
署
に
勤
務
、
同
省
エ

務
係
長
・
内
務
技
手
、
さ
ら
に
土
地
収

用
事
務
長
な
ど
を
歴
任
、
同
四
十
年
九

月
、
正
七
位
に
、
翌
四
十
一
年
六
月
、

勲
七
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。

大
正
二
年
、
九
月
病
没
、
六
十
四
歳
。

神ぼ

谷や

嘉か

平公

土
木
事
業
に
活
躍

鯰
・
の
»
＾
総
爛
譴
螂
公
四

身
人

明
五
縁
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日

1
1
1
1
月
8

日

場
1
1

社
会
体
育
館

象
1
1

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録

チ
ー
ム

玄
参
加
費
1
1
-、
五
0
0
円

玄
申
込
み
1
1
1
0
月

2
0日
ま
で
社
会
体
育
館

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
期

食
会

＊
対 参

加
チ
ー
ム
葬
集 摩
゜

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 お問合せは、社会

体育館云（84) -

4 6 2 6 へどうぞ

（
ダ
ブ
ル
ス
）
大
会
結
果

〇
中
学
生
男
子
の
部
…
▽
優
勝
1
1

高
山

泰
之
・
堀
口
勝
利
組
▽
二
位11
木
村
貴
雄
・

田
口
昌
明
組
▽
三
位
1
1

橋
本
和
也
・
小
菅

裕
治
組
。
田
口
実
・
野
本
英
雄
組

〇
中
学
生
女
子
の
部
…
▽
優
勝11
堀
口

早
苗
•
青
山
悦
子
組
▽
二
位1
1

梁
瀬
雅
子
・

本
沢
恵
組
▽
三
位
1
1

小
暮
恵
美
・
塩
田

夏
世
組
。
鈴
木
陽
子
・
高
橋
裕
美
組

0

一
船
男
子
の
部
…
▽
優
勝1
1

薗
田
明

彦
・
根
岸
清
組
▽
二
位
1
1

八
木
橋
正
宏
・

関
根
秀
規
組
▽
三
位1
1

渡
辺
浩
一
・
桜
木

義
哲
組

〇
一
般
女
子
の
部
・
・
▽
優
勝
1
1

松
本
万

友
美
・
坂
上
雅
代
組
▽
二
位1
1
秋
谷
真
弓
・

早
川
亜
紀
子
組
▽
三
位1
1

早
川
京
子
・
柿

沼
尚
子
組

※
主
催
1
1

村
体
育
協
会
。
出
場
組
6
5
0

会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場
。

第
1
3回
村
民
庭
球

• 

昭和62年10 月 10 日

紗

情報
結果

▽
優
勝
1
1

日
東
製
器
ソ
フ
ト
部
▽
二
位

1
1

や
ま
う
の
漬
物
ソ
フ
ト
部
マ
ニ
位
1
1

ス

ナ
ガ
R

シ
ャ
ー
ク
。
明
和
村
役
場
。

※
主
催
1
1

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
。
出

場
チ
ー
ム
1
1
9

。
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運

動
場
。 牙

7
皿
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

^ 
こ二i
初優勝した大輪ライオンズチーム

＞
大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ
（
代
表
早
川
幸

男
）
▽
―
一
位
1
1

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス
（
代
表
、

堀
口
純
一
）
▽
三
位1
1

田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
愛
好
会
（
代
表
渋
谷
和
雄
）
。
中
谷

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
代
表
坂
上
重

夫
）※

主
催
1
1

村
体
育
協
会
。
出
場
チ
ー
ム

1
1
1
9
。
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場
。

牙
1
0回
村
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

163 人、 祝成人
村では「派手な服装より心を飾る成人式」をモットーに毎年

9 月 23 日に成人式を行っています。昭和33年から続けられてい
ます。男性は白ワイシャツ、女性は白ブラウスにスカート姿と
簡素な服装です。この日も男性77人、女性86人、合わせて 163
人が、区長さんら約40人が来賓として参列する中、県教育長、
村長、村議会議長、館林警察署長らの祝辞を真剣に聞き入り、新
成人への決意を新たにしていました。また、成人者を代表して、
青山正判さんと新井和子さんの二人が新成人への抱負を力強く
行い答辞としました。

成人式を迎えた人たち

阿部浩之、荒川 忠、鈴木公明、橋本康弘、ファム・コック・タン、押山
雅美、常見純子、蓮見弘子、青山正則、川辺 博、木村康弘、中村克已、江森
勝、川口真旦、薗部哲也、長岡 隆、野沢直、原島文章、小久保明美、
篠原陽子、本村雅治、吉氷敏正、騎込美利子、薗部里美、立岡尚子、奈良
原光美、新井紀和、今成輝繁、奥沢廷行、関口秀一、野中好浩、新井和子、新井
清美、柿沼さち江、柿沼昭子、門倉久美子、高橋由里子、玉井佳子、福島雅
世、細井かをり、新井正彦、新井和彦、渋谷功、田中明夫、奈良吉伯、奈良政
彦、綿引 健、高瀬恵子、田中文子、石黒博道、岡安 慶、岡安代支彦、
小山田博幸、小松原豊久、島国匡史、高橋一徹、松本 久、大塚照代、小山
田はるみ、上岡ルミ子、栗原百合、小松原久美子、島田和恵、高瀕リサ、
福島宏江、帆足典子、町田由美子、本島和美、森尻幸子、森尻年映、明石伸克、
大沢浩明、奈良正明、原口 浩、堀口高美、小平久江、小田木美恵、関口知真
紀、野本喜美枝、森尻美恵子、山田恵子、久保庭英子、井上純子、伊賀秀夫、
坂上利政、早川 智、武田和幸、福知哲生、落合久恵、小野真由美、小西由希
子、清水陽子、富塚あや子、森尻衣恵、加藤浩士、柴崎雅彦、立川康二、大
泉美津江、小川真由美‘太田理恵、柿沼里美、小林清子、始沢恭美、服
郁里美、山形ひとみ、木村健夫、福田喜好、藤野浩史、本田喜章、落合恵、
高木由美子、藤野朋子、藤野令子、落合政行、森田和行、奥沢勝美、杉田尚子、
関根美映、田口陽子、野本仁子、半沢千恵子、丸山洋子、村野由佳、安原恵子、
梅沢吉浩、柿沼直広、門間美博、佐藤康人、薗音闘英雄、村田保、斎藤富美子、
島田和技、高木美穂、早川みどり、松村幸映、松本礼子、村田清美、須藤久雄、
太田正徳、大津清二、橋本直也、山岸保美、石崎春美、泉田清美、泉田真弓、
角日洋子、奈良原緑、古橋久江、茂木晴美、荒井健、鯉沼修、鯉沼稔、
篠木禾0久、篠木英治、篠木英恭、篠木照夫、薗田明彦、篠木妙子、成田和子、
蓮見和正、酒井 宏、野本尚子、奈良美香。

〔敬称略〕
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カモ、

広報係では話題を

募集しています。

どしどしご連絡を。

合 (84)3111

通勤者を楽しませる

東
京
の
オ
フ
ィ
ス
街
で
は
、
か
る
ガ
モ
の
親
子
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
本
村
で
も
に
か
よ
っ
た
話
題
が
あ
っ
た

の
で
す
。
8

月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
に
か
け
て
上
江
黒
地

内
、
東
北
道
西
側
の
邑
楽
農
用
水
路
に
カ
モ
が
住
み
つ
き
、

近
く
を
通
る
通
勤
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
の
で
す
。

某
通
勤
者
か
ら
「
素
も
ぐ
り
や
水
面
を
切
る
雄
姿
は
と

て
も
か
わ
い
い
の
で
す
よ
…
…
」
と
ご
一
報
く
だ
さ
っ
た

の
で
す
。
来
年
も
見
ら
れ
る
か
も
…
…
。

特産のナシで安全運転

秋の全国交通安全運動の初日、村及び交通指導

員、交通安全協会の皆さん30人は、館林警察署

の協力を得て、村特産の梨二百個ほどを、梨畑が

連なる田島地内の県道でドライバーにプレゼント

し、マナー向上など、交通安全を呼びかけました。

「事故なし」とごろを合わせてのアイデアイベン

トです。
黒中漣畢
、999 99ｷ 

．、．

¥ 
‘ヽ

ー→-

日、

高齢者宅を村長ら敬老慰問

長寿を祝して、村と村社会福祉協議会は敬老の

日の前の 9 月 11 日、村内の長寿者85歳以上宅を慰

問。村長、助役、社協長らが 2 班で92人宅を 1 日

かけて巡回訪問し、記念品や敬老年金を贈りまし

た。村最高齢者の恩田万吉さん (97) 宅では「百歳

ももうすぐですね、長寿の秘決はなんですか」な

ど長寿談義に花を咲かせ、和やかな訪問のひとと

きでした

---------------------------------------------------

精薄者愛護パレー ド隊、米庁

9 月の精神薄弱者愛護月間にちなんで、

「共に明るい社会を一—」

す」 と激励のあいさつ。

と向かいました。

fｷｷ 

9 月 8

と精神薄弱者愛護

パレード隊が今年も来庁。村内関係者や助役、村

議会副議長冷社協長、役場職員ら約百人が出迎える

中、一行は深い理解とご協力を とメッセージ

を朗読し村に手渡しました。対して助役が「一層

感心を高め、共に明るい社会が送れるよう努めま

このあと一行は板倉町へ
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より迅速、 正確さを一

昭和62年10 月 10 日

,9 

、

‘‘9, 

＇，累ぷ
~l, 

ヽ

上江黒でミニ運動会

明和村消防団員によるポンプ操法競技会が、 9

月 6 日、矢島地内の東洋運輸明和営業所（所長、

大澤孝一さん）の敷地内を借用して行われました。

当初明和中学校校庭で防災訓練と併せで実施の

予定でしたが前日からの雨のため会場コンディシ

ョン等の都合により、場所を変更しての開催です。

時折小雨の降る中、団員の気迫の入った号令、規

律ある動作に来賓、見物人から歓声や、さかんな

拍手が送られました。

成績は次のとおりです。 〔敬称略〕

〇自動車ポンプの部（団体） ► 優勝…;;t 2 分団 1

班 ► 2 位••牙 1 分団 1 班 ► 3 位…オ 3 分団 1 班。

0同（個人） ►優秀賞＝指揮者・・・森尻邦夫（南大島）、

1 番員…小磯伸二（南大島）、 2 番員…松本貴之（

大輪）、 3 番員•••島田高志（南大島）、 4 番員…梅沢

次雄（南大島）。

〇小型ポンプの部（団体） ►優勝…オ 3 分団 2

班 ► 2 位・・・;;t 1 分団 2 班 ► 3 位・・・;;t 2 分団 2 班〇

同（個人） ►優秀賞＝指揮者…奈良明（田島）、 1 

番員…石川美智信（矢島）、 2 番員・・・薗田正行（大佐

貫）、 3 番員…薗田登（大佐貫）。

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）
優
勝

沖
2

分
団
一
班
の
団
員

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
一
層
深
め
よ
う
ー
ー
と
、
上

江
黒
地
区
で
、
9

月

2
0日
、
宝
寿
寺
境
内
で
地
区
運
動
会

を
開
き
老
若
男
女
約
一
五
0
人
が
王
入
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
十
種
目
に
汗
を
流
し
、
和
気
あ
い
あ
い
に
初
秋
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
あ
が
り
に
参
加
者
全
員
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
子
供
た
ち
は

大
喜
こ
び
。
ゲ
ー
ム
談
義
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら
舌
つ
つ

み
を
打
ち
ま
し
た
。
昭
和
会
（
会
長
、
斎
藤
一
雄
さ
ん
）
主
催

ッ
-
Tト

一

—-·— ——
I 

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）
優
勝

沖
3

分
団
2

班
の
団
員

初裂弓
哀邪切栢

夜間パトロールご苦労さま

少年非行、犯罪防止を主な任務とする館林地区

少年警察協助員連絡会明和地区（代表、柿沼昭博）
の皆さん 8 人は、毎月オー土曜日「少年の日」を

中心に定期的にパトロール活動を実施。

9 月 5 日夜、この日も駐在さんと一緒に神社、河

川敷、梨畑など村内一円を約二時間かけての夜間

パトロールを行いました。
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0
民
生
協
明
和
村
運
営
委
員
会
は
二
千
円
を

〇
石
川
宗
佑
さ
ん
（
江
口
）
は
三
万
円
を

0
石
村
岩
勇
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
五
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

吉
岡
た
す
く
氏
を
迎
え
て

家
庭
教
育
講
演
会

時
1
1
1
0
月

2
3日
②

分
か
ら

＊
会
場

1
1

館
林
市
三
ノ
丸
芸
術
ホ
ー
ル

＊
テ
ー
マ
1
1

「
私
の
見
た
子
供
の
世
界
」

ー
ー
や
る
気
を
育
て
る
I

ー

金
1
1

無
料

東
毛
歴
史
資
料
館

玄
開
催
日
1
1
1
0
月
2
7
日
因
1
1
1
月
1
5
日
団

玄
内
容

1
1

鎌
倉
時
代
か
ら
の
名
刹
、
長

薬
寺
の
仏
教
美
術
を
中
心
に

「
特
別
展
」

＊
料

＊
日

午
後
1

時
3
0

玄
責
玄

「県民文化大学地域講座」

資料代・・・・・・・・・・・・・ ··500円 (4講座セット）

申込方法・・・…………村中央公民館へ。

会 場・・・・・・・・・・・・・· •明和村中央公民館

(Q) 10月 1? 日(±)
評論家

秋 山

入
場
無

し
た
文
化
財
。
新
田
氏
、
徳
川
ゆ
か
り

の
品
。

な
お
、
1
1
月1
日
⑪
の
午
後
2
時
か
ら

小
野
瀬
和
男
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

秋
の
一
日
、
歴
史
公
園
の
散
策
を
楽
し

み
な
が
ら
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
県
民
の
日
の
1
0月
2
8日
因
は
、

料
で
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
料
理
店
、
バ
ー
、
飲
食
店
、

旅
館
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
た
場
合
に
は

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
い
う
県
税
が
か
か

り
ま
す
。 公

給
領
収
証
は
必
ず

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

◎ 10月 24 日(±) P.M 6 

日本女子大学名誉教授

村山貞

50~8 : 30 

0 10月 31 日(±) P.M 6 : 50~8 : 30 

TV キャスター・エッセイスト

見城美枝子

cg 11 月 7 日
経済評論家

斎

(ｱ) 

PM 6 : 40~8 : 30 

P.M 6 : 50~8 : 40 

藤 栄三郎

こ
の
県
税
は
店
の
経
営
者
が
県
に
代
っ

て
、
皆
さ
ん
か
ら
税
金
を
預
か
る
仕
組
み

゜

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
に
税
金
を

預
か
っ
た
し
る
し
と
し
て
県
が
発
行
し
て

い
る
領
収
証
が
「
公
給
領
収
証
」
で
す
。

＊
料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
に
つ

1‘
i こ

化
”

R

以

い
て
は
料
金
の
1
0
%

＊
旅
館
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
場
合
に
一

人
の
料
金
が
五
千
円
を
超
え
た
と
き
に
は
、

料
金
か
ら
二
千
五
百
円
を
引
い
た
金
額
の

1
0
%。
た
だ
し
休
憩
の
場
合
に
は
一
人
あ

た
り
の
料
金
が
二
千
五
百
円
を
超
え
た
場

合
に
1
0
%

＊
飲
食
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
は
一
人
一

回
の
料
金
が
二
千
五
百
円
を
超
え
る
と
料

金
の
1
0
%

「
公
給
領
収
証
」
は
、
納
税
し
た
証
し

で
す
か
ら
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

ち え子

雄

先生

先生

先生

先生

村 の ＿
つ

ご き

・
会

•
日

＊
会

玄
日

健
康
相
談

時
1
1
1
1
月
認
日
因

2
時

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

健
康
標
語
入
選
作
品

検
診
は
、
健
康
管
理
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
“

大
輪
•
田
口
信
子
さ
ん
の
作
品

午
後
1
時
＼

時
1
1
1
0
月

1
5
日
・
1
1
月
4

日
午

前
9
時
3
0分
か
ら
1
0時
3
0分

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

10 

11 日

13 日

14 日

17 日

20 日

21 日

24 日

31 日

11 

7 日

月

月

第32回村民体育祭

巡回行政相談（明和農協第1)

ヶ （東部児童館）

県民文化大学（秋山ちえ子）

第 4 回社会福祉大会

農業委員会

県民文化大学（村山貞雄）

県民文化大学（見城美枝子）

県民文化大学（斎藤栄三郎）

※予定ですので変わる場合もあります。



(13) 第313号 広 報 め い わ

り
赤
い
羽
根
“
募
金
運
動

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
疲
労
回
復
に
効
く
」
、
「
強
精
剤
」

と
い
う
の
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
。
麻
薬
・
覚

せ
い
剤
は
、
あ
な
た
の
人
生
を
だ
い
な
し

に
し
ま
す
。

＂
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
助
け
あ
っ
て
、

温
か
い
手
を
り
人
の
や
さ
し
さ
を
象
徴
す

る
も
の
、
そ
れ
が
赤
い
羽
恨
で
す
。
そ
の

赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
運
動
」
が1
0月
1

日
か
ら
今
年
い
っ
ぱ
い
展
開
さ
れ
ま
す
。

村
で
も
、
運
動
期
間
中
、
区
長
、
民
生

委
員
の
方
が
各
家
庭
や
事
業
所
に
お
伺
い

し
て
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

郷が

土を 行わ 県内 一群馬 1 0 築れ各
きま地 県月
ますで
し

0 、 民の 2 8 
ょ，，し‘

うとろ L日_ 日，＇もん

豊に 催な では
かし す
な物

時
1
1
1
0
月

2
2日
困
午
後
2

時
＼

場
1
1

館
林
市
文
化
会
館

題
1
1

「
薬
草
に
つ
い
て
そ
の

利
用
法
」

師
1
1

小
板
橋
昌
之
先
生
（
安
中
市
）

1
0月
は
「
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
」

で
す
。り

ま
じ
め
り
で
経
験
豊
か
な
、
高
年
齢

者
を
あ
な
た
の
職
場
に
雇
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。中

高
年
齢
者
(
4
5オ以
上
）
を
安
定
所

の
紹
介
で
常
用
雇
用
し
て
い
た
だ
く
と
、

国
の
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所
⑫

1
4
3
6
5

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
対

＊
会

六
期

作
り
方
実
技
研
修

日

1
1
l
C月団
日
は
ー
ロ
月

1

日
旧

1

泊
2

日
前
期

1
1月
2
8日
田
1
1
1月
2
9日
⑪

1

泊
2

日
後
期

場
1
1

国
立
赤
城
肯
年
の
家

〒

3
7
1
1
0
1

勢
多
郡
富
士
見
村

赤
城
山
2
7
6
0
2
7
2
I

8
8ー
3
1
3
1

象
1
1

山
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育

関
係
者
②
土
器
・
は
に
わ
作

り
に
関
心
の
あ
る
庫
校
生
以

『
土
器
・
は
に
わ
』

上
の
者

(
2期
続
け
て
参
加

で
き
る
者
）

員
1
1
5
0
名
程
度

容
1
1

入
門
コ
ー
ス
・
土
器
作
り
コ

ー
ス
・
は
に
わ
作
り
コ
ー
ス

食
参
加
費
1
1

土
器
・
は
に
わ
作
り
コ
ー
ス

5
、

6
9
5

円
、
入
門
コ
ー
ス

4
9
4
5

円

＊
申
込
方
法
1
1

主
催
事
業
名
・
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号
・
勤
務
先
等
・
コ
ー
ス
別

を
記
入
の
う
え
往
復
ハ
ガ
キ

で
1
0月
2
0日
因
ま
で
に
国
立
。

赤
城
青
年
の
家
へ
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

食
定

＊
内

事
業
主
の
皆
さ
ん
／
．

〇
講

I
I魔
の
薬
I
Iに
は

手
を
出
す
な
／
．

0 0 0 
演会日

講

演

会

昭和62年10 月 10 日

福祉バザーにご協力を．／

麻
痰
．
覚
せ
い
剖
禍
撲
滅
運
動

1
0月

1
8
\
1
1

月

3
0
8

村ボランティア連絡協議会では、 11 月 22 日に開かれます。

このバザーは、日用品、衣料品、手芸品など家庭で眠っ

ている不用品などの寄付をお願いしています。

皆様の温かいご協力をお待ちしています。

寄付の方法等については、追って広報紙などでご案内い

たします。

昨
年
の
バ
ザ
ー
風
景

村
戯
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

利
根
加
用
水
組
合
費
、
国
民
年
金
、

水
道
使
用
料
で
す
。

2
7日
明
和
村
役
場

2
8日
明
和
農
協
第
一

2
9日
東
部
児
童
館

・
会

・
日
寺

B
 

•
日

年
金
相
談

・
会
場

・
会

今
月
の
納
税

場

1
1月
5

日
午
前

1
0時
か
ら

午
後
3

時
ま
で

館
林
市
役
所
相
談
室

時

1
1月
5
.
1
9日

か
ら
午
後
3

時

館
林
市
民
相
談
室

午
前
1
0時

交
通
事
故
相
談

場

・
日
寺
廿

1
0月
1
5日
午
前

1
0時
か
ら

午
後
3

時

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談
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地区 館林邑楽地区 館林地区 巴— [ 板倉: てか変更※ 〇祝El 
日 月日科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明 代地田区

10 月 18 日
浜野医院川田医院 大島診療所合（77)1503 海宝医院 竹越医院

曜
合 (88) 5678 合 (72)3724 大石医院合(74) 2362 合 (74)0811 合 (84)3137 

10 月 25 日
白沢医院後藤園医院 永寿堂医院 橋本医院

当
ff (72)1600 合 (72)3975 後藤陳）医院合 (72)3975 ff(72)4469 云（82)1150

11 月 1 日
落合医院小倉医院 堀越医院合（73) 4151 岡田医院 小西医院

番
合 (72) 3160 合 (72)0606 増田医院合(72) 1387 合 (72)3163 合 (86)2261 

11 月 8 日
根岸医院大神医院 田内医院ff (72)3855 宇沢病院 竹越医院

医
云（72)3262 合 (62)2200 阿久津医院云（72)3315 ff (74) 8761 合 (84)3137 

11 月 15 日
古屋（↑到医院川田（耳医院 多々良診療所合 (72) 3060 最上医院 館林地区が

合 (63)6161 ff (72) 3314 須田医院合(72) 0862 合 (74)3763 担当します

三⑬
 

良
雄
さ
ん

中
谷
・
の
二
男

美
智
子
さ
ん ひ

こ彦
v

ん

(
3歳
）

「ミニカーや電車が好きです。服を真っ黒

にして遊びます。どこへ行くのもお母さんと

一緒 。内気で甘えん坊のひょうきんもの

なんですよ。

元気で、たくましく、

ですね」とお母さん。

素直に育ってほしし

加か

藤喜

俊t

疇

9 月の

救急車出動回数
•交通事故 2 件

●急病 7 件

•その他 1 件

•計 10件

小・中学生の20点、県審査へ

選
挙
啓
発
の
一
環

と
し
て
選
挙
管
理
委

員
会
な
ど
の
主
催
で

行
っ
て
い
る
「
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

村
審
査
が
九
月
十
七

日
、
役
場
で
行
わ
れ

県
審
査
に
の
ぞ
む
小

学
生
十
点
、
中
学
生

十
点
の
作
品
が
決
ま

り
ま
し
た
。

村
選
管
関
係
者
と

村
内
各
校
の
美
術
関

係
の
教
員
ら
が
審
査

に
あ
た
り
、
今
年
は

個
性
豊
か
な
作
品
が

多
い
の
で
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
。
応
募

数
は
、
東
小
三
百
六
十
九
点
、
西
小
五
百

四
十
七
点
、
明
中
五
百
七
十
三
点
で
し
た
。

県
審
査
へ
送
付
さ
れ
た
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

蒼
小
学
生
の
部
〔
敬
称
略
〕

▽
宮
有
里
子
（
東
小1
)▽
山
本
理
紗
子

（
同2
)▽
秋
山
好
美
（
同3
)▽
佐
瀬
理
恵

子
（
同4
)▽
関
口
良
（
同
6
)▽
矢
島
裕

徳
（
西
小l
)▽
柿
沼
良
和
（
同2
)▽
栗
原

千
佳
（
同3
)▽
磯
野
貴
代
（
同4
)▽
荒
井

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

—— —— 

o-

— 

は
す
~
~

日
で
~
一—— 

2
0
動
｛
i

～
運
一
~

—— 

日
犯
~
~

ー
方
~
一

ー
ー
·
-

—— 

月
国
~

0-

— 

—— 

,ｭ

ー
全
―
―

信
行
（
同5
)

圏
中
学
生
の
部
〔
敬
称
略
〕

▽
本
沢
実
記
（
明
中1
)▽
多
田
恭
子

（
同1
)▽
本
沢
孝
由
（
同1
)▽
田
口
直
美

（
同2
)▽
砂
賀
美
芽
（
同2
)▽
飯
塚
美
紀

（
同2
)▽
立
川
陽
子
（
同2
)▽
蓮
見
訓
一

（
同3
)▽
細
田
隆
広
（
同3
)▽
大
沢
秀
一

（
同3
)

十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日

間
、
全
国
一
斉
に
「
全
国
防
犯
運
動
」
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
も
う
一

度
防
犯
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〶
実
施
重
点
事
項

0
自
動
車
盗
の
防
止I
I

「
愛
車
へ
の
、
い
た
わ
り
示
す
ド
ア
ロ
ッ
ク
」

〇
侵
入
盗
の
防
止II

「
防
犯
は
、
日
ご
と
、
家
ご
と
、
地
域
ご
と
」

〇
少
年
非
行
の
防
止
I
I

「
ふ
れ
あ
い
と
、
対
話
が
育
て
る
子
の
未
釆
」

〇
悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
の
防
止I
I

「
ち
ょ
っ
と
待
て
／
．
う
ま
い
話
に
落
し
穴
」

、
ー
・

.. 
,. 

マ
サ

藤
一

関
口
茂
三
郎

渡
辺
善
次

山
岸

早
川

石
村

イ
ト

86 58 84 72 58 

大大矢須下
佐江
貫輪島賀黒

裟裟狐％狐

名
め
＼
ズ

氏
名

橋
本
朋
昭

木
村
祐
大

奈
良
竜
也

近
藤
好
洋

新
井
智
美

森
尻
静
香

宮
川
和
政

横
堀
貴
大

尾
花
千
絵
子

丸
山
健
太

渡
辺
あ
や
子

田
口
さ
だ
子

50 

1
1

お
く
や
み

六
男

敏
晴

畠；弘宏隆、輩

上
江
黒
％

履猛秀
世

政
宏

洋
一
郎

文
夫

昭
彦

政
行一

彦
正
久

続
柄

二
男

長
男

二
男

長
男

長
女

二
女

長
男

長
男

二
女

長
男

二
女

地
区
肛
旺

川
俣
饂

下
江
黒
％

田
靡
％

奥
島
％

新
里
％

奥
島
％

新
里
％

川
俣
％

大
輪
％

上
江
黒
％

中
谷
％

1
1

お
め
で
た

1
1

5
 

脅
｀
tv
f
升

（敬称略）
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第314号 広 報 め い わ 昭和62年 11 月 10 日 (2)

金
婚
者
の
皆
さ
ん
、
村
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

0
内
は
出
席
で
き
な
か
っ
た
方

＊
江
森
小
市
郎
⑮
・
よ
し
⑬
（
上
江
黒
）

＊
斎
藤
寅
二
⑬
・
安
江
⑳
（
上
江
黒
）

＊
奈
良
義
晴
⑰
．
―
二
⑰
（
千
津
井
）

＊
木
村
松
太
郎
⑬
・
ヨ
シ
闘
（
江
口
）

＊
森
尻
祐
三
郎
闘
・
静
江
⑳
（
南
大
島
）

金 お
し
ど
り
夫
婦
1
3組

婚
者
顕
彰

＊
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

奈
良
源
蔵
（
世
帯
主
）

恩
田
晴
巨
（
世
帯
主
）

＊
ね
た
き
り
老
人
介
護
者

田
口
節
子
（
介
護
年
数
7

年
）
・
大
輪

橋
本
ふ
じ
江
(
N
6年
8

ヵ
月
）
．
斗
合
田

〔
敬
称
略
〕

.. 
梅田

原島

※
村
長
表
彰

老
人
扶
養
模
範
家
庭
表
彰

明
和
村
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
四
回
社
会
福
祉
大
会
は
、
十
月
二

十
日
、
中
央
公
民
館
で
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
を
は
じ
め
、
四
世
代
以

上
同
居
家
庭
な
ど
関
係
者
お
よ
そ
三
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ま
ず
主
催
者
の
村
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
表
彰
に
移
り
老
人
扶
養
模
範
家
庭
（
四
世
代
以
上
同
居

家
庭
、
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
）
、
金
婚
者
ご
夫
妻
、
高
額
寄
付
者
（
二
十

万
円
以
上
）
が
次
々
と
壇
上
へ
。
村
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
、
一
方
、
三
万

円
か
ら
二
十
万
円
未
満
の
寄
付
者
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
や
は
り
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
村
議
会
議
長
ら
の
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て

森
尻
祐
三
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
行
い
大
会
を
終
了
。
そ
の
後
、
わ
た
ら
せ
養
護
園

（
新
里
村
）11
施
設
長
、
清
水
俊
子
先
生
に
よ
る
「
福
祉
の
こ
こ
ろ
」
と
題
す

る
講
演
が
行
わ
れ
参
加
者
一
同
感
銘
を
深
く
し
ま
し
た
。

＊
森
尻
孝
⑲
・
マ
サ
⑰
（
南
大
島
）

＊
薗
部
正
己
⑬
•
福
子
⑪
（
南
大
島
）

＊
富
塚
子
之
吉
⑮
・
静
子
⑪
（
中
谷
）

＊
高
沢
信
治
⑬
・
た
け
⑪
（
梅
原
）

＊
落
合
富
治
⑭
・
は
ま
⑫
（
須
賀
）

＊
泉
田
重
五
郎
翻
・
よ
し
⑲
（
矢
島
）

＊
清
水
鯛
次
郎
⑫
・
つ
ね
⑳
（
矢
島
）

＊
中
島
一
闘
ハ
ル
エ
⑬
（
大
佐
貫
）

〔
敬
称
略
〕

0

坂
上
行
男
（
中
谷
）
五

0
万
円

〇
矢
島
友
次
（
田
島
）
三

0
万
円

0

金
子
茂
男
（
入
ヶ
谷
）
二

0
万
円

0

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

6
0年
度
1
1
六
二
万
三
、
七
二
五
円

6
1年
度
1
1

三
0
万
円

〔
敬
称
略
〕

社
会
福
祉
高
額
寄
付
者

感
謝

(
2
0万円
以
上
）

※
村
長
感
謝

泉田和作さん •59歳
現・村議会議員

0議員通算20年（昭和

42年～現在）

新井初太郎さん •?6歳
元・村議会議長

0議員通算24年（昭和

30年～58年）

►
 

•if 

嘱口正さん •?1 歳
目リ・村議会議長

0議員通算36年（昭和

26年～62年）

地
方
自
治
法
施
行
四0
周
年
・
市
制
町

村
制
公
布
一
0
0
年
記
念
地
方
自
治
功
労

者
と
し
て
本
村
で
は
次
の
方
々
が
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。
各
氏
は
、
村
議
会
議
員
、
村

長
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
要
職
に
あ
り
、
地
方

自
治
振
興
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
、
こ
の
た

び
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
（
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
表
彰
対
象
と
な
っ
た
主
な
公

職
名
を
列
記
）
。

＊
知
事
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
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新
里
地
区
を
皮
切
り
に
始
ま
る

と館

林

の市

く
み
ら
れ
活
発
な
論
議
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

般
高
額
寄
付
者

感
謝

(
2
0万円
以
上
）

※
村
長
感
謝

0
三
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
販
売
株
式
会
社

五
0
万
円

社
会
福
祉
協
議
会

高
額
寄
付
者
感
謝

※
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝

根
岸
一
磨
佐
（
矢
島
）
▼
金
子
滋
（
入
ヶ

谷
）
▼
蓮
見
清
（
南
大
島
）
▼
篠
木
治
雄
（
大

佐
貫
）
▼
亡
・
石
村
藤
一
（
大
佐
貫
）
▼
館
林
南

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
川
上
智
恵
子
（
中
谷
）
▼
福

館
林
市
と
の
合
併
に
関
す
る
地
区
別
懇

談
会
は
、
十
月
十
三
日
、
新
里
地
区
を
皮

切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

最
終
、
大
輪
地
区
の
十
一
月
二
十
一
日

ま
で
の
、
実
十
六
日
間
、
十
六
全
地
区
に

わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
集
会
所
等
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

村
か
ら
は
、
村
長
を
は
じ
め
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長
、
そ
れ
に
課
長
・
局
長

全
員
が
出
席
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問

ご
意
見
等
を
拝
聴
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
諸
問
題
に
つ
い
て
懇
談
い
た
だ
い
て
お

田
正
男
（
梅
原
）
▼
張

谷
よ
し
（
川
俣
）
▼
石

村
一
雄
（
大
佐
貫
）
▼

明
和
村
く
ら
し
の
会

▼
佐
藤
竹
雄
（
梅
原
）

▼
坂
上
喜
太
郎
（
中

谷
）
▼
須
藤
金
之
函
―

（
矢
島
）
▼
亡
•
福
島
甚
一
（
南
大
島
）
▼
宮
崎
敬

次
（
南
大
島
）
▼
多
田
淳
一
（
上
江
黒
）
▼
岩

田
利
江
（
梅
原
）
▼
三
田
智
枝
（
南
大
島
）
▼

北
島
三
郎
（
田
島
）
▼
森
尻
茂
（
南
大
島
）
▼

吉
永
政
男
（
梅
原
）
▼
原
口
保
男
（
大
輪
）
▼

高
瀬
彰
（
矢
島
）
▼
和
田
稲
司
（
梅
原
）
▼
岸

良
雄
（
大
佐
貫
）
▼
勅
使
川
原
正
彦
（
所
沢

合
併
懇
談

り
ま
す
。

懇
談
会
で
は
、
ま
ず
、
村
長
が
あ
い
さ

つ
を
兼
ね
て
合
併
問
題
に
つ
い
て
経
過
説

明
を
行
っ
た
後
、
配
布
資
料
「
合
併
に
関

す
る
地
区
懇
談
会
参
考
資
料
」
に
基
づ
き

各
担
当
課
長
・
局
長
が
明
和
村
と
館
林
市

と
の
事
務
・
事
業
の
比
較
対
照
を
ベ
ー
ス

に
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を
行
い
、
そ
の
あ
と
、

区
長
さ
ん
の
進
行
で
懇
談
に
入
る
と
い
う

か
た
ち
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
質
問
が
多

市
）
▼
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
会
▼
福
島
義

雄
（
南
大
島
）
▼
落
合
ち
う
（
須
賀
）
▼
奈
良

マ
サ
子
（
田
島
）
▼
薗
部
忠
雄
（
千
津
井
）
▼

野
口
歌
子
（
須
賀
）
▼
須
藤
順
一
（
入
ヶ
谷
）

▼
石
崎
コ
ウ
（
矢
島
）
▼
柿
沼
福
雄
（
田
島
）

▼
本
沢
金
五
（
南
大
島
）
▼
多
田
成
行
（
上

江
黒
）
▼
亡
・
片
島
う
免
（
新
里
）
▼
田
中
満
（

会

田
島
）
▼
小
林
政
介
（
下
江
黒
）
▼
竹
内
弘

明
（
南
大
島
）
▼
金
子
伯
五
（
入
ヶ
谷
）
▼
篠

木
正
名
（
南
大
島
）
▼
橋
本
武
雄
（
斗
合
田
）

▼
奈
良
弘
毅
（
田
島
）
▼
館
林
中
央
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
小
川
藤
作
（
川
俣
）
▼
始
沢

仁
一
（
梅
原
）
▼
沢
浦
修
一
（
新
里
）
▼
日
名

子
雄
三
（
新
里
）
▼
須
永
重
男
（
大
輪
）
▼
増

尾
匡
史
（
南
大
島
）
▼
小
松
原
静
夫
（
南
大

島
）
▼
北
条
圭
介
（
新
里
）
▼
小
磯
勝
男
（

南
大
島
）
▼
森
尻
仁
一
（
中
谷
）
▼
福
田
進

（
大
輪
）
▼
森
尻
正
己
（
南
大
島
）
▼
福
田

達
雄
（
川
俣
）
▼
石
川
宗
佑
（
江
口
）
▼
閥
五

十
矢
職
員
一
同
（
館
林
市
）
▼
藤
野
芳
太

郎
（
川
俣
）
〔
敬
称
略
〕

◄

懇
談
会
風
景

江森政美さん •65歳

食生活改善推進員として

じみちな活動を続け、公衆

衛生発展向上に貢献されま

した。

群
馬
県
健
康
づ
く
り

財
団
会
長
表
彰

玄

宮沢恒雄さん •?O歳
現・収入役

0地方公共団体勤続通

算40年（収入役、昭

和50年 12月～現在）

~
 
少

関口浅次さん •68歳
現・助役

0地方公共団体勤続通

算51年（助役、昭和

50年 12 月～現在）

奈良丑松さん •?4歳
現・村長

0村長通算13年（昭和49

年10 月～現在）

尾花時夫さん •?1 歳
元・村議会副議長

0議員通算20年（昭和34

年 8 月～54年 8 月）
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第32回村民体育祭は、 10 月 11 日、明和中学校校庭で、老若男

女約3000人が参加して開かれました。心配された天気も、くも

り時々晴れと、まあまあのスポーツ日和 。

区対抗得点競技14種目を含めた 27種目に熱戦が繰り広げられ

ました。なんといっても 400m リレーなど走る競技が人気の的ー。

リレーが始まると歓声が会場いっぱいに響きわたり熱気ムンム

ン

夜間、ひそかに王入れなどの練習をやった区もあったとか。

どの区も、やるからには勝たなければ と区長さんを中心に

苦労の跡がうかがえます。でも、終ったあとはみんなさわやか。

握手、笑顔でお互いの健闘をたたえ合い、一万人の輪は今年も

一層大きい輪となって親ぼくを深めました。

成績は、昨年に続いて新里区が優勝、二位＝川俣、三位＝梅

原と続き一時はトップとなった川俣区の健闘がひときわ目立ち

ました。そのほかの成績は次表のとおりでした。

ぃ
、
夕
、
、
、
コ
は
―

J
 

蝙 . ' 

第32回村民体育祭

汗
さ
わ
や
か

_ 
一_ 
千
人

ポピュラ一種目の玉入れ テント下は声援の熱気でムンムン
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9F 

-r-

オ
イ
ッ
チ
ニ
、
オ
イ
ッ
チ
ニ
…
…

-| 

L —----
得 点 成 績

し
っ
せ
い
に
ス
タ
ー
ト

\ 

‘, 
` 

‘
、゜

健
闘
を
た
た
え
合
っ
て

バ
ン
ザ
イ
三
し
ょ
う
（
閉
会
式
）

ダ
a

15. 

~, 

一ー
表

交
通
ル
ー
ル
は
｛
寸
っ
て
ねI
.

み
て
い
て
も
力
が
入
り
ま
す

こ
新 JI I 梅

<
江 矢 : 大 ょ井

須 田

嘉 嵐
中 : 入ケ里 俣 原 口 島 輪 賀 島 公ロ 公口

百足競走（女） 4 8 5 6 2 8 5 3 7 3 4 6 1 7 2 

゜1 0 Om 競走 16 , 11 9 13 9 11 7 13 13 
゜
5 13 6 5 

゜4血リレー（小女） 8 5 8 4 6 1 4 7 1 5 6 7 2 2 3 3 

4血リレー（小・男） 3 8 2 7 6 4 7 4 5 1 5 1 6 3 8 2 

百足競走（男） 8 6 3 4 8 7 5 6 2 7 3 2 1 4 5 1 

玉 入 れ 8 8 7 7 3 6 3 4 1 5 6 5 2 1 4 2 

綱 り 1 1 5.5 5 5 8 1 7 2 5 1 2. 5 2. 5 1 1 2 5 1 1 1 

たばこ火つけリレー 7 6 2 8 8 6 1 4 5 4 3 5 2 1 7 3 

4血リレー（中・女） 7 5 8 6 3 4 7 4 8 1 6 3 2 5 2 

゜8血リレー（中・男） 5 5 8 8 4 7 3 2 4 7 6 3 6 2 1 

゜4血リレー（一般女） 8 5 6 6 8 2 5 7 4 2 3 3 4 7 

゜ ゜4ffinリyー（干滉） 8 8 6 3 4 2 4 5 3 7 1 5 6 7 2 1 

カクテルリレー 8 3 7 2 6 4 5 8 6 4 7 5 3 2 1 1 

得点合計 91 81 5 78.5 78 72 67 62.5 62 61. 5 61 5 51 51 50. 5 48 41 14 

総合順位 1 2 3 4 5 6 7 8 , 10 11 12 13 14 15 16 

• 
ー・一 -.. .• -

;:,._ヽ｀｀ー、＼ 穴｀:-"·.,..、

大
な
わ
と
び
で
健
闘
す
る
チ
ビ
ッ
コ
チ
ー
ム

練
習
の
た
ま
も
の
鼓
笛
隊
東
小
）

※フィルムを落としませんでしたか。体育祭当日の夕方、村商工会館前に使用済カラーフィルム24枚 1 本が落ちていました。心あたりの方は広報係までご連絡ください。
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選
挙
管
理
委
員
会
で
主
催
し
て
い
る
、

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
過
日
、
村
審
査
を
パ
ス
し
た
二
十
点

の
中
の
七
点
が
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
県

レ
ベ
ル
の
審
査
で
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、
中
学
校
の
部
に
応
募
し
た
、

多
田
恭
子
さ
ん
（
一
年
）
の
作
品
は
、
優

秀
賞
に
暉
き
県
代
表
と
し
て
中
央
審
査
に

送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
応
募
総

数
は
、
小
学
校
一
万
一
千
六
百
六
十
四
点

中
学
校
一
万
一
千
百
三
点
、
高
校
六
点
で

し
た
。

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
の
部
1
1

い
ず
れ
も
入
選
。

暑

多
田
恭
子
さ
ん

（
上
江
黒
）

宮
有
里
子
（
東
小
1
)、
矢
島
裕
徳
（
西
小

1
)
、
山
本
理
紗
子
（
東
小
2
)
、
秋
山

好
美
（
東
小
3
)
、
栗
原
千
佳
（
西
小3
)

優
秀
賞
に
多
田
恭
f
さ
ん
（
中

l
)

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

明
る
い
選
挙
啓
発

少年警察協助員

明和地区表彰される

館林地区少年警察協助員連絡会明和地区（代

表、柿沼昭博さん）は二のほど、永年にわたり地

域社会における防犯思想の醤及高揚、青少年の

非行防止など地域防犯活動を積極的に推進活躍

されたとして、県防犯協会長、県警察本部長から

表彰を受けました。

田島納税組合

社会保険庁長官から表彰

国民年金事業を積極的に推進協力し、当制度の発

展に大きく寄与され、このたびの表彰となりました。

” •9 9" t k J；心
ぎ ，．L し：五マ，＾ * 
4.,‘, 9, 9·:,.'’ 衣
: 9: ; : ^ : 9:·,n9•9,” 
‘ご : • ̀  ') •, 9; ? ;: t '4 ，ドノ

窟', 4 9! : i ;：＇，；仕｀、状
｢!''i ;, "事‘皇
二 ；々ベ・；ヤ名

すぐ、",, ., 

一

中
学
校
の
部
1
1
優
秀
賞
、
多
田
恭
子

(
1年
）
。
入
選
、
立
川
陽
子
(
2年
）

〔
敬
称
略
〕

た
べ
じ
ゅ
う
き
ち

田
部
井
重
吉

か
ぼ
ち
ゃ

赤
羽
南
瓜
の
育
て
の
親
で
あ
る
田
部

井
重
吉
は
、
元
治
元
年
（
江
戸
末
期
）

南
大
島
四
八
の
本
烏
家
に
、
そ
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
本
島
家
は
農
業
の

か
た
わ
ら
染
物
（
紺
屋
）
を
や
っ
て
い

た
の
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
派
手
ご
の

み
の
家
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
家
風
の
中

に
あ
っ
て
彼
は
一
風
変
っ
て
お
り
、
そ

の
暴
れ
ぶ
り
は
群
を
抜
い
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
正
義
派
の
暴
れ

ん
坊
で
勉
強
家
で
も
あ
っ
た
。
明
治
初

年
の
農
家
の
こ
と
だ
か
ら
小
学
校
へ
は

行
か
ず
、
寺
小
屋
へ
二
年
通
っ
た
だ
け

で
学
問
は
す
べ
て
独
学
で
や
っ
た
の
で

あ
る
。
い
か
に
も
篤
農
の
少
年
で
あ
っ

こ
。

こ
う
し
た
力
行
型
の
重
吉
を
ぜ
ひ
養

子
に
と
、
隣
り
村
の
田
部
井
家
か
ら
懇

望
さ
れ
、
1
9歳
の
明
治
十
五
年
、
赤
羽

村
赤
生
田
の
田
部
井
辰
蔵
の
養
子
と
な

っ
た
。
田
部
井
家
は
辰
蔵
の
父
で
あ
る

庄
右
衛
の
代
ま
で
名
主
を
し
て
い
た
名

家
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
、
近
衛
師
団
に
入
隊
。

三
年
兵
隊
生
活
を
送
り
優
秀
な
成
績
で

先
発
上
等
兵
と
な
っ
て
帰
村
し
た
。
彼

が
猛
烈
に
勉
強
し
た
の
は
村
づ
く
り
を

自
分
一
生
の
仕
事
と
決
め
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
農
学
を
ひ
も
と
く
一
方
、
論

語
、
四
書
、
五
経
、
な
ど
に
も
感
心
を

か
ほ
ち
ゃ
栽
培
の
草
分
け

も
っ
た
。
兵
隊
生
活
を
送
り
な
が
ら
下

宿
を
借
り
て
、
休
日
の
外
出
時
に
勉
学

に
励
ん
だ
。

彼
が
南
瓜
の
改
良
を
は
じ
め
た
の
は

役
場
の
書
記
（
明
治
2
2年
就
く
）
を
や

り
な
が
ら
で
あ
っ
た
。
あ
る
博
士
の
人

工
交
配
に
興
味
を
い
だ
き
、
そ
れ
を
南

瓜
に
応
用
し
て
み
た
。
す
る
と
収
穫
が

急
増
し
好
成
績
が
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を

薔
及
さ
せ
、
南
瓜
栽
培
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、

栽
培
法
や
品
種
改
良
の
研
究
に
努
め
た
。

そ
の
結
果
赤
羽
チ
リ
メ
ン
と
千
葉
南
瓜

と
を
交
配
さ
せ
、
赤
羽
新
種
の
開
発
を

収
め
た
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
八
年
、
助
役
と
な
り
、
四

十
一
年
に
は
村
長
（
一
期
）
と
な
っ
た
。

そ
の
後
も
村
会
議
員
と
な
り
村
政
に
尽

く
し
た
。
明
治
四
十
四
年
に
は
、
大
日

本
農
会
総
裁
貞
愛
親
王
か
ら
篤
農
と
し

て
表
彰
さ
れ
、
勲
八
等
に
叙
さ
れ
た
。

更
に
、
南
瓜
の
品
評
会
を
行
い
、
そ

の
売
上
代
を
積
み
立
て
、
研
究
改
良
に

充
て
る
一
方
、
小
学
校
基
本
財
産
に
も

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
十
二
年
に
は
校

舎
を
完
成
さ
せ
た
。
ほ
か
に
、
▽
群
馬

県
米
麦
検
査
制
度
の
創
始
・
確
立
▽
食

用
蛙
の
養
殖
の
源
▽
鰻
、
金
魚
、
花
の

栽
培
等
々
の
普
及
推
進
に
貢
献
。
中
で

R
、

鱈
・
の
»
＾
総
爛
譴
諏
公
四

身
人

明
五
縁

ー
|
ノ
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瀬F芳夫家の写真も出品
~ ` 

甦る幕末写真辰

瀬下家は、楠木正成の三男、正儀が上野国、新田義貞をたよ

り来て、この地に土着し瀬下姓を名乗ったと伝えられています。

江戸時代は、代々名主惣代をつとめ 19代、恒三郎は、かたわ

ら寺小屋教育を開いて近在の子弟の教育に尽くしました。明治

22年市町村制が施行されると 21代義太郎は、初代村長となり 16

年間奉職しました。当主、瀬下芳夫さん (63) は 23代にあたりま

す。

展示された19代主、瀬下恒三郎氏
の写真（幕末に撮影）
-------------------------------------

▲
旧
家
た
た
ず
ま
い
の
庭
園
を

散
歩
す
る
瀬
下
芳
夫
さ
ん

（
自
宅
に
て

今
年
の
七
月
末
か
ら
八
月
に
か
け
て
写

真
展
、
「
甦
る
幕
末
」
が
県
立
歴
史
博
物

館
（
高
崎
市
）
で
開
か
れ
、
本
村
新
里
の

瀬
下
芳
夫
さ
ん
宅
所
蔵
の
写
真
も
出
品
さ

れ
、
県
下
一
円
か
ら
集
め
ら
れ
た
三
百
点

の
中
の
一
っ
と
し
て
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

出
品
し
た
写
真
は
、
瀬
下
家
十
九
代
目

恒
三
郎
氏
の
チ
ョ
ン
マ
ゲ
姿
の
も
の
で
、

う
す
茶
か
っ
色
を
し
た
、
た
て
九
巧
、
よ

こ
六
巧
の
長
方
形
の
も
の
。

当
時
と
し
て
の
写
真
は
、
今
と
ち
が
っ

て
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で

I
I写
真
を
揖
る
と
短
命
に
な
る
I
Iと
ま
で

い
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
で
庶
民
に
は
、
ま
っ

た
く
無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。
写

真
代
も
相
当
な
も
の
、
撮
す
に
も
勇
気
と

い
う
か
、
先
見
性
が
な
け
れ
ば
撮
ら
な
か

っ
た
の
で
す
。

こ
の
写
真
展
は
、
県
立
歴
史
博
物
館
、

朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
た
も
の
。
と
こ
ろ

が
、
期
間
中
、
期
間
後
も
「
わ
が
家
に
も

昔
の
写
真
が
あ
り
ま
す
」
と
続
々
県
下
一

円
か
ら
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
関
係
者
を
ビ

ソ
ク
リ
さ
せ
る
ほ
ど
大
き
な
反
響
を
呼
び

ま
し
た
。

瀬
下
宅
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
村
の

ル
ー
ツ
探
訪
に
は
欠
か
せ
な
い
貴
重
な
資

料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
上
州
館
林

領
新
里
村
畑
方
水
帳
（
慶
安
三
年
）
」
や

「
新
里
村
絵
図
（
天
文
五
甲
年
）
」
、
館

林
藩
の
御
達
が
し
る
さ
れ
て
い
る
「
手
控
」

（
年
代
不
詳
）
、
道
路
用
水
路
が
描
か
れ

て
い
る
、
「
新
里
村
等
六
カ
村
絵
図
（
年

代
不
詳
）
」
な
ど
が

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
瀬
下
家
に

は
、
こ
の
よ
う
な
古

\/ 

文
書
等
が
あ
る
の
か

。
代
々
名
館
近
た
の
。

主
を
つ
と
め
た
旧
家
[

□
、
口
疇
]

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
、
を
て
右
て

め
育
っ
左
れ

と
教
様
は
さ

つ
屋
を
に
記

を
小
匠
馬
と

代
寺
師
絵
同

惣
、
が
の
一

主
た
達
そ
子

名
ま
子
。
筆

く
。
筆
る
呼
皓

長
た
。
い
芦
信

。
っ
た
て
郎

生
な
つ
つ
三

）
と
た
残
恒

年6
取
あ
に
下

8
0
頭
に
社
瀬

け
役
育
神
、

年
締
教
原
れ

3
中
弟
菅
か

化
郷
子
が
書

文
藩
の
馬
が

林
在
絵
絵

/\ 

市
召
つ

木
｀

5J
`

こ

眠
る
孫
の
上
衣
ぬ
が
せ
れ
ば
こ
ろ
こ
ろ
と

こ
ろ
が
り
い
で
ぬ
樫
の
実
二
つ

奈
良
原
き
く
の

薄
陽
さ
す
そ
の
場
所
の
み
が
水
色
の
暗
き

磯
辺
の
波
飽
か
ず
見
る

江
森
佳
世
子

こ
れ
以
上
待
て
ざ
る
照
り
に
じ
ゃ
が
い
も

の
不
作
言
ひ
つ
つ
畑
に
水
引
く

瀬
下
一
江

神
の
子
と
信
じ
青
春
な
く
逝
き
し
英
雄

ま

老
い
二
人
と
ま
ど
ふ
街
の
派
出
所
の
若
き

巡
査
は
ペ
ン
先
に
教
ゆ

立
岡
正
夫

山
形

渡
船
場
の
目
印
し
な
り
し
白
き
旗
少
年
の

日
の
悲
し
思
ひ
よ

ト
メ

明
和
歌
会

坂
上
千
枝
子

へ
い

ざ
く
ろ
の
実
枝
も
し
ん
な
り
塀
の
外
や
が

は

て
は
ぜ
る
か
陽
に
映
ゆ
今
日
は

細
田
武
子

屋
上
ゆ
見
し
富
士
の
山
美
し
き
九
月
と
言

ふ
に
初
雪
降
り
し
と

国
道
百
号
線
延
長
工
事
に
街
角
の
花
売
る

さ
い

店
の
彩
見
当
ら
ず

か
ほ
や
が
沼

文

芸

こ
ほ
ろ
き
一

短
歌
会
＼

寂
び
さ
び
眺
む
真
昼
ま
の
島
（
天
草
五
島
）

江
森
政
美

/ 

も
力
を
入
れ
た
の
は
食
用
蛙
の
養
殖
。

食
用
蛙
は
屋
敷
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

飼
育
場
を
造
っ
た
。

し
か
し
、
天
井
に
金
網
を
張
ら
な
か

っ
た
の
で
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
い
失
敗
し

た
け
れ
ど
も
板
倉
沼
を
は
じ
め
郡
内
一

円
に
蔓
延
し
一
時
邑
楽
の
特
産
と
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
利
根
、
渡
良

瀬
川
の
河
川
改
良
の
た
め

山
田
郡
の
武
藤
金
吉
代
議

氏

□
エ
と
共
に
活
躍
す
る
な
ど

声
政
治
に
も
感
心
を
も
っ
た
。

重
し
か
し
、
ひ
た
す
ら
村

井
二
起
し
の
た
め
努
力
し
つ
つ

r
p
-
音
―
一
生
を
終
え
た
。

―
昭
和
十
年
六
月
二
十
八

田
｛

日
病
没
。
七
十
二
歳
。
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結果がこわい．／体カテスト

初裂⇔
累邪企

広報係では話題を

募集しています。

どしどしご連絡＜

ださし‘°
合 (84) 3 1 1 1 へ

10 月 10 日、体育の日、秋空の下で体を鍛えよう と、利根

川総合運動場で教育委員会主催により壮年体カテストが行われ

スポーツ少年団、一般成人など約百人が「反復横とび（成人）」

「腕たて伏せ（子供）」などそれぞれ五種目にチャレンジ。参加

者たちは、一喜一憂しながら結果表に目をやっていました。

＿躙民文に大学 l 秋山ちえf先生の講演盛況

10月 17 日、中央公民館で県民文化大学四講座のトップ切つ

て、テレビ、ラジオ等で活躍中の評論家、秋山ちえ子先生が

「このごろ思うこと」と題して講演。これは学習機会拡充の

一環として村教育委員会等が主催したものです。五百人ほど

の聴衆は先生のやんわりと物静かに話す一言ひとことに真剣

に耳を傾け、時にはメモをとりうなずきながら二時間余の講

話を楽しみました。

区長さん、村内企業を視察

区のまとめ役として活躍されている区長さん方が、 10 月 9

日、村内の企業視察を行いました。これは区長会活動の一環

として今年初めて実施したものです。飲料水製造工場など四

企業を視察。コンピューターをつかったオートメーション設

備などを見てまわり見識を高めました。江東プラスチックエ

業蛛）、日東製器（掬、（掬日本キャンパック群馬工場、やまうの

漬物工業卸を視察。

空缶拾いで親fのふれあい

新里地区（やろう会主催）では、 10 月 4 日早朝親子そろっ

て地域の道路、神社等の空缶拾いの奉仕活動を実施。公衆道

徳を学びながら親子のふれ合いを一層深めました。

皆さん、 「親子そろって早起きは気持ちがいいですね·…..」

とニコニコ顔でそれぞれの分担区域で汗を流しました。
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消
え
た
か
な
‘

に
な
る

火

磁 う
一

ジ
。

益
で

火
を
恋
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
暖

炉
を
囲
ん
で
語
り
合
う
の
も
い
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
反
面
こ
の
時
期
は
、
火
災

の
起
こ
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
「
消
え
た
か
な
、
気
に
な
る
あ

の
火
、
も
う
一
度
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十

一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
の

一
週
間
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

昨
年
の
館
林
地
区
消
防
組
合
の
火
災
発

生
状
況
等
を
み
て
み
ま
す
と
、
火
災
件
数

―
一
三
件
(
6
0
年

1
1
1
件
）
、
損
害
額
五
億

三
、
三
八
四
万
六
千
円
、
前
年
よ
り
二
億
一
、

二
六
六
万
二
千
円
の
増
。
ま
た
、
原
因
別

出
火
件
数
で
は
、
た
き
火
が
ニ
―
―
一
件
で
ト▼管内火災原因別状況（61 年中）

市町村 たばこ たき火 火避び ガスコンロ 風かま呂ど その他 計ガスレンジ

明利村 3 件 4 件 0 件 1 件 1 件 4 件 13 件

板倉町 1 10 2 1 

゜
6 20 

千代田町

゜ ゜ ゜
3 

゜
1 4 

邑楽町 1 3 

゜ ゜ ゜
16 20 

館林市 11 6 2 1 1 

゜
26 56 

計 16 23 4 16 1 53 113 

ッ
プ
、
次
い
で
ガ
ス
こ
ん
ろ
・
レ
ン
ジ
一

六
、
た
ば
こ
一
六
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
位
の
た
き
火
が
二0
％
以
上
を
占
め

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
十

一
月
に
も
な
る
と
、
上
州
名
物
赤
城
ぉ
ろ

し
が
吹
き
荒
れ
る
シ
ー
ズ
ン
I

—
゜
宅
地

山形トメさん短歌集を刊行
短歌愛好家として知られる、新里の山形ト
メさん(72)は、このほど自作の短歌集「追憶」
を刊行されました。 「歌をつくって 10年以上
になります。一つの区切りとして本にしたま
でです」と謙そんする山形さん。現在こほろ
ぎ短歌会のメンバーとして活躍中です。
------------------------------------------------------------

ふるさと明和を探訪、 西小児童

10 月 13 日、西小学校の全校児童は校外体験
学習として 3 年生以上がウォークラリー、村
内の名所、旧跡をチェックポイントに郷土を
学ぼうというもの。 1 、 2 年生は郵便局など
公共施設を見学する、ふるさと遠足。いずれ
も徒歩で深まる秋の自然と親しみながらふる
さと明和の見聞を深めました。

....管内火災発生状況（61 年中）

市町村 火災件数 死者 傷者 焼失面積 損害額

明和村
m ' 

｀り13 1 

゜
71 

板倉町 20 

゜ ゜
263 17,105 

千代田町 4 

゜ ゜
282 250,504 

邑楽町 20 

゜ ゜
285 14,197 

館林市 56 1 2 2,581 250,967 

計 113 2 2 3,482 533,846 

周
辺
で
の
た
き
火
は
非
常
に
危
険
で
す
。

こ
ん
な
日
の
た
き
火
は
厳
に
慎
み
ま
し
ょ

゜

二
つ

か
け
が
え
の
な
い
生
命
、
貴
重
な
財
産

を
灰
に
し
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
機
に
も

う
一
度
防
火
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

」
----------------------------------------------------,----------

8 年 H で開花「月下美人」
田島の小管政男さん宅で10月下旬、サボテ
ンの一種「月下美人」が開花し近所の人たち
を楽しませました。約 2m の 5 ~ 6 本の株の
一本が花をつけ、直径20cm ほどの花。この月下
美人愛好家の間で珍重されています。八年前、
小管さんが旅行先から買ってきたもの。思い
がけない珍花に魅了していました。
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寄
付
あ
り
が
と
う

0
藤
野
芳
太
郎
さ
ん
（
川
俣
）
は
五
万
円
を

屯
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
閥
（
足
利
市
）
は
六

千
円
を

〇
閥
五
十
矢
職
員
一
同
（
館
林
市
）
は
五
万

五
千
円
を

圏
小
磯
と
よ
さ
ん
（
南
大
島
）
は
一
万
円
を

衝
山
岸
弘
さ
ん
（
矢
島
）
は
三
万
円
を

圏
多
田
浪
子
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
五
万
円
を

◎
二
十
屯
嘉
雄
さ
ん
（
下
江
黒
）
は
三
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
6
2
年
分
年
末
調
整
説
明
会
が
開
か

れ
ま
す
。
源
泉
微
収
義
務
者
は
必
ず
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

玄
日
時
1
1
1
1
月1
7日
因
午
後
1
時
3
0

分
か
ら

玄
会
場
1
1
中
央
公
民
館

詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
（
6
7
2ー
4

3
7
3
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
1
1
1
1
月
2
5
日
因

午
後
3

時

玄
会
場
1
1
六
郷
公
民
館
（
旧
邑
楽
会
館
）

詳
し
く
は
、
館
林
簡
易
裁
判
所

(
6
7
2

1
3
0
1
1
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
4
0

し

ご
存
じ
で
す
か
？

口
頭
で
も
訴
訟
と
調
停

が
で
き
ま
す
。

裁
判
と
い
う
と
、
「
め
ん
ど
う
だ
」
と

い
う
気
持
ち
が
先
に
立
ち
ま
す
が
、
口
頭

で
必
要
な
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
で
訴
え
を

起
こ
し
た
り
調
停
の
申
立
て
の
で
き
る
の

を
ご
存
じ
で
す
か
。

も
し
も
、
交
通
事
故
で
受
け
た
損
害
を

加
害
者
が
支
払
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
り
し

て
、
お
困
り
の
方
は
簡
易
裁
判
所
の
窓
口

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
館
林
簡
易
裁
判
所

(
6
7
2

1
3
0
1
1
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

玄
日

午
前
1
0
時
＼

調
定
相
談
会
（
無
料
）

' 
館
林
警
察
署
の

電
話
番
号
が
変
更

ゴ
ヨ
ー
ゴ
ヨ
ー

1
1
月1
日
か
ら

7
2
S
5
4
5
4に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
”
ち
ょ
っ
と
お
貸
し
く
だ

/ 
63年度保 育 募

g" 

四
5
4
5
4

に

さ
い
あ
な
た
の
目
と
耳
を
リ
あ
な
た
の
「
ひ

と
言
」
が
解
決
の
キ
メ
テ
。

合

園 I 曰
ノし

ヽ

"” ~!!芝

古期日＝11 月 16 日（月）～ 11 月 30 日（月）

＊人員＝ 3 園とも 90名

食対象者＝就学前の幼児

含入園資格＝村内の住民で母親が働いていたり、病気な

どで幼児の保育に当たれず、他にも保育に当たれる人

がなく、家庭で保育にかけると認められる世帯の幼児等

※詳しくは、住民課ヘ

0

会
0
日

0
日

0
会

時
1
1
1
1
月
1
9
日
午
前
9
時
3
0
分

1
1
0
時
3
0
分1
2月
1

日

午
後
1
時
1
2

時

場
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

時
1
1
認
月
1
0
日
午
後
1

時
1
2

時

場
1
1
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

健
康
標
語
入
選
作
品

”
検
診
は
長
生
き
す
る
身
の

道
し
る
べ
＂

千
津
井
・
籾
山
ミ
ツ
ェ
さ
ん
の
作
品

集 川
俣
郵
便
局
で
は
「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
（

郵
便
小
包
1
0
k
g
ま
で
）
の
集
荷
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

郵
便
局
や
取
次
店
に
小
包
を
持
参
す
る

時
間
が
な
い
と
き
な
ど
電
話
一
本
で
局
員

が
集
荷
に
伺
い
ま
す
。
（
無
料
）

詳
し
く
は
、
川
俣
郵
便
局
砂3
1
2
0

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村 の ＿
つ
ご

I
Iゆ
う
パ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

I
I

き

年
末
調
整
説
明
会

は
じ
ま
り
ま
し
た

11 

11 日

20 日

ヶ

22 日

25 日

28 日

29 日

12 

6 日

9 日

月

月

例月出納検査

農業委員会

体育館利用団体協議会

ボランティア福祉バザー

子ども会育成会会長会議

叙勲祝賀会（堀口正氏）

危険物収集（金属）

危険物収集（ガラス・セトモノ
・乾電池）

母親学級

※予定ですので変わる場合もあります。

ヽ
'
0

し
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国
の
進
学
□
ー
ン
の

ご
利
用
を

太
田
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
人
名
簿

か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
候
補
者
の
う

ち
か
ら
検
察
審
査
員
と
補
充
員
を
「
く
じ
」

び
き
で
選
定
し
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
（
交
通
事
故
・

詐
欺
•
お
ど
し
）
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
事
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
（
不
起
訴

処
分
）
の
で
、
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
ん
な
と
き
、
犯
罪
で
被
害
を
受
け
た

人
、
犯
罪
を
訴
え
た
人
は
、
だ
れ
で
も
無

料
で
審
査
の
申
立
が
で
き
、
調
べ
な
お
し

て
く
れ
る
機
関
で
す
。

検
事
の
不
起
訴
処
分
に
不
満
の
あ
る
方

は
遠
慮
な
く
太
田
検
察
審
査
会
(
6
4
5
_

7
7
5
1
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
利
用
者
1
1

高
等
、
大
学
等
に
進
学
さ
れ

る
た
め
の
資
金
を
必
要
と
す

る
者

検
察
に
国
民
の
声
を

玄
融
資
額
1
1

一
進
学
者
あ
た
り
5
0
万
円
以
内

玄
融
資
期
間
1
1

進
学
す
る
修
業
年
限
以
内

（
最
長
4
年
）

食
利
率

1
1
年
口
％
（
口
豆
久
わ
る
こ
と
が
あ
）

玄
返
済
方
法
1
1

割
賦
（
毎
月
払
い
）
ボ
ー

ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可

玄
取
扱
期
間
1
1
1
1
月

1

日
＼
6
3
年
4
月
末
日

詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支
店

6
0
2
7
2
⑬
7
3
1
1

（
相
談
係
）
へ

個
人
向
け
融
資
募
集

住
宅
金
融
公
庫

＊
募
集
期
間
1
1
1
1
月
2
5日
因

＊
融
資
の
種
別
1
1

一
般
住
宅
建
設
資
金
（
一

般
貸
付
け
）
・
建
売
住

宅
購
入
資
金
・
マ
ン
シ

ョ
ン
購
入
資
金

＊
問
い
合
せ
先
1
1
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
所

(
6
0
2
7
2⑫

6
6
5
6
.
6
6
5
7
 

格
1
1

満
2
0
歳
以
上
3
5
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
青
年
男
女

＊
選
考
試
験
1
1
第1
次
選
考
（
筆
記
試
験
・

技
術
・
作
文
・
英
語
）

第
2

次
選
考
（
面
接
・
個

人
・
技
術
・
健
康
診
断
書

に
も
と
づ
く
問
診
及
び
精

査
等
）

＊
派
遣
期
間
1
1
2

年
間

＊
願
書
締
切
1
1
1
1
月
3
0
日
向
（
当
日
消
印

＊
資

青
年
海
外
協
力

隊
員
募
集

医
薬
品
は
、
人
の
健
康
の
保
持
増
進
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
使
用
に

当
た
っ
て
万
全
の
注
意
を
払
っ
て
も
な
お

副
作
用
の
発
生
を
防
止
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た
に
も
か
か

救
済
制
度

医
薬
品
副
作
用
被
害

有
効
）

玄
応
募
方
法
1
1
協
力
隊
所
定
の
願
書
を
期

日
ま
で
に
事
務
局
へ

詳
し
く
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

6
0
3
1
4
0
0
1
7
2
6
1
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

認芸ぶ頴べ＇

わ
ら
ず
副
作
用
に
よ
る
健
康
被
害
（
入
院

を
必
要
と
す
る
程
度
の
疾
病
ま
た
は
障
害
、

死
亡
）
が
発
生
し
た
場
合
に
、
医
療
費
、

医
療
手
当
、
障
害
年
金
、
障
害
児
養
育
年

金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
一
時
金
、
葬
祭
料

の
諸
給
付
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
被
害
者

の
救
済
を
図
ろ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
、
〒
1
7
0
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
3

ー

l
_
1
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
6
0
2
6
階
医

薬
品
副
作
用
被
害
救
済
基
金
総
務
部
企

画
課
相
談
係
へ
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
無

料
で
お
送
り
し
ま
す
）

放
送
大
学
生
募
集

＊
募
集
学
生
1
1

全
科
履
修
生
・
選
科
履
修

隼
科
目
履
修
生
•
特
修
生

＊
受
付
期
間
1
1
1
2
月
1

日
1
6
3
年1
月
3
0
日

＊
精
求
方
法
1
1
〒
2
6
0
千
葉
県
若
葉
2
の

1
1
放
送
大
学
本
部
に
ハ

ガ
キ
で

詳
し
く
は
、
0
4
7
2

⑮
5
1
1
1

放

送
大
学
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

群熙県最低賃金は93和62年10月9日より

1 巳 3,565 円

時間給労慟者 1 時間 446 円
こ—,g.:,'l'. Xa Hほ浅合も汽まつていま万

労慟省

•くわしくは
群馬県労働基準局賃金課

(0272-31-4516) か最寄りの労働

基準監督署へお問い合わせください。

゜
時
1
1
1
1
月
2
7
日
午
前
1
0
時
3
0
分

＼
午
後
3
時

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
、
個
人
事
業
税
、
国

民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

2
5日
明
和
村
役
場

2
6
日
明
和
農
協
第
一

2
7
日
東
部
児
童
館

0
会

0
日

時
1
1
1
2
月
3
日

後
3
時

場
1
1
館
林
市
役
所
相
談
室

午
前
1
0
時
1

午

年
金
相
談

0
会

0
日

時
1
1

認
月
3
.
1
7
日
午
前
1
0
時

＼
午
後
3
時

場
1
1
館
林
市
民
相
談
室

0
会

0
日

時
1
1
1
1
月
1
6日
午
前
1
0
時1
午

後
3
時

場
1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

0
会

0
日

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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「時々、お兄ちゃんとけんかをするきかん坊

なんですよ。最近は片言の言葉を覚え、口真

似をして家族中を笑わせています。

健康でのびのびと育ってほしいです」

母さん。

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員
募
集

初
心
者
大
歓
迎
…
…

゜

地区 館林邑楽地区 館林地区 巴ー [ ・板倉
[ かてら 変i※更1こ0 耳料饂鼻日 月日科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明 代地田区

11 月 15 日
古屋（個医院川田（耳）医院 須田医院合（72)0862 最上医院 竹越医院

曜 ff  (62) 6161 ff  (72) 3314 多々良（診）合 (72) 3060 合 (74)3763 云 (84)3137 

11 月 22 日
佐々木医院川村医院 大塚医院合(72) 0167 宇沢病院 館林地区が

当
ff  (62) 2623 ff  (72) 1337 ゆたか医院合 (73) 7308 合 (74)8761 担当します

11 月 29 日
真中医院原医院 記念病院合(72) 3155 寺内医院 橋本医院

番
合 (72) 1630 fl (72) 1936 神尾医院合 (75) 1288 云（72)3031 合 (82)1150 

12 月 6 日
横田医院川田医院 後藤医院合(72) 0134 礫川堂医院 館林地区

医
合 (72)0255 ff  (72) 3724 上野医院合（72)3330 ，合（74)0184 担当します

浜野医院後藤（康）医院 後藤（康）医院合 (72) 3975 永寿堂医院 小西医院12 月 13 日
fl'(88) 5678 fl'(72) 3975 合 (72)4469 合 (86)2261 

三¥ ** 会期

干
津
井
・

の
二
男

孝
志
さ
ん

の
り
子
さ
ん

とお

⑭ 

野の

本：

あ
き
ら明

く
ん ＊

対
象
1
1

村
在
住
・
在
勤
の
人
（
小
学

生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
）

＊
申
込
み
1
1
1
1
月

2
5
日
ま
で
に
社
会
体
育

館
へ

ス
キ
ー
は
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

花
形
で
す
。
あ
な
た
も
白
銀
の
世
界
に
シ

ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
ち

ろ
ん
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

¥
 

玄
資
格
1
1

村
内
在
住
、
在
勤

＊
会
費
1
1

年
額
一
五
0
0
円

＊
そ
の
他
、
詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
1歳
6

カ
月
）

▼優勝した大輪B チーム

：：：たばこは

村内で買いましょう

昭和61年度は、村たばこ

消費税として、 38,018,921

円の収入がありました。村

の貴重な財源の一つです。

たばこは村内で買いましょ

う。

優
勝
1
1

大
輪
B

（
代
表
、
門
間
ト
ヨ
）

▼
準
優
勝1
1

大
佐
貫
A

（
代
表
、
折
原
功

-
)
マ
ニ
位1
1

梅
原
B

（
代
表
、
川
島
銀

次
）
マ
ニ
位
1
1

新
里
B

（
代
表
、
竹
迫
佐

吉
）
。

※
主
催
1
1

村
体
育
協
会
。
出
場
チ
ー
ム

1
1
1
0
。
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場
。

\ 

む勺一←．—ー→

゜

日
1
1

認
月
6

日
⑪

場
1
1

社
会
体
育
館

卓
球
大
会
参
加
者
募
集

疇

10月の

救急車出動回数
•交通事故 1 件

●急病 6 件

•その他 2 件

•計 9 件

図邪＝翌

情報

お問合せは、社会

体育館合 (84)-

4 6 2 6 へどうぞ

第
6

回
村
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
結
果

氏
名

飯
島
清

森
尻
呉
―
―
一
郎

藤
野
ひ
ゃ
く

島
田
勝
雄

新
橋
文
子

柿
沼
ミ
ズ

二
十
里
く
ら

多
田
正
彦

吉藤永岩塩鈴奈野澤栗
永野野井谷木良本浦原氏

年
齢
世
帯
主
地
区

8
5
茂
雄
斗
合
田

8
1
武
雄
南
大
島

9
5
芳
太
郎
川
俣

7
9
晃
元
南
大
島

6
0
政
行
下
江
黒

9
4
一
郎
下
江
黒

8
2
嘉
雄
下
江
黒

5
7
浪
子
上
江
黒

1
1

お
く
や
み

1
1

一秀美
也美順穂朗

徳和 弘名
品秀寛啓樹

保
護
者

正
美

修
一

能
大

徳
男

昭
二

正
史

利
一

正
雄

泰
博

光
一

続
柄
地
区
閥

長
男
南
大
島
編

二
男
新
里
編

長
男
新
里
男

二
男
田
島
隊

長
男
新
里
桝

長
男
川
俣
愕

二
女
南
大
島
況

二
男
梅
原
悶

三
女
川
俣
睾

長
男
梅
原
鬼

1
1

お
め
で
た

1
1

゜

労労睾％府阿阿腎闘

み
め
し
ふ
[
鱈

ぐ
r
衣
く
：
『



⑤ 
広報

〇助役に関口浅次さん、収入役に

宮沢恒雄さん四選・・・・・・・・・・・・ 2P~

〇ぼくたち、 きおつけて・・・・・・・.. 4 p~ 
0 スポーツ・みんなの広場…… 6P~

0お知らせ・日曜当番医………10P~

198712 No.315 

10 日発行

.. 
発行明和村役場

編集総務課広報係

印 刷 掬イシカワデザイン

霞
5

〔切り絵〕
石崎シズさん
(?4 歳・矢島）の作品

切り絵を始めて三年になるでしょうか。この秋、村の文化祭に

出品してみました。昼は畑仕事、夜になると薄暗いランプの下で

針仕事をしていた今は亡き母をしのび切ったものです。私にとっ

ては思い出深い作品です。
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戦没者追悼式

英霊よ安らかに
昭
和
六
十
二
年
度
、
明
和
村
戦
没
者
追

悼
式
は
、
十
一
月
五
日
、
中
央
公
民
館
で

ご
遺
族
を
は
じ
め
、
各
界
各
層
の
関
係
者

ら
約
三
百
人
が
参
列
し
て
、
し
め
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

国
、
県
は
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者

に
対
し
八
月
十
五
日
追
悼
式
を
行
い
ま
し

た
。
村
で
も
こ
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
村
内

関
係
載
没
者
の
追
悼
式
を
毎
年
、
こ
の
菊

薫
る
時
期
に
実
施
し
、
三
百
余
柱
の
英
霊

に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
て
い
ま
す
。
ご
遺
族

は
二
百
七
十
一
世
帯
と
村
全
世
帯
の
一
〇

•
六
％
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

式
場
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
「
明
和
村

戦
没
者
の
霊
」
と
記
さ
れ
た
高
さ
二
い
、

幅
八
〇
巧
ほ
ど
の
墓
標
、
そ
の
周
辺
に
は

八
百
本
ほ
ど
の
菊
の
花
が
飾
ら
れ
、
し
っ

と
り
と
式
壇
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

式
は
助
役
の
「
開
会
の
こ
と
ば
」
で
始

ま
り
、
館
林
地
区
消
防
組
合
音
楽
隊
の
演

し
め
や
か
に
献
花

関
係
者
三
百
人

，．．ー，．＾‘
ーク．、

ベ-.,,,

- 二::. —•ニ ~ と＞ ン・ヽ

- ・ー· •一鼻9←—-
- -•一—- 9ｷ ` ••~- -ベ

菊
を
献
花
す
る

参
列
者

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

]
戦
後
、
四
十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
、
こ
の
間
、
｛

｝
日
本
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
｛

一
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
繁
栄
と
平
和
の
か
げ
に
一

[
は
祖
国
の
た
め
、
若
く
し
て
命
を
捧
げ
た
多
く
一

一
の
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
｛

一
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
、
こ
れ
等
の
趣
旨
一

｛
か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
戦
没
者
追
悼
式
を
行
っ
｛

一
て
い
ま
す
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

.

ｷ

 

奏
を
バ
ソ
ク
に
参
列
者
全
員
で
国
歌
斉
唱
、

一
分
間
の
黙
と
う
。
整
然
と
し
た
雰
囲
気

の
中
、
主
催
者
で
あ
る
村
長
、
村
社
会
福

祉
協
議
会
長
が
「
ひ
た
す
ら
祖
国
の
繁
栄

/‘ 

と宗
に派こ
行をの
わ超追
れ越悼
たし式
もたは
の性‘
で格宗
すの教
゜も ‘ 
ヽ／

と
同
胞
の
安
泰
を
念
じ
つ
つ
若
き
命
を
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
私
た
ち
永
遠
に
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
悲
し
み
で
あ
り
ま

す
。
本
村
も
明
る
＜
平
和
な
村
と
し
て
堅

実
に
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と

は
ひ
と
え
に
、
戦
没
者
英
霊
の
ご
加
護
と

ご
遺
族
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご

支
援
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
続
い
て
、
知
事
、
村
議
会
議
長
、

村
遺
族
会
長
が
次
々
と
追
悼
の
こ
と
ば
を

述
べ
る
と
、
会
場
は
一
段
と
し
ん
み
り
さ

を
増
し
、
参
列
者
の
間
か
ら
は
ハ
ン
カ
チ

を
と
り
出
す
姿
も
み
ら
れ
る
な
ど
戦
争
の

悲
し
み
を
深
く
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
全
員
の
一
人
ひ
と
り
が

霊
前
に
進
み
出
て
、
菊
一
輪
を
洪
え
英
霊

を
な
ぐ
さ
め
ま
し
た
。

. 

ど
i 

/ /i I 

' 
0

新
春
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（1
人
参
加
）

0

館
林
地
区
消
防
組
合
出
初
め
式
（
館
林

市
役
所
南
面
駐
車
場
）

0

南
大
島
地
区
で
「
ど
ん
と
焼
き
」

0

中
央
幼
稚
園
で
コ
マ
回
し
大
会

△消防組合による出初め式（ 2 月号）

' 
〇
砂
賀
新
一
さ
ん
（
村
消
防
団
副
団
長
）

県
消
防
協
会
精
勤
章
受
賞

0

谷
津
好
一
さ
ん
（
新
里
子
ど
も
育
成
会

長
表
彰
受
け
る
）

ふ
り
か
え
る
6
2年
／
．
』

『
り
広
報
め
い
わ
で
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地
方
自
治
、
産
業
振
興
な
ど
各
分
野

で
長
年
に
わ
た
り
功
績
の
あ
っ
た
人
に

贈
ら
れ
る
今
年
度
春
の
叙
勲
で
、
前
村

議
会
議
長
の
堀
口
正
さ
ん
⑪
が
、
勲
五

等
双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
、
そ
の
祝

賀
会
が
十
一
月
二
十
八
日
、
中
央
公
民

-
l

、
祝福を受ける堀D さん

い
ま
ま
で
の
功
績
に
感
謝
の
意
を
ー
ー
ー
と
、

村
・
議
会
が
会
贄
制
で
主
催
し
た
も
の
で

す
。式

は
助
役
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、

し
受
章
の
偉
大
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
乾
杯
、
万
歳
―
二
唱
と
続
き

祝
賀
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
に
祝
福
の
拍
手
が

館
内
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

堀
口
正
さ
ん
り
8
い
パ
い

叙
勲
祝
賀

会

◄
 ｻ
 

助役

関口浅次 さん

第 3 回

村議会臨時会

関
口
浅
次
さ
ん

第
二
回
村
議
会
臨
時
会
は
、
十
一
月
二

十
八
日
、
会
期
一
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う

▼
助
役
の
選
任
▼
収
入
役
の
選
任
の
人
事

ワロフィール〕

館
で
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
、
村
内
各
種
団
体
か
ら
関
係
者
お
よ

そ
百
五
十
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

堀
口
さ
ん
の
輝
か
し
い
栄
誉
を
た
た
え
、

叙
勲
者
紹
介
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
記
念

品
贈
呈
と
次
第
に
そ
っ
て
進
行
。
国

会
議
員
、
県
議
会
議
員
ら
の
来
賓
祝
辞
が

披
露
さ
れ
る
と
会
場
は
一
層
厳
粛
み
を
増

►梅島村議会議員…昭和26年～30年 ► 明和村消防

団長・・昭和 32年～ 33年 ► 明和村議会議員（昭和30

年 3 月 1 日、梅島村、千江田村、佐貫村の三村合

併により明和村が新設） •••昭和30年～62年（この

間議長58年～62年。副議長48年～58年。村議会経

済常任委員長、同建設常任委員長、同総務常任委

員長を歴任） ►群馬県町村議会議長会監事、同副

会長、邑楽郡町村議会議長会長等の要職を歴任。

j
 

収入役
宮沢恒雄さん

案
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
、
助
役
に
関
口
浅

次
さ
ん

(
6
8歳・
梅
原
）
、
収
入
役
に
白

沢
恒
雄
さ
ん

(
7
0歳・
須
賀
）
を
、
そ
れ

宮
沢
恒
雄
さ
ん
収
人
役
に

みんなそろって

明るりお正月を

歳末たすけあい運動

12月1 日～31 日

ミわかちあう幸せミをスローガンに全国

一斉に歳末たすけあい運動が展開中です。

ご協力いただいたお金は、手足の不自由な

人などへの福祉のために活用されます。一

人でも多くの方が明るいお正月を迎えられ

るよう、 ミ幸せミをわかちあいましょう。

助
役
に

ぞ
れ
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ぉ
二
人
と
も
四
選
で
す
。

奎
助
役
（
敬
称
略
）

関
口
浅
次
（
大
正
八
年
四
月
一
日
生
）

屯
収
入
役
（
敬
称
略
）

宮
沢
恒
雄
（
大
正
六
年
五
月
二
十
九

日
生
）

業
生
を
送
る
会
」
で
ふ

次
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く
←

、一、～～
- -.  -- --

村のシンボル千津井の渡し（現在運休）

ー0中
学
二
年
生
を
対
象
に
「
立
春
式
」
。

0

村
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
、
利
根
川

の
水
上
機
関
と
し
て
活
躍
し
た
「
千
津

井
の
渡
し
」
が
三
月
い
っ
ぱ
い
で
運
休

〇
危
険
物
収
集
（
ガ
ラ
ス
の
無
色
、
茶
色
、

有
色
の
三
色
区
分
）
分
別
搬
出
開
始

0

子
ど
も
た
ち
が
サ
ケ
稚
魚
放
流

0

関
口
砂
織
さ
ん
の
作
品
、
6
1年
度
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
群
馬
県

大
会
で
優
秀
賞
に
耀
＜

新春マラソン大会
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車
に
の
せ
ら
れ
た

誘
拐
未
す
い
か
？

相
次
い
で
悲
惨
な
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
高
崎
市
内
で
は
五
歳
の
幼
稚
園
児

誘
拐
殺
人
事
件
。
新
田
郡
尾
島
町
で
は
、

小
学
校
二
年
の
女
児
童
が
家
を
出
た
ま
ま

行
方
不
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
悲
し
い
事
件
で
す
。

こ
ん
な
折
、
本
村
で
も
十
月
ご
ろ
、
東

小
児
童
が
見
知
ら
ぬ
男
に
声
を
か
け
ら
れ

そ
の
男
の
車
に
乗
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
件

が
起
き
た
の
で
す
。
泣
き
出
し
た
た
め
か

幸
い
少
し
走
っ
た
と
こ
ろ
で
降
さ
れ
ま
し

た
が
、
も
し
、
そ
の
ま
ま
連
れ
さ
ら
れ
て

〈
事
例
①
〉

道
を
聞
き
に
来

0

発
生
時
期
1
1

今
年
十
月
下
句
、
午
後
三

時
ご
ろ

0

発
生
場
所
1
1

南
大
島
地
内

〇
状
況

1
1

塾
帰
り
の
児
童
に
見
知
ら

ぬ
男
が
近
づ
き
、
乗
っ
て
き
た
車
に
手
を

引
い
て
の
せ
た
。
泣
き
出
し
た
た
め
、
ほ

ん
の
少
し
走
っ
た
だ
け
で
す
ぐ
下
車
さ
せ

て
、
そ
の
ま
ま
走
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

子
供
に
し
て
み
れ
ば
、

い
た
ら
一
大
事
に
ー
ー
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
、
東
小
で
は
も
ち

ろ
ん
、
西
小
、
明
中
、
そ
れ
に
東
・
中
・

西
の
三
幼
稚
園
で
も
、
万
が
一
で
も
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
、
さ
っ
そ
く
全
校
児
童

に
朝
礼
等
で
注
意
を
伝
達
（
お
話
）
し
、

さ
ら
に
各
学
校
長
・
園
長
の
連
名
で
各
保

護
者
あ
て
、
被
害
防
止
事
項
の
記
さ
れ
た

通
知
文
を
送
り
注
意
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

館
林
警
察
署
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

す
る
一
方
、
駐
在
所
を
通
し
て
「
不
審
な

者
、
不
審
な
自
動
車
を
み
か
け
た
ら
す
ぐ

た
人
か
と
思
っ
た
と
い
う
。
ま
っ
た
く
疑

わ
な
か
っ
た
。

0

男
の
特
長
1
1

三
十
五
歳
位
、
丸
顔
で
ぼ

っ
ち
ゃ
ん
風
。
茶
色
い
自
動
車
。

〈
事
例
②
〉

子
供
た
ち
の
前
で

ハ
レ
ン
チ
行
為

0

出
没
時
期
1
1

今
年
の
九
月
・
ニ
ー
三
回

0

出
没
場
所
1
1

須
賀
地
内

〇
状
況

1
1

子
供
ら
が
通
り
そ
う
な
路

上
で
、
ハ
レ
ン
チ
な
姿
を
し
て
子
供
た
ち

の
目
を
引
き
つ
け
（
み
せ
る
だ
け
）
、
そ

知
ら
な
い
人
に
は
、

0

発
生
時
期
1
1

今
年
十
一
月
A
M
9時
ご
ろ

0

発
生
場
所
1
1

新
里
地
内
の
某
家

〈
事
例
③
〉

朝
か
ら
ド
ロ
ボ
ウ

1
1
0
番
し
て
く
だ
さ
い
。
」
、
「
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
て
も
絶
対
近
づ
か
な

い
」
な
ど
誘
拐
防
止
心
得
を
即
刷
し
た
チ

の
ま
ま
車
で
走
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。

0
特
長

1
1

白
い
ラ
イ
ト
バ
ン
に
乗
っ

た
男 近

づ
か
な
い

ぼ
く
た
ち
、
き
お
つ
け
て
／
．

ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

一
方
ま
た
、
村
内
各
地
に
い
か
が
わ
し

い
姿
を
す
る
ハ
レ
ン
チ
男
や
、
空
巣
ね
ら

い
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

ま
し
て
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
を
迎
え
何

か
と
大
金
が
動
く
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ど
こ

の
家
庭
で
も
お
金
の
出
し
入
れ
が
頻
繁
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
時
を
ド
ロ
ボ
ウ

ひ
っ
た
く
り
が
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
村
内
に
発
生
し
た
い
く
つ
か
の

事
例
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〇
状
況

1
1

物
音

が
し
た
の
で
、
そ
の

部
屋
に
行
っ
て
み
る

と
男
が
い
た
。
「
何

を
し
て
い
る
ん
だ
」

と
強
く
で
る
と
男
は

ど
こ
（
警
察
等
）
へ

で
も
い
く
か
ら
と
お

と
な
し
く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ト
イ
レ
を

か
し
て
ほ
し
い
、
そ

れ
も
外
の
ト
イ
レ
を

逃
亡
を
警
戒
し
て
家
の

中
の
ト
イ
レ
を
使
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
内
側

か
ら
カ
ギ
を
か
け
て
し
ま
い
、
そ
の
す
き

に
、
頭
が
や
っ
と
入
る
窓
か
ら
は
だ
し
の

ま
ま
逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
男
、
数
日
前
、
付
近
の
人
に
「
こ

の
家
に
用
事
が
あ
る
の
で
す
が
、
留
守
な

ん
で
す
か
」
と
下
見
を
し
て
い
た
よ
う
す
。

0

特
長
1
1

身
長
一
六
〇
巧
位
、
細
身
で
小

柄
、
短
髪
、
ア
ゴ
が
長
く
首
は
短
い
。

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く

る
さ
と
劇
”
水
と
み
ど
り
の
物
語
」
三

幕
五
場
を
上
演

0

明
中
で
卒
業
式
。
百
七
十
五
人
が
新
た

な
門
出

0

六
十
二
年
度
予
算
、
2
1
億
1
6
0
0
万

円
で
ス
タ
ー
ト

〇
建
設
要
望
の
高
か
っ
た
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
開
館
。
輸
送
運
行
バ
ス
開
始

0

「
明
和
ク
ラ
ブ
」
、
邑
楽
家
庭
婦
人
親

善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
三
位
入
賞

0

森
尻
忠
さ
ん
（
南
大
島
）
、
ブ
ロ
ソ
ク

建
築
で
日
本
一
に
輝
く

0

県
議
会
議
員
選
挙
結
果

0

石
崎
武
芳
さ
ん
、
江
原
薫
さ
ん
、
野
本

伊
勢
松
さ
ん
、
堀
口
三
四
さ
ん
村
政
功

労
者
表
彰

0

九
人
制
女
子
バ
レ
ー
で
日
本
一
の
群
馬

銀
行
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
招
い
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

〇
柿
沼
治
正
さ
ん
、
本
村
と
同
じ
名
、
三

重
県
明
和
町
を
訪
問

高齢化社会を迎えて老人福祉センター完成



昭
和
六
十
年
四
月
、
本
村
南
大
島
地

内
に
開
校
し
た
県
立
館
林
商
工
高
校
で

十
一
月
十
四
日
、
同
校
体
育
館
で
開
校

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
県
知
事
、
県
議

会
議
長
、
地
元
選
出
国
会
議
員
ら
多
数

が
出
席
し
、
三
年
目
を
迎
え
た
開
校
を

祝
い
ま
し
た
。
村
か
ら
も
村
長
・
議
長

i
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
校
は
今
春
の
新
入
生
で
全
学
年
が

そ
ろ
い
、
全
校
生
徒
七
百
四
十
八
名
が

近
代
設
備
を
誇
る
機
器
、
施
設
で
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

5
]
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県立館林商工高校

開校三年目を迎えて

゜

記 念 式 典

今
年
の
海
那
国
体
夏
季
大
会
少
年
男
子

カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
で
堂
々
の
優
勝
。

し
か
も
開
校
三
年
目
と
い
う
前
例
の
な
い

快
挙
に
賞
賛
の
声
大
で
す
。
ほ
か
に
全
国

高
校
総
合
文
化
祭

(
6
2年）
の
写
真
部
門

で
県
内
た
だ
一
校
の
奨
励
賞
を
受
賞
、
全

国
高
校
生
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

す
る
な
ど
、
勉
学
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
校
で
は
、
一
期
生
（
六
十
年

四
月
入
学
）
が
来
春
卒
業
す
る
た
め
、
三

年
生
の
進
路
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
(
1
0月末
）
二
百
四
十
七
名
中
、
百
三
十

八
名

(
5
6
%
)
が
大
企
業
や
業
界
有
数
の
企

業
に
就
職
が
内
定
、
進
学
一
名
と
い
う
状

況
で
す
。

一
方
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
同
校
関
係
が

掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事
を
盛
込
ん
だ
三
年

の
足
跡
を
収
録
し
た
小
冊
子
「
創
立
三
年

の
歩
み
」
を
記
念
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

；；鱈ね膚工嘉等学'.~

校記念式色---ー・喜

; 
い
つ
し
か
、
気
ぜ
わ
し
い
師
走
の
月
を

迎
え
、
皆
様
方
に
は
家
庭
に
お
い
て
、
そ

し
て
ま
た
職
場
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ
ご

健
勝
に
て
ご
精
励
の
こ
と
と
拝
察
し
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
は
こ
の
た
び
教
育
委
員
の
任

期
満
了
に
と
も
な
い
教
育
長
を
退
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
え
り
み
ま
す
と
、
私
が
本
村
に
お
世

話
に
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
五
年
四
月
か

ら
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
三
月

退
職
す
る
ま
で
四
年
間
、
明
和
中
学
校
長

と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
松
原
村
長
さ
ん
と
奈
良
教
育
長
さ
ん
の

時
で
し
た
。
生
徒
の
学
力
向
上
と
健
全
育

成
・
施
設
設
備
の
管
理
等
に
全
力
を
傾
け

た
当
時
の
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。

〈
退
任
あ
い
さ
つ
》

三田惣三郎さん

三
田
教
育
長
退
任

教
育
文
化
向
上
に

十
二
年
1

長
年
、
本
村
の
教
育
行
政
に
i

貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
、
三
田
惣
一

三
郎
教
育
長
が
、
こ
の
ほ
ど
退
一

任
さ
れ
ま
し
た
。(
1
2
月
1

日
付
）
｛

三
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
｛

年
か
ら
四
年
間
、
明
和
中
学
校
i

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
の
を
は
｛

じ
め
、
五
十
年
に
は
教
育
長
に
｛

就
任
以
来
、
三
期
十
二
年
間
、
｛

学
校
教
育
、
社
会
教
育
と
、
教
｛

育
全
般
に
わ
た
り
教
育
の
充
実
、
一

施
設
の
整
備
等
に
尽
く
さ
れ
、
一

教
育
文
化
の
向
上
に
多
大
な
功
i

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
｛

昭
和
五
十
年
十
二
月
二
日
教
育
長
と

し
て
再
度
お
世
話
に
な
る
よ
う
に
な
り
、

以
来
三
期
十
二
年
と
い
う
長
い
間
ご
指

導
ご
鞭
虹
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
家
庭
教
育
の
振
興
・
学

校
教
育
と
社
会
教
育
の
充
実
・
施
設
設

備
の
整
備
拡
充
等
に
全
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
浅
学
韮
オ
の
た
め
皆

様
方
の
ご
期
待
に
沿
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
か
ど
う
か
危
惧
し
て
い
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

退
任
に
あ
た
り
、
皆
様
方
の
ご
厚
情

に
対
し
重
ね
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
、
明
和
村
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

三
田
物
三
郎
（
昭
和6
2年
認
月
1

日
記
）

9--今-◇◇一笠笠如如如如～～～一如ー◇0---00---00-如母受笠笠笠如-CO--CO—◇>母笠一笠笠笠ー◇o---00---00---00-如ーぐ0--<〇—笠如笠如母笠笠笠如一＜心---00-如笠笠一

ー0春
の
叙
勲
で
堀
口
さ
ん
、

光
旭
日
章
の
栄
誉

0

荒
井
清
さ
ん
群
馬
県
総
合
表
彰
で
土
木

功
労
を
受
賞

0

村
体
育
協
会
長
に
恩
田
義
雄
さ
ん
、
村

文
化
蘭
会
長
に
鈴
木
好
男
さ
ん
再
選

0

四
月
オ
ー
プ
ン
し
た
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
玉
村
町
議
員
ら
が
視
察

〇
好
評
の
ゴ
ル
フ
教
室
、
昨
年
に
続
い
て

今
年
も
開
講

0

ゴ
ミ
収
集
車
買
替
え

、
.

i-ｷ 

' 
ー

ゴルフ教室開講

勲
五
等
双
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＊
期
日

1
1
昭
和
6
3
年
1月
1
7
日□

＊
対
象

1
1

明
和
村
在
住
在
勤

食
部
門
及
び
距
離
I
I

▼
小
学
生
1
.
2
年

-
.
o
k
m
ア
同
3
.
4
年
…
一
・
2
k
m
▼

5
.
6
年
…
一
・
五
k
m
▼
中
学
生
閲
…
立
．
＝

k
m
ア
同
②
…
―
―
―
.
0
k
m
▼
一
般
庫
校
生
以
上

…
五
．
0
k
m
▼
壮
年
(
3
0
歳
以
上
）
…
―
―
-
•

=
k
m
▼
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
『
一
チ

ー
ム
五
名
（
一
般
男
）
に
よ
る
団
体
戦
』

…
―
―
―
.
o
k
m
▼
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
）
一
般
男
女
…
三
·
O
k
m

＊
申
込
み
1
1

認
月
2
6日
ま
で

＊
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
1
1

社
会
体
育
館

6
闘
4
6
2
6

ヘ

村
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
結
果

圏
A
ブ
ロ
ッ
ク
…
優
勝
1
1

つ
く
し
▼
準

優
勝
1
1

明
和
ク
ラ
ブ
。
O
B
ブ
ロ
ッ
ク
…

優
勝
1
1

江
口
新
生
ク
ラ
ブ
▼
準
優
勝
1
1

チ

選
手
募
集

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

図咽＝窃
゜

情報、 結果

▲優勝した高山・野本組と石塚先生

村ソフトボール協会旗

争奪リーグ戦結果

6
2年
度
群
馬
県
中
学
校
軟
式

庭
球
秋
季
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
1
1
嵩
山
智
之
（
2
年
1
1

新
里
）

•
野
本
英
雄
(
2年
1
1

新
里
）
組
。

七
載
全
勝
。
近
年
に
な
い
快
挙
で
す
。

▲優勝した「つくし」チーム

［第 3 回村‘ノフトボール協会旗争奪リーグ載 (4 月 24 日～ 10 月 27 日）結果。 A
リーグ…「田島ソフト愛好会（代表 渋谷和雄）」、 B リーグ「斗合田‘ノフト（代表 ，よ瀬忠興）」がそれぞれ優勝しました。詳細はド表のとおりです。 ] 

◄ ► 
A B 
リリ
I I 
ググ
成成
績績
表表

順 田 や 新 ; 日 JI I 須 千 上勝敗 弓 I 減 勝

ま 俣 カ貝ロ 津ラ 東
ぅ ィ 友立 ソ 井 江

漬 才 衣指L J 
好 フィ

ン

位 島 物里 ズ 器会 トチ 黒 数 数 ノ刀\ 1占）ヽヽ ‘占’‘‘ 
1 田 島い ゜ ゜

. ゚゚
゜ ゜ ゜
7 1 14 

2 やまう漬物 . \ •o 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜

6 2 12 

3 新 里 . ゚\ 
゜

• 

゜ ゜
. ゚5 2 1 1 1 

4 大輪ライオンズ

゜
.. \ 

゜ ゜ ゜
. ゚5 3 10 

5 日東製器 . •• . ¥ 
゜

•o 
゜
3 4 1 7 

6 川俣愛好会 . .. . . \ 
゜ ゜ ゜
3 5 6 

7 須賀ソフト . .. . ゚. \ 
゜ ゜
3 5 6 

8 千津井イチ . •o 
゜
. . •I\ ゜ 3 5 6 9 上江黒 . .. . .. .. !¥ 0 8 

゜

〇
（
勝
）
勝
点2
●
（
敗
）
勝
点
。

△
引
分
け
勝
点
1

順 斗 中 江 リス 江 千 矢 江勝敗 弓 I 減 勝

力 ナ
津 四

合 口 口 井
ラ

ス
l ガ

力 チ
ツ

位 田 欠ロ B ズ R A ッ 島 ク数 数 ノ刀\ ヽ占＼ヽヽ J 占9 ＼ヽ

1 斗合 田 \ 00  • • 00  

゜
0 6 1 1 13 

2 中 公ロ •\ 
゜

•o 00  

゜
0 6 2 12 

3 江 口 B •• 八 ゜ ゜
00  

゜
0 6 2 12 

4 リカーズ

゜
o• \ •o 

゜ ゜
0 6 2 2 10 

5 スナガ R • .. 
゜

\ 0 ・ ゜
0 4 3 1 , 

6 江 口 A •• •• •\ ゜ ゜
0 3 5 6 

7 千津井カッ •• •• ゜
•I\ 

゜
0 3 5 2 4 

8 矢 島 •• •• •• •\ 0 1 7 2 , 研東プラス •• •• .. •• ¥ 0 8 2 -2 ック

ェ
リ
ー
ズ

:»-—べ心ーベゆ·---<><>-----«>

-
I
 

•
江
口
地
区
で
3
0
年
ぶ
り
、
「
さ
さ
ら
」

復
活
。
各
地
区
夏
祭
り
盛
ん

〇
任
期
満
了
に
伴
う
村
議
会
議
員
選
挙
結

果
0
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
今
年
も
開
溝
（
館
林

商
工
高
校
実
習
室
に
て
）

0
村
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

「
大
輪
A
チ
ー
ム
」
が
優
勝

ヽ

'-1 

0

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
親
子
の
ふ
れ
合

い
（
中
央
幼
稚
園
）

〇
梅
原
、
納
税
3
1
年
連
続
完
納

0
カ
ラ
カ
ラ
天
気
ー
。
農
家
な
ど
水
確

保
に
ひ
と
苦
労

0
オ
3
0
回
村
民
野
球
大
会
、
新
里
チ
ー
ム

が
初
優
勝

空

ゞ

親子のふれ合い（中央幼稚園）



(7) 昭和62年12 月 10日 広 報 め い わ 第315号

第35回群馬県写真展「知事

賞」に輝いた石川俊夫さん

（矢島・ 39歳）の作品。

◄
 

►
 

「
紅
葉
時
の
い
ろ
は
坂
」
。
大

塚
正
雄
さ
ん
（
斗
合
田
•
4
0歳
）

の
作
品
。

I

/

 ん
ま
だ

さ
い
く

皆
て
品
、
し
出

は
集
し

で
募
ど

係
を
し

報
品
ど
。

広
作
。
い
の
す
さ

/

[

 

田
芝
支
部

床
屋
よ
り
帰
り
し
夫
は
男
前
ち
ょ
っ
ぴ
り

上
げ
て
水
ま
き
て
を
り

石
村
艶
子

病
む
叔
父
の
輪
廻
想
ひ
つ
大
波
の
打
ち
寄

す
浜
辺
に
は
ら
か
ら
と
仔
つ

始
沢
良
子

う
ば
ひ
あ
ふ
田
植
の
水
も
真
夜
三
時
空
を

仰
げ
ば
父
の
顕
ち
ま
す

よ
し

篠
木

叩
き
つ
け
る
雨
と
閃
光
と
す
さ
ま
じ
く
タ

立
過
ぎ
た
り
蝉
ま
た
鳴
き
初
む砂

賀
久
美
子

嫁
入
り
の
亡
母
想
ひ
を
り
針
坊
主
木
目
あ

文
芸

こ
ほ
ろ
ぎ

短
歌
会

立
川
文
子

き
ね
ん
ぴ

終
戦
記
念
日
の
テ
レ
ビ
の
甲
子
園
に
合
せ

黙
祷
只
に
只
に
胸
の
こ
み
あ
ぐ蓮

見
タ
カ

も
こ
み

夫
と
息
に
収
穫
作
業
ま
か
せ
を
り
楽
が
出

来
た
ね
と
人
は
言
ふ
け
れ
ど

野
村
初
枝

古
り
し
日
の
神
お
は
し
ま
す
か
美
わ
し
の

那
知
の
お
ん
滝
の
し
ぶ
き
濡
れ
ゐ
つ

儀
川
千
秋

立
川
ふ
さ

四
年
ぶ
り
に
帰
り
来
し
息
の
食
欲
に
不
足

補
ふ
蜀
黍
甘
き

立
川
ツ
ヤ
子

容
赦
な
く
定
年
の
日
迫
り
く
る
年
金
書
類

の
署
名
も
終
れ
り

ら
わ
に
過
き
ゅ
き
を
恋
ふ

文
化
祭
出
品
作
品
総
公
民
館
展
示

「
う
し
」
今
成
真
也
く
ん
の
作
品
・
東
小
2
年

同
上
西
小

2

年

「
天
満
宮
」
井
上
由
巳
ち
ゃ
ん
の
作
品

叫
鉗
臼

改選後初村議会

-
I
 

〇
改
選
後
初
村
議
会
、
議
長
に
斉
藤
憲
さ

ん
、
副
議
長
に
栗
原
利
夫
さ
ん
就
任

0

夏
休
み
を
利
用
し
て
明
中
生
徒
ら
が
奉

仕
活
動

人気のあるパ‘ノコン教室 江口「ささら」復活30年ぶり



第315号 広 報 め い わ 昭和62年12 月 10 日

.. 
ジャンボなしの収穫

年々好評のジャンボなし 。今年も栽培農家で

は収穫におわれています。年末年始の贈答用として

ひっぱりだこです。残念ながら現在では契約栽培が

ほとんどのため一般市場への出荷は無。組合では少

しでも需要に追いつくよう努めています。

◄

日
比
野
正
美
さ
ん
の
梨
園

(8) 

広報係では話題を
募集しています。
どしどしご連絡＜
ださし‘°
合 (84) 3 1 1. 1 へ

雇
』
．

特
選
に
謹
い
た

松
本
静
＿
さ
ん
（
上
江
黒
）

3花大至i

文化祭チビッコたちでにぎわう

10月 31 日から 11 月 8 日まで毎年恒例の文化祭が、中央公

民館をメーン会場に開かれ主婦やチビッコたちでにぎわい

ました。 3 日には地元商工会も参加し、わたあめ、焼そば

を無料サービス 。衣料、食料品バザーやファミコン広

場は人気の的。老人福祉センターでは、各種団体による芸

能発表や老人たちの自慢の芸が披露され拍手かっさいを浴

びていました。

蒼特選（上毛新聞社賞） ＝松本静一 屯最優等・・・ ►村長賞＝小菅美津 ► 議

長賞＝坂上新一 ► 明和農協長賞＝門間とよ ►千江田農協長賞＝野口今朝雄

► 商工会長賞＝吉永竹雄 ►教育長賞＝恩田万吉► 文化協会長賞＝折原つや

0優 等・・ ►吉永年雄 ► 柴崎信義 ►坂上新一 ►折原つや ►松本静ー (2 点） ► 須加辰五郎 ►

野口今朝雄屯成人講座（園芸教室）の部＝自由花の部… ►特選＝田口志力' ► 最優等＝村田ヒ

サ ►優等＝小菅美津奎同＝国花福徳の部…••• ►特選＝砂賀りん ►最優等＝新井繁二郎 ►優等

＝立川まさ ► 1 等＝小菅美津 ► 2 等＝田口志か

ー
0

ふ
く
し
ふ
れ
あ
い
祭
り
大
盛
況

0

カ
ル
ガ
モ
、
通
勤
者
を
楽
し
ま
せ
る

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
場
一
万
人
め
は

本
沢
神
次
さ
ん

0

祝
成
人
、
百
六
十
三
人
が
新
社
会
人
に

0

村
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
競
技

0

特
産
の
ナ
シ
で
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

0

区
民
総
出
で
ミ
ニ
運
動
会
・
上
江
黒
区

I
_
 

0

社
会
福
祉
大
会
、
金
婚
者
認
組
な
ど
を

表
彰

〇
館
林
市
と
の
合
併
地
区
別
懇
談
会
始
ま

0
村
民
体
育
祭
三
千
人
で
は
ず
む
歓
声

0

田
島
納
税
組
合
、
社
会
保
険
庁
長
官
か

ら
表
彰

0
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
、
多
田
恭
子
さ
ん
優
秀
賞
に
薙
＜

1憂雅に泳ぐカルガモ



(9) 第315号 広 報 め い わ

十
一
月
二
十
九
日
、
千
代
田
町
（
中
学

校
校
庭
）
で
行
わ
れ
た
、
館
林
地
区
消
防

組
合
「
秋
季
点
検
」
の
席
上
で
優
良
消
防

団
員
、
優
良
婦
人
消
防
隊
と
し
て
次
の
人

（
団
体
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

石
村
和
男
（
明
和
消
防
団
長
1
1
1
5
年
勤

続
）
▼
中
村
真
一
（
第
一
分
団
長1
1

団
員

歴
4
年
）
▼
奥
澤
一
郎
（
同
副
分
団
長
1
1

団
員
歴
4
年
）
▼
野
本
長
司
（
第
二
分
団

副
分
団
長
1
1

団
員
歴
6
年
）
▼
野
村
新
一

（
同
分
団
班
長1
1

団
員
歴
6
年
）
▼
柴
崎

幸
雄
（
同
分
団
班
長
1
1

団
員
歴
6
年
）
▼

川
村
克
己
（
第
三
分
団
班
長
1
1

団
員
歴
4

館
林
地
区
消
防
組
合
秋
季
点
検

消
火
活
動
は
ガ
全

服
装
、
器
具
を
巡
視
す
る
組
合
管
理
者
等

年
）
▼
江
口
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
、
玉
井

美
智
子
）
▼
入
ケ
谷
婦
人
消
防
隊
（
隊
長

提
箸
美
知
子
）
。

無事故で年越し

明るい年始……

0
運
動
の
重
点

〇
飲
酒
運
転
、
無
謀
運
転
の
防
止

〇
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

0
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底

ti 
3
 

昭和62年12 月 10 日

保育園児

親と子の楽しいひととき

親と子のスキンシップを深めよう と、村内

の東・中央・西保育園児と保護者が社会体育館を

使ってボール投げなど軽スポーツを楽しみ、笑い

声が館内いっぱいに響きわたりました。

福祉バザー今年も大盛況

毎年好評の村ボランティア連絡協議会主催の福

祉バザーが今年も 11 月 22 日、中央公民館で開かれ

ました。皆さんから寄付いただいた日曜雑貨品、

野菜など二千点以上が陳列され、市価の半値以下

とあって主婦ら五百人ほどがどっとくり出し会場

は、買物客でにぎわいました。売上金は全額村社

会福祉協議会に寄付されました。

-‘ 
い
、

文 化 祭

0
戦
没
者
追
悼
式
行
わ
れ
る

0
堀
口
正
さ
ん
、
叙
勲
祝
賀
会

0
ジ
ャ
ン
ボ
な
し
収
穫
始
ま
る

0
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
福
祉
バ
ザ
ー

0

文
化
祭
、
菊
花
大
会
開
催

0

明
中
テ
ニ
ス
部
県
大
会
で
優
勝
（
高
山

智
之
・
野
中
英
雄
組
）

11 
.. 

噂
”

々

• 
0
区
長
さ
ん
方
、
村
内
企
業
を
視
察

館林市との合併懇談会始まる



第315号 広 報 め い わ 昭和62年12 月 10 日 (10) 

0
北
関
東
親
善
ソ
フ
ト
ホ
ー
ル
大
会
代
表

阿
部
徳
夫
さ
ん
は
一
七
、
四
五
二
円
を

0
香
山
勝
利
さ
ん
（
南
大
島
）
は
十
万
円
を

〇
奈
良
源
蔵
さ
ん
（
田
島
）
は
五
万
円
を

0
島
田
晃
元
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円
を

〇
尾
花
時
夫
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円
を

0
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
会
長

奈
良
原
宜
子
さ
ん
）
は
六
八
万
五
九
三

0
円
を
（
福
祉
バ
ザ
ー
売
上
金
）

蒼
川
上
智
恵
子
さ
ん
（
中
谷
）
は
三
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に

雇
人
料
控
除
は

日
1
1
1

月
9
日
仕
＼

l
C日
旧

象
1
1

県
内
に
在
住
す
る
小
・
中
学

校
児
童
生
徒
と
そ
の
親

＊
経
費

1
1

一
人
2

、

0
0
0

円

玄
携
行
品
1
1

洗
面
用
具
、
上
ば
き
、
ね
ま

き
、
運
動
着
、
防
寒
着
、
ど
ん

ど
焼
き
で
一
緒
に
燃
や
し
た
い

も
の
（
だ
る
ま
、
お
ふ
だ
、
お

守
、
書
初
め
等
）

＊
申
込
方
法
1
1

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
返
信゜3 

用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
〒
7

ー

0
2
、
甘
楽
郡
妙
義
町
諸
戸
1

1
0
6

群
馬
県
立
妙
義
少
年

自
然
の
家

＊
締
め
切
り
1
1
1
2
月
2
6日
①
定
員

(
1
0
0

名
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
妙
義
少
年
自
然
の
家

(
6

0
2
7
4
|
7
3
ー
2
1
0
1
)へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得

の

年
が
明
け
ま
す
と
各
種
税
金
の
申
告
が

は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
の
事
前
準
備
と
し
て

6
2年
中
に
雇
人
料
を
支
払
っ
た
方
は
認
月

2
5
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
に
領
収
書
を
提

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

農
家
の
皆
さ
ん
が
、
従
来
耕
作
面
積
を

基
に
所
得
金
額
を
計
算
し
て
い
た
露
地
野

菜
の
う
ち
販
売
用
と
さ
れ
る
野
菜
畑
に
つ

い
て
6
3
年
分
か
ら
収
入
金
を
基
に
所
得
計

算
を
す
る
「
収
入
金
課
税
」
の
方
法
に
な

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
近
年
の
露
地
野
菜
が
、

気
象
、
立
地
条
件
、
出
荷
（
生
産
）
時
期
、

栽
培
技
術
や
病
害
虫
な
ど
様
々
な
条
件
の

違
い
か
ら
単
位
面
積
当
た
り
の
収
益
に
相

当
な
格
差
が
生
ず
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ

る
た
め
、
「
収
入
金
課
税
」
の
方
法
に
よ

り
所
得
を
計
算
す
る
ほ
う
が
よ
り
実
態
に

近
く
公
平
な
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
⑫
4
3
7
3

ま
た
は
、
役
場
税
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

※
役
場
税
務
課
で
は
、
収
入
金
課
税
移
行

に
伴
い
露
地
販
売
野
菜
等
の
実
態
調
査
を

行
う
予
定
で
す
の
で
そ
の
際
は
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

6
3
年
か
ら

収
入
金
課
税
に
な
り
ま
す

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
ま
す
と
標
準

外
経
費
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。領

収
書
に
は
作
業
名
、
作
業
日
数
、
単

価
、
支
払
金
額
（
現
物
給
与
も
含
む
）
、

受
取
人
の
住
所
、
氏
名
な
ど
の
記
入
が
必

要
で
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
税
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

露
地
販
売
野
菜
が

郵
便
局
で
は
年
賀
状
の
受
付
を
認
月
1
5

日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

2
0
日
ま
で
に
差
し
出
さ
な
い
と
元
旦
配

達
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
早
め
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
あ
て
名
が
不
完
全
な
た
め
配
達

で
き
な
い
年
賀
状
が
毎
年
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
せ
っ
か
く
の
年
始
の
ご
あ
い
さ
つ

が
無
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
て
名
は
必
ず
、
ハ
ッ
キ
リ
書
き
ま
し

ょ
う
ノ
〇

ま
た
、
私
製
は
が
き
で
、
年
賀
状
と
し

て
差
し
出
す
と
き
は
、
表
面
に
「
年
賀
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
は
お
早
め
に

L
'
 

0
日

0

会
0

会
0
日

“
、
·

時
1
1

認
月
1
7
日
午
後
1

時
1
2

時

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

時
1
1

認
月
2
5
日

土
寸B
 

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

健
康
標
語
入
選
作
品

り
検
診
で
な
く
そ
う
無
駄
な

気
の
病
＂

田
島
・
北
島
文
美
子
さ
ん
の
作
品

午
後
1

時
1
2

健
康
＿
番
検
診
は

進
ん
で
受
け
よ
う
／
．

玄
期

＊
対 「

と
ん
と
焼
き
」
に
親
子
で

12月

11 日

12 日

13 日

13 日

16 日

20 日

22 日

26 日

28 日

28 日

6碑 1 月

4 日

17 日

村 の ＿
つ
ご

歳末慰問（村内在宅）

防犯委員会

スポーツ少年団バレーボール

交流大会

サケの卵配布

歳末慰問（施設入所者）

体育館利用団体協議会

村議会定例会

しめ飾り教室

御用納め

消防団歳末警戒激励巡視初日

御用始め

村民マラソン大会

き

※予定ですので変わる場合もあります。
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農
業
委
員

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

会

年
末
資
金
の
準
備
は

の

お
早
め
に

0

と
な
り
近
所
の
あ
ら
そ
い

0

不
当
な
差
別

〇
騒
音
・
悪
臭
で
お
困
り
の
方

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
に
は
法
務
局
の
専
門
担
当
官
、
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
日
時

1
1

認
月
1
5
日
因
午
前
1
0
時
1

午
後
3
時

＊
会
場
1
1

役
場
会
議
室

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

国
民
金
融
公
庫
前
橋
支
店
で
は
、
た
だ

い
ま
年
末
資
金
の
ご
相
談
・
申
込
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

年
末
商
戦
に
備
え
て
商
品
の
仕
入
資
金

支
払
手
形
や
買
掛
金
の
決
済
資
金
に
、
ボ

ー
ナ
ス
や
諸
経
費
の
支
払
資
金
に
国
民
金

融
公
庫
の
資
金
を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
（
6
0
2

7
2
1
2
3ー
7
3
1
1
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

県
で
は
、
毎
年
十
二
月
を
「
年
末
正
量

取
引
強
調
月
間
」
と
定
め
、
市
町
村
の
協

カ
の
も
と
に
、
商
店
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般

家
庭
の
皆
さ
ん
に
も
「
正
し
い
計
量
で
売

買
」
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

暖
房
用
燃
料
と
し
て
灯
油
な
ど
を
販
売

す
る
場
合
、
計
量
法
で
は
正
確
に
計
っ
て

売
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
計
量
器
は
検
定

に
合
格
し
、
そ
の
有
効
期
間
内
で
な
け
れ

ば
使
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

計
量
器
の
合
格
印
や
有
効
期
間
を
確
認

し
て
購
入
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
計
量
で

売

買

は

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
選

挙
権
の
有
す
る
方
は
、
一
月
十
日
ま
で
に

必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■

選
挙
権
の
有
す
る
方
村
内
に
住
所
が

あ
り
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日

現
在
、
満
二
十
歳
以
上
で
十
ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
者
ま
た
は
、

そ
の
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
で
年
間
六

十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
者

■

登
録
申
請
登
録
申
請
書
は
、
各
地
区

の
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の

で
必
要
な
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

年
末
・
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
、
1
2
月

年
末
・
年
始
ご
み
の
収
集

中
央
公
民
館
・
社
会
体
育
館
は
、
1
2
月

2
8
日
か
ら
来
年
1
月
4
日
ま
で
（
定
休
日

含
む
）
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

年
末休

館

の
お
知
ら
せ

年
始

役
場
の
一
般
業
務
は
、
認
月
2
9日
因
か

ら

1

月
3
日
同
ま
で
年
末
年
始
の
休
み
と

な
り
ま
す
。

届
出
や
手
続
き
、
申
請
は
お
早
め
に
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届
の

業
務
に
つ
い
て
は
平
常
ど
お
り
で
す
。

年
末
・
年
始

役
場
業

務

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
認
月
2
8
日
か

ら
来
年
1

月
4
日
ま
で
（
定
休
日
含
む
）

休
館
と
な
り
ま
す
。喜

[

館
林
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
・
年
始
の

し
尿
く
み
取
り
業
務
は
、
1
2
月
3
0
日
か
ら

1
月
4
日
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

年
末
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

2
9
日
最
終•
5

日
開
始

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
末
・
年
始
の
休
館
日

の

2
8
日
が
最
終
と
な
り
1
月
5
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。

I \ 

1 2 月 2 7 日（日） 石崎水道合84-4147

1 2 月 2 8 日（月） 大川水道合73-0721

1 2 月 2 9 日伏） 金子水道合84-2148

1 2 月 30 日（水） 島田水道合84-3282

I 2 月 3 I 日（木） 高田水道合84-3736

1 月 1 日位） 富塚水道合84-3247

1 月 2 日（土） 松本水道合84-2839

1 月 3 日（日） 石崎水道合84-4147

1 月 4 日（月） 大川水道合73-0721

1 月 5 日伏） 金子水道合84-2148

村
闊
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

2
3日
明
和
村
役
場

2
4
日
明
和
農
協
第
一

2
5日
東
部
児
童
館

0
会

0
日

0
会

0
日

0
会

り
日

0
会

0
日

今
月
の
納
税

時
1
1
1

月
7

日

後
3
時

場
1
1

館
林
市
役
所
相
談
室

年
金

間旬忌
m

才清季冬

午
前
1
0
時
＼
午. 

相

火
火

二
＿
＿
ロ

時
1
1
1
月
1
4
.
2
8
日

ー
午
後
3
時

場
1
1
館
林
市
役
所

場時
II II 

通 ! 保前 12
: 1建 9 月

事 i セ時 17
ン 30 日

故 : 夕分・
: I I 1 

午相 闊り
前き火 : 30 日
10 口火 : 分
時午

12月 21 日～30 日・お正月を大掃除して迎えましょう。

交 健

康

相

時
1
1
1
2
月
1
5
日

後
3
時

場
1
1

役
場
会
議
室

火
火

一
＿
―
-
ロ

午
前
1
0
時
＼
午

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
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村の人口

12 月 l LI 現在

世僻数 2,563戸

人口総数 10,353 人

男 5,183人

女 5,170 人

(11 月中の動き）

出生 16人死亡 5人

転入26人転出11 人

二
館林邑楽地区 館林地区 邑楽板念 ,, 

てか 変更にク• 科O 耳鼻祝0日..J) 千代田

日 産婦人科耳鼻科 内 科 外科明和地区

12 月 20 日
白沢医院小倉医院森下医院ff(73) 7776 海宝医院増田医院

曜 云（72)1600 ff (72) 0606 清河堂医院云（72)3070 云 (74) 0811 云（82)2255

12 月 27 日
落合医院大神医院安楽岡医院云（72) 0572 津久井医院竹越医院

当 ff (72) 3160 云 (62) 220ーり竺息鯰現所 云（77)1503 云（72)3316 ff (84) 3137 

1 月 3 日 根合(岸72)医326院2 川で田（7（2耳)3医3院14 堀大石越医医院院 云云 {7743}24316521 岡云(田72)医316院3 館担当林し地ま区す すのま 当担; し
番

1 月 1 日 内科系 外科系 館林厚(72生)3病14院0 

i : 
上野医院ff (72)3330 白沢医院云(72)1600 云

医
内科系 外科系 館林厚生病院

1 月 2 日 清河堂医院云（72)3070 落合医院ff(72) 3160 云（72)3140

11 月の

一賣ク

救急車出動回数
•交通事故 5 件
●急病 3 件

•その他 2 件

•計 10件

• ⑮ 

福？

川だ

しめ飾 り

づく り

・｀~.

へ、一ー

し
か
村
教
育
委
員
会
王
催
の
「
し
め
飾
り
教

ジ
ん
室
」
が
開
か
れ
ま
す
村
内
の
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

ン
せ
機
会
に
郷
土
の
伝
統
行
事
を
し
っ
か
り
身

レ
ま
に
つ
け
、
す
が
す
が
し
い
気
分
で
楽
し
い

ャ
み
ぉ
正
月
を
迎
え
る
の
も
、
ま
た
格
別
で
は

チ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＊
期
日

1
1

認
月
2
6日
（
午
前
8

時
3
0分
1

梅
原
・

贔
”

ま
さ
あ
き
雅
昭

v

ん

(
3歳
1

ヵ
月
）

の
長
男

恒
夫
さ
ん

順
子
さ
ん

『車とショベルカーが大好き、毎日元気に

砂遊びをし、ています。 「ぼくは来年保育園に

行くんだね」といってとても楽しみにしてい

ます。明るくのびのびと、弟思いのやさしい ! 

子に成長してほしいですね』とお母さん。 J 
がど'‘’ 

゜｀…心0·‘'の口0·口OOOO口o·口·口0·の0~

＊
対
象

1
1

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

＊
費
用

1
1

無
料

玄
場
所

1
1

中
央
公
民
館

※
詳
細
は
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

サ
ケ
の
た
ま
ご
を

無
料
配
布

し
ま
す
。
…
…
…

村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
で
は
、
サ

ケ
の
た
ま
ご
を
無
料
配
布
し
ま
す
。
数
年

前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
カ
ム
・
バ
ソ

ク
サ
ー
モ
ン
運
動
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
手
で
育
て
ら
れ
る
サ

ケ
稚
魚
放
流
か
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
育
て
て
み
ま
せ
ん
か

＊
配
布
期
日
1
1

認
月
1
3日
⑪
、
午
前
9
時

か
ら

1
1時
ま
で

＊
配
布
場
所
1
1

中
央
公
民
館

玄
持
ち
も
の
1
1

た
ま
ご
が
入
る
容
器
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
村
教
育
委
員
会
（
闘4
4
9

1
)
へ

* 
川奈片奈香
上良柳良山氏
原

ハし庄つ
ルな二ね

し名
ん

年
齢
世
帯
主
地
区
肛
B

7
2
正
雄
南
大
島
賢

9
5
和
男
田
島
％

6
0
泉
中
谷
対

9
0
勝
治
千
津
井
％

8
8
智
恵
子
中
谷
起

1
1

お
く
や
み

1
1

氏
名
世
帯
主

小
林
絢
仲
広

江
森
万
里
崇
夫

今
成
正
寿
美
喜
男

佐
藤
歩
勝

清
水
売
茂
郎

山
田
正
史
一
成

始
澤
恵
一
幸

五
十
嵐
千
恵
博

柿
沼
勝
悟
廣
次

坂
上
知
子
和
哉

大
津
智
代
雅
義

関
根
崇
憲
憤
市

泉
田
絵
里
守

鈴
木
綾
開
一

鈴
木
俊
也
博
美

小
磯
直
美
伸
二

士
冗
丙

糸
才長

男
二
男

長
男

長
男

三
男

二
男

三
女

長
女

長
男

二
女

二
女

長
男

長
女

長
女

三
男

長
女

地
区
閥

須
賀
閣

梅
原
睾

江
口
睾

斗
合
田
匁

矢
島
睾

矢
島
睾

悔
原
呪

大
佐
貫
炭

江
口
惚

中
谷
峠

矢
島
％

中
谷
％

矢
島
％

新
里
％

新
里
％

南
大
島
閣

1
1

お
め
で
た

1
1

（敬称略）
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切り絵・文とも石川照子さん（矢島）の作品
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＇
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f
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‘
i
し
＇
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1

・
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＇
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e
[
•
8年

t
、
/
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]
い
ロ
ロ
且

L
[
E
集

ゎ
書

一
上
げ
ま
す
。

i
さ
て
、
昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま

一
す
と
わ
が
国
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
は
内

一
外
と
も
に
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
教
守
ブ
ー

i
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
か
ら
始
ま
っ
ム
少
な
ど

一
た
円
高
、
昨
年
十
二
月
に
は
一
ド
ル
百
明
令
県
高

・
ニ
十
二
円
台
と
戦
後
最
高
値
を
更
新
、
崎
盆
叫
ち

：
そ
れ
に
伴
い
輸
出
産
業
を
中
心
に
景
気
ゃ
心
れ
る

一
の
低
迷
が
依
然
と
し
て
続
く
一
方
、
都
こ
年

5
暗

｛
市
部
で
は
地
価
の
異
常
古
向
騰
、
株
の
暴
変
化
に
と
ん
だ
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
情
勢
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
一

i
落
、
農
産
物
や
半
導
体
を
め
ぐ
る
日
米
で
あ
り
ま
し
た
。

云
宇
擦
”
東
芝
機
械
事
件
“
等
々
変
動
か
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
本
村
に
お
い

、

.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. 

9•••••, 

.. ,
 
.. ,
 
.. 
,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. 
,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. 
,
 
.. ,
 
.. ,
 
.. 
,
 
... 

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
な
ら
っ
て
の
条
例
改
正
で

一
般
職
員
の
給
料
が
昨
年
の
四
月
に
そ
及

し
て
平
均
一
•
四
四
％
ァ
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

改
定
後
の
初
任
給
は
、
高
校
卒
1
1

十
万

二
千
七
百
円
、
短
大
卒
1
1

十
万
九
千
五
百

円
、
大
学
卒
1
1

十
一
万
七
千
九
百
円
と
な

り
ま
す
。

組
合
議
会
議
員
の
定
数
1
6人
が
1
1人
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
（
館
林
市
3

、
明
和

村
2

、
板
倉
町
2

、
千
代
田
町
2

、
邑
楽

町
2
)。 館

林
地
区
消
防
組
合

規
約
の
一
部
変
更

職
員
給
ケ
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

1 第四回村議会定例会 1
第 4 回村議会定例会が12 月

22 日開かれました。そこで可

決承認された主な内容をお知

らせします。

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の

改
正
で
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
所
得
割
税
率
の
見
直
し
（
別
表
ー
①
）

〇
給
与
所
得
控
除
選
択
制
度
の
導
入
(
6
4

年
度
か
ら
実
施
）
…
…
特
定
支
出
の
額
が

給
与
所
得
控
除
額
を
超
え
る
場
合
に
は
申

告
に
よ
り
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
を

控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

0
基
礎
・
配
偶
者
・
扶
養
控
除
の
引
上
げ

(
6
3
年
度
か
ら
実
施
）
別
表
ー
②

〇
配
偶
者
特
別
控
除
の
新
設
(
6
3
年
度
か

ら
実
施
）
…
1
4万
円
（
合
計
所
得
金
額
が
一

0

万
円
以
下
の
者
の
配
偶
者
に
適
用
）
。
一

゜
8
 

？
配
偶
者
に
所
得
が
あ
る
場
合
は
①
控
除
＿

対
象
配
偶
者
の
場
合
1
1
1
4
万
円
言
（
当
該
一

者
の
所
得
金
額
X
1
4
-
3
3
)

②
同
以
外
の
配
偶

者
の
場
合
1
1
1
4
万
円
言
（
当
該
者
の
所
得

金
額
[
嘉3
3万
円
)
x
2
8
四

〇
配
偶
者
に
係
る
白
色
申
告
者
の
事
業
専

従
者
控
除
額
の
引
上
げ
(
6
3
年
度
か
ら
実

施
）
…
…
現
行
4
5万
円
が
6
0万
円
に

〇
老
年
者
控
除
額
の
引
上
げ

(
6
4
年
度
か

ら
実
施
）
…
…
現
行
2
4万
円
が
4
8万
円
に

0
公
的
年
金
等
控
除
の
新
設
等
(
6
4
年
度
か

ら
実
施
）
…
…
マ
疋
額
控
除
8
0万
円

(
6
5

歳
未
満
4
0万
円
）
▼
定
率
控
除
①
※
定
額

控
除
後
の
年
金
収
入
三
六
0
万
円
ま
で
の

部
分
↓
2
5％
②
※
同
七
二
0
万
円
↓
1
5
%

③
※
同
七
二
0
万
円
を
超
え
る
部
分
↓
5
%

0
た
ば
こ
消
費
税
…
…
▼
税
率
等
の
特
別

措
濫
の
適
用
期
限
、
6
3
年3
月

3
1日
ま
で

延
長
▼
税
率
↓
①
従
価
割
1
4
.
3％
②
従

量
割
、
千
本
に
つ
き
六
四
0
円

村
税
条
例
の
一
部
改
正
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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
昭
和
六
十
三

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
議
員
一
同

心
か
ら
ぉ
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
議
会
に
対
し
格
別
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
四
年
連
続
の
豊

作
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
対

策
と
し
て
日
本
の
農
産
物
の
輸
入
自
由
化

が
あ
げ
ら
れ
、
今
後
の
農
政
の
大
き
な
課

題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
円
高
ド
ル
安

に
よ
り
輪
出
関
連
企
業
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
ま
し
た
。
更
に
政
界
で
は
中
曽
根
内

閣
か
ら
竹
下
内
閣
に
替
り
小
渕
、
中
島
両

大
臣
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

本
村
で
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
設

に
よ
り
憩
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

が
連
日
の
盛
況
で
老
後
を
楽
し
く
有
意
義

村議会議長

斎 藤 憲

/ 
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
本
年
は
明
日
の
地
域
を
築
く
若

人
の
勉
学
の
場
と
し
て
県
下
随
一
の
設
備

を
誇
る
館
林
商
工
高
等
学
校
第
一
期
生
が

い
よ
い
よ
今
春
学
窓
を
巣
立
ち
実
社
会
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
三
年
間
に
修

得
し
た
実
技
を
生
か
し
て
地
域
づ
く
り
、

社
会
づ
く
り
に
大
い
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
第
三
次
総
合
計
画
に
そ
っ
た
「

活
力
と
潤
い
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
」
の
た

め
工
業
開
発
に
よ
る
税
収
の
拡
大
、
雇
用

機
会
の
増
大
を
図
り
、
農
業
基
盤
づ
く
り

の
充
実
、
そ
し
て
土
地
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も

将
来
を
展
望
し
た
発
展
性
の
あ
る
土
地
の

有
効
利
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
村
政
発
展
と
村
民
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
諸
施
策
を
推
進
し
村
民
の
皆
様

の
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
豊
か
で
住
み
よ

現
＿
課
＿
2
0
4
7
0
9
5
1
2
0
2
2
0
3
7
0
5
7
0
9
5
0

鯛
鱈
鯛
鯛

1
2
4
4
 
▼月

既
定
の
予
算
総
頷
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

行

税所得

万円以下

惰日
ク

ヶ

ヶ

ヶ

ヶ

ク

,, 
ク

万円超

Il表一②

0

0

 

゜

項

率
鵡
ヶ
ヶ
ヶ
ヶ
ク
ク
ク
ク
ク
ケ
ケ
ケ

税
一2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4

]
口

目

基礎控除

配偶者控除

うち、老人控除対象配偶者

同居特別障害者

扶養控除

うち、老人扶養親族

同居特別障害者

同居老親等

5
畔
鴎
り
炉
町
山
恥

俊
〗□

現

6

7

4

6

7

4

1

 

2

2

3

2

2

3

3

 

一
丁
4
1
 

26万円 I28万円

ク

ケ

ケ

ケ

改正後

8

9

6

8

9

6

3

 

2

2

3

2

2

3

3

 

ケ

ケ

ク

,,, 

ク

ケ

保

特

正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
、
七
一
七
万
二
千
円
を
追
加
し
総
額
を

ニ
一
億
六
、
ニ
―
五
万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。

0
歳
入
·
：
▼
繰
越
金
△
二
、
七
―
―
万

八
千
円
▼
地
方
交
付
税
…
二
、
ニ
―
三
万
六

千
円
な
ど
。

0
歳
出
…
▼
土
木
費
…
二
、
五
三
九
万
八

千
円
▼
総
務
費
一
五
五
万
二
千
円
な
ど
。

昭
和
6
2年
度
国
民
健
康

険
別
会
計
補
予
算

い
地
域
を
建
設
す
る
た
め
、
農
工
商
一
体

と
な
っ
た
調
和
の
あ
る
開
発
整
備
事
業
は

も
と
よ
り
教
育
施
設
整
備
を
は
じ
め
道
路

改
良
、
用
排
水
路
の
改
修
促
進
、
生
活
環

境
施
設
•
福
祉
の
充
実
、
館
林
市
と
の
合

併
な
ど
諸
問
題
の
解
決
に
村
民
の
声
を
村

政
に
反
映
す
べ
く
、
執
行
機
関
と
の
協
調

に
よ
り
、
社
会
経
済
の
諸
状
況
に
即
応
し

村
民
各
位
の
声
を
声
と
し
て
、
村
政
に
充

分
実
現
致
す
べ
く
議
員
一
同
一
致
協
力
厳

正
な
審
議
に
よ
り
、
一
万
有
余
の
村
民
の

為
最
大
の
努
力
を
致
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す

の
で
、
旧
に
倍
す
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
は
辰
年
で
す
。
龍
の
天

か
け
る
如
く
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
最
良

の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

百
只

安
ロ

八

0
三
七
万
四
千
円

た

給
与
改
定
に
伴
い
収
益
的
支
出
の
補

正
で
人
件
贄
―
二
万
四
千
円
追
加
し
て
総

を
，
に
し
ま
し
。

1
0
0
万

嘉
男

栄
一

義＿＿
―
-
ロ

義―-
=
-
ロ

羊
我

＝
―
-
ロ

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
あ
い
さ

~
 

.... ’ 
＝
―
-
ロ

員 員

ヱ-上B-—r^-F- ド`4ーヤヘ9--ぐ土ービ4＝上i＾1一ヤ己＝よゞーよ年と＝ばユー4-上ロ今

[ 
履議議議議議議副 新［

］員員員員員員屑 一喜 11
関始泉小海小泉栗明ー、でけ〗
根沢田松老平 EB 原和さとま l

公原原 村いうし［
惧三ー一金喜和利議ま — l 

司市

員 c
u
ン

島
田

石
村

石
崎

昭
和
6
2年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

昭
和
6
2年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

れ
一
、
一
―0
万
四
千
円
を
追
加
し
て
総
額

を
三
億
九
、
六
八
二
万
五
千
円
に
し
ま
し
た
。

0
歳
入
…
▼
国
庫
支
出
金
七
三
0
万
円

▼
繰
越
金
二
八
0
万
四
千
円
な
ど

0
歳
出
…
保
険
給
付
費
一
、

円
な
ど

※
村
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
は

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
主
な
も
の
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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収入役

宮沢恒雄

恒
雄

就 任

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
こ
と
、
こ
の
た
び
の
議
会
（
第

3

回
臨
時
議
会
）
に
お
き
ま
し
て
再
度
の

村
民
の
皆
様
新
春
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
同
様
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

私
こ
と
、
こ
の
た
び
、
十
二
月
一
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
致
し
ま
し
た
が
、
再
度
議

ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
助
役
に
選
任
さ
れ

身
に
あ
ま
る
光
栄
で
あ
り
感
激
し
て
お
り

ま
す
。

私
は
明
る
い
村
政
の
推
進
の
た
め
村
長

補
佐
役
と
し
て
、
議
会
を
は
じ
め
各
種
団

体
、
村
民
皆
様
方
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
職
員
と
一
致
協
力
、

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
ご
期
待
に
添

え
な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

今
回
の
選
任
に
あ
た
り
、
初
心
に
か
え

っ
て
輝
か
し
い
村
の
発
展
の
た
め
、
過
去

を
反
省
し
な
が
ら
尽
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
村
民
皆
様
方
の
一

層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
本
紙
を
通
じ
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
（
助
役
、
関
口

会
の
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
収
入
役
に
選

任
さ
れ
、
こ
の
上
な
い
感
激
で
い
っ
ぱ
い

で
あ
り
ま
す
。

過
去
三
期
十
二
年
間
を
振
り
か
え
っ
た

と
き
、
大
き
な
過
ち
も
な
く
、
な
ん
と
か

そ
の
責
任
を
遂
行
し
、
今
日
を
迎
え
る
事

が
出
来
た
の
も
、
村
長
を
は
じ
め
、
議
会

の
皆
様
や
村
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
支
援

の
お
陰
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
初
心
に
か
え
り
、
過
去
の

経
験
を
生
か
し
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が

ら
、
明
和
村
発
展
の
た
め
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
お

願
い
致
し
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

（
収
入
役
、
宮
沢

「
i
t
i
:
·
叶
久
｀

」
・

｀
ク
り
一

ー
、
J
a
パ
れ
げ
息
り
ね
ね
惰
一

＄
必
ら
ー
＇
｀
と
1

依
身
絆k
i
i
z
i

方
ー
、ナそ

"
u
`

f
ぐ
位
石
＞
、
沿
？
；
名
な
ル
ー

9
ゎ
浅
屈
り
了
4

ょ
晨

そ
ー
し
弘
竹
か
ら
尻K
1

土
五
l
J

a

．
ケ
’
ふ
ズ
々
ク

覚

正
月
笏
松
御
改
正
二
付
、
枝
松
二
限
り

尤
丈
三
尺
を
不
越
候
様
仰
出
之

十
二
月

右
之
趣
村
々
得
貴
意
候
小
前
一
同
不
洩

様
精
々
可
申
付
候
、
此
廻
状
早
々
順
達

村
か
可
戻
候
、
以
上

十
二
月
四
日

『
解
読
』

斎
藤
丈
右
衛
門

正
月
松
飾
に
付
達

あいさつ

天
保
の
改
革
の
廻
状

（
―
-
通
）

助役

関 口 浅次

瓜

郷
土
を
知
ろ
う
、
ふ
る
さ
と
を
探
訪
し
よ
う
ー
と
い
う
気
運
が
、
い
ま
に

わ
か
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
明
和
村
ー
。
お
じ
い
＞
．

5
 

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
そ
の
ま
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

55
 

が
築
き
上
げ
て
く
れ
た
明
和
村
|
|
。
愛
す
る
明
和
村
そ
の
ル
ー

55
 

ツ
を
探
る
貴
重
な
資
料
の
一
っ
に
「
古
文
書
」
が
あ
り
ま
す
。

5

ち
ょ
っ
と
聞
き
な
れ
な
い
こ
と
ば
で
す
が
読
ん
で
字
の
ご
と
く
古
い
文
書
の

55
 

g

i

 

こ
と
で
、
当
時
の
土
地
の
状
況
、
年
貢
、
利
根
川
・
谷
田
川
の
普
請
、
渡
船
、

55i
 

土
地
売
買
、
教
科
書
な
ど
な
ど
—
ー
ー
、
江
戸
、
明
治
時
代
の
文
化
、
産
業
、
市

5

民
生
活
等
の
よ
う
す
を
現
代
に
し
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
文
書
な
の

55i 

で
す
。
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
村
内
に
あ
る
古
文
書
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
＾

み
ま
し
ょ
う
。

村
品
冬
書



(5) 第316号 広 報 め い わ 昭和訊年 1 月 10 日

関口京子さん

（明和農協）

接客マナー

最優秀賞に

0
島
田
勝
栄
（
南
大
島
1
1
5
4
歳
）

島
田
さ
ん
は
、
長
年
村
交
通
安
全
協
会

婦
人
部
役
員
と
し
て
、
特
に
婦
人
の
立
場

で
積
極
的
に
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
功
労
が

認
め
ら
れ
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

表彰受けた

島田勝栄さん

屯
富
塚
敏
雄
（
中

〇
内
山
勇
三
郎
（
中

圏
島
田
吉
雄
（
中

〇
坂
上
八
十
一
（
中

〇
村
田
安
子
（
大

群
馬
嗅
警
察
本
部
長
・
群
馬
県

交
通
安
全
協
会
連
合
会
長
表
彰

゜

〇
館
林
地
区
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

谷
1
1
6
0
歳
）

輪
1
1
1
6
歳
）

※
早
期
発
見

谷
1
1
7
1
歳
）

谷
1
1
5
9
歳
）

谷
1
1
4
1
歳
）

※
初
期
消
火

五
人
は
昨
年
六
月
二
十
二
日
、
本
村
中

谷
地
内
（
食
堂
）
に
発
生
し
た
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
過
熱
に
よ
る
火
災
の
際
に
早
期
発
見

通
報
す
る
な
ど
初
期
消
火
に
協
力
し
ま
し
た
。

笑
顔
で
接
客
の
関
口
さ
ん

接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
、
明
る
い
窓
口
を

め
ざ
そ
う
ー
ー
と
、
昨
年
十
一
月
に
「
第

二
回
群
馬
県
農
協
窓
口
応
対
ロ
ー
ル
プ
レ

ィ
ン
グ
大
会
」
（
主
催
、
県
組
合
金
融
推

進
委
員
会
な
ど
）
が
、
農
協
ビ
ル
（
前
橋
市
）

で
開
か
れ
、
明
和
村
農
業
協
同
組
合
第
二

支
所
（
所
長
、
関
根

金
之
亜
）
勤
務
の
関

口
京
子
さ
ん
（
梅
原
）

が
大
会
最
高
栄
誉
の

最
優
秀
賞
に
輝
き
ま

し
た
。「

明
る
＜
信
頼
さ

れ
る
窓
口
づ
く
り
」

な
ど
四
つ
の
設
例
を

抽
選
で
選
び
、
接
客

喜
び
の
人
た
ち

敬称略

バ
ケ
ツ
を
持
参
し
て
消
火
に
あ
た
っ
た

り
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
元
せ
ん
を
締
め
る

な
ど
し
て
消
火
の
ポ
イ
ン
ト
と
い
わ
れ
る

初
期
消
火
活
動
を
一
致
協
力
し
て
行
い
火

災
を
最
少
限
に
食
い
止
め
ま
し
た
。

0
栗
原
宏
善
（
斗
合
田
1
1
2
9
歳
）

※
早
期
発
見
、
初
期
消
火

栗
原
さ
ん
は
、
昨
年
七
月
二
十
六
日
、

館
林
市
台
宿
町
内
に
発
生
し
た
石
油
ふ
ろ

が
ま
過
熟
に
よ
る
火
災
の
際
に
、
早
期
発

見
し
勤
務
先
の
消
火
器
を
逸
速
く
持
参
し

て
初
期
消
火
を
行
い
被
害
を
最
少
限
に
食

ぃ
止
め
ま
し
た
。

※
い
ず
れ
も
昨
年
十
一
月
二
十
九
日
、

同
組
合
秋
季
点
検
の
席
上
で
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

態
度
や
商
品
セ
ー
ル
ス
な
ど
一
人
五
分

の
制
限
時
間
で
競
い
合
い
、
参
加
し
た

の
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
農
協
窓
口

を
担
当
し
て
い
る
現
役
女
性
職
員
の
二

十
人
1
0

窓
口
業
務
は
、
そ
の
事
業
所
の
顔
と

ま
で
い
わ
れ
る
く
ら
い
応
対
態
度
が
重

要
と
さ
れ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

入
賞
し
た
関
口
さ
ん
は
、
窓
口
業
務

五
年
の
キ
ャ
リ
ア
。
当
支
所
の
中
堅

職
員
の
一
人
で
す
。
「
上
司
や
先
輩
の

指
導
を
堅
実
に
実
行
し
た
だ
け
で
す
」

と
謙
虚
に
語
る
一
言
ひ
と
こ
と
に
信
頼

と
優
し
さ
が
漂
い
ま
す
。
「
平
素
の
積

み
重
ね
が
大
切
で
す
ね
」
と
も
つ
け
加

え
て
く
れ
ま
し
た
。

御
領
分
村
々
之
内
髪
結
渡
世
之
者
井
煮

売
酒
屋
渡
世
致
し
候
者
も
有
之
、
自
今

以
後
谷
越
村
川
俣
村
葛
生
町
富

田
村
之
外
髪
結
差
置
候
儀
者
勿
論
、
同

職
体
之
者
迄
茂
不
相
洩
候
井
煮
売
酒
屋

之
義
も
是
又
四
ヶ
村
之
外
不
相
成
候
間

心
得
違
無
之
様
急
度
可
相
心
得
候

右
之
通
被

仰
出
候
被
仰
出
候
段
取
締
懸
被
申
聞
候

ニ
付
、
則
相
達
候
得
其
意
夫
々
渡
世
之

者
可
申
付
候
、
巳
上

十
二
月
七
日
斎
藤
丈
右
衛
門

【
解
説
】
：99
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

こ
の
文
書
は
二
通
と
も
天
保
十
二
年

に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
内
容
は
生
業
の

制
限
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て

お
そ
ら
く
幕
府
老
中
水
野
忠
邦
が
行
っ

た
幕
府
の
政
治
改
革
（
天
保
の
改
革
）

の
廻
状
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
保
の
改
革
は
天
保
十
二
年
か

ら
行
わ
れ
た
も
の
で
、
具
体
的
内
容
と

し
て
は
幕
府
再
建
の
為
の
倹
約
と
風
俗

の
粛
正
で
あ
っ
た
。

廻
状
の
―
つ
は
、
正
月
に
飾
る
門
松

〔
松
飾
（
銹
）
」
を
つ
く
る
場
合
、
枝

松
を
用
い
て
、
高
さ
も
三
尺
（
約
九
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
書
状
で
、
そ
れ
以
前
は
大

き
く
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で

き
る
。

『
解
読
』

髪
結
・
煮
売
酒
屋
渡
世

取
締
に
付
達

も
う
―
つ
の
文
書
も
、
松
飾
り
の
廻

状
と
同
様
館
林
藩
か
ら
領
内
の
村
々
へ

出
さ
れ
た
文
書
の
写
し
で
、
文
書
の
内

容
は
髪
結
と
、
そ
れ
に
類
す
る
職
の
者

煮
売
酒
屋
の
営
業
を
谷
越
村
（
旧
館
林

町
の
南
で
俗
に
下
町
と
呼
ば
れ
た
地
域
）

川
俣
村
（
本
村
大
字
川
俣
）
葛
生
町

（
栃
木
県
安
蘇
郡
葛
生
町
）
富
田
村
（

栃
木
県
下
都
賀
郡
大
平
町
、
旧
日
光
例

幣
使
街
道
の
宿
場
）
の
四
ヵ
町
村
に
制

限
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
館
林
城
下
町
は
ふ
れ
て
い

な
い
が
当
然
営
業
は
認
め
ら
れ
て
い
た

だ
ろ
う
。
ま
た
、
煮
売
酒
屋
と
は
、
飯

と
惣
菜
用
の
野
菜
・
魚
・
豆
な
ど
の
煮

物
を
売
り
食
べ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
飲

酒
を
さ
せ
た
店
だ
ろ
う
。

〔
村
文
化
財
保
護
調
査
委
員
会
〕

t

4

げ
t

匁
匂
虫

t

“
h
芝
忍
訪
ぃ

k
 

t
グ
比z



第316号 広 報 め い わ 昭和63年 1 月 10 日 (6) 

写侶 窓

辰
は
十
二
支
の
中
で
唯
一
の
空
想
の

動
物
で
す
。
で
も
、
念
の
た
め
、
あ
る

動
物
図
鑑
を
見
た
ら
、
辰
は
竜
と
し
て

載
っ
て
い
ま
し
た
。
「
大
蛇
に
角
や
猛

獣
、
猛
鳥
の
頭
を
組
み
合
わ
せ
た
伝
説

の
動
物
」
と
あ
り
ま
す
。

辰
は
十
二
支
の
仲
間
と
し
て
広
く
知

ら
れ
た
存
在
な
の
で
、
架
空
の
動
物
の

中
で
別
格
な
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
み
な
さ
ん

は
こ
の
新
年
を
ど
ん

な
決
意
で
お
迎
え
に

な
り
ま
し
た
か
。
輝

か
し
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
は
辰
年

窓＝芍コ◎

:------------------------------------------------------------: 

; 今年は：：：辰：：：年です。 12年 : 

: に 1 回めぐってくる：：：辰：：：年 : 

! の皆さんに抱負を語っていた ! 

} だきました。

: _ ---------------------------------------------------------_: 

輝．注嬬
請＊家子
昭和15年 1

月 1 日生

中谷・（無職）

富塚敏
大正 5 年 1 月 17 日

ぁ
戸

窃
各
に

ー
ク
ぢ
／

け
／
い
）
、

ー
上
グ
一
ゴ
す

タ
ー
し

と
忍
，

ら
り
」

{‘l-< 

ど
炉
び

ど
芦

, -
、
又
愛
和
穴

；
以
、ー

誓
立
か

じ

ー
（
一
う

と
伊
予

手
t
り
？
オ
ー
t
ぷ
多
わ
？
し
1
]

i
t
T
い
じ
、
九
勺
私
乃
り

l

岳
手
｀
に

元
ー
そ
し
，
7
‘

印
＇
う
t
,
、
し

臥
l
；
て
お
り

1

み
A

り

＼
｀
塁
袋
天
文
羹

竺
肴
な
り
、
森
竺
魯
賃

梁
屈
牡
、
ふ
：
い
も
な
え
訊

緋
万
、
、
／

1

へ
り
ヤ
ぐ
禾
喜
訊

今
q
百
塁

帝
知
祝
争
．
し

1
1
.土

現
ち
に
つ

釘
｀
床
訊

て
人
爪
た
宅
⑤

万
イ
寸
—
`

冬
ー
人
筵

も
シ
，
ゞ

の
耳
ぁ
、
へ
＇

大佐貫・（主婦）

今成美代子

昭和27年 1 月 28 日生

そ
し
？
＜
羞
底
バ
偵
庇
匹
ぐ

ぁ
廿
！

T

q
イ0
1
r
r
h
,
/
r
'
,
1
,
.
,

刊

r

i
[
?
‘

り
＼
．

ぉ
り
で
し
｀
ぅ
ゞ
：
ぃ1
丁
刈
l



(7) 第316号 広 報

みんなで明るいお正月を

共に明るいお正月を迎えましょう と毎

年恒例の歳末慰問が12 月 11 日・ 16 日の両日、

村内在宅や村外施設入所者の独居老人、重度

障害者らを対象に行われ、村長・助役らが二

班で 197人の対象者を訪問し慰問品を贈り激

励しました。

子供たちがミしめ飾りこづくり

ミしめ飾りミですがすがしい新年を と

子（共たちが経験豊かな村内の長老有志10人

ほどの指導で郷土に伝わるミしめ飾りミづ

くりに挑戦しました。昔のようすを語り聞

きながら手ほどきを受け 3 時間余りで一人

一本をつくり上げ歓声をあげました。 (% 

日、中央公民館）

カ
メ
ラ
ス
ポ
ッ
ト

カ
メ
ラ
ス
ポ
ッ
ト

め い わ

．浮固

が
葬＼戸

t
柄

伶
｀

〇
入
ー
イ
／
｀
ど
し
森
｀
尻

1

g
介
、
＞
苓
峨
，

ぃ
屈
I
J
い
／
＼
痰
‘
/
シ

n

g
i
ゎ
し

ー
手
・
ヘ
）
伶
，
：
t
、9ク
こ
こ
ち

ゎ
ら
。
り
だ
、
格
を
も
1

老
ぢ

灰
~
い
泌
の
直

h
sー
い
／
ぶ
，
ー
い
入

森
へ

r

ヽ
｀
応
｀
ぶ
n

＼
ー
だ
料
ー

`
d

右
｀
｀

バ

1
1
ー
。
べ

r□
:

t
ぶ
‘
象

：
食
p

ば
<
c
z

塵
目
ぃ

E

っ
年
。

一
度
目
は
生
ま
れ
だ
ば
が

リ
丁
⑰
め
も
希
望
も
分

か
ら
り
ぃ

Y

I
n
,
'

手
ー
に
芦
つ
で
全
任
｀
は
ハ
刀

閂
だ
ぞ
。

側
に
で
も
机
虹
し
て
良
い

年
に
し
た
い
と
言
い
ま
す
。

討
態
入
．
ー
団

I
w身
ー
し

昭和63年 1 月 10 日

中谷・（小学生）

竹沢 奨

昭和51 年 1 月 17 日生

叫
l
T手
L

て
も
竺
て
と
う
ご
ざ
ぃ
手
す

私
＼
r元
年
奇
灯
戻
と
v
p

`
2

か
、
り

貪
手
：
危
嘉

I
T
：
丸
L
:
括
丞
已

文
寸
な
が
ら
的7
て
も
l
J
ぷ
喜
リ

孔
乙
夕
：
9

喜
へ
き
ー
：
生
八
子
イ
f
‘
て

大
文
嘉
ょ
ふ
手
イ
『
墨
キ
も
屯
・
足
し

贄
入
嘉
て
直
不
7
レ
を
日
ご
す

｀
か
ら
も
位
府
戸
註
，
ふ
｝
し
て

尻
リ
少
T
J
J
人
生
；
己
言
と

六
言
位
う
た

3

と
忍
i
了

田島・（主婦）

奈良 ョ シ

昭和 3 年 1 月 20 日生



第316号 広 報 め い わ 昭和63年 1 月 10 日 (8) 

見 ロ
I 

昭和60年10月 1 日現在で実施されました国勢調査結

果が、このほと公表になりましたので、村の主なもの

についてをお知らせします。 （数字はすべて60年10月

1 日現在です）

人
10,500「

（人口推移）

0

0

0

 

0
0
5
0
0
0
 

1

1

9

 

0

9

9

 

ー 9,889 人

8,500 

る ゎ

9,815人
10,156人

9,211人

8,630人

9,182人

が‘

8,496人

村

昭和 30 35 40 45 50 55 60年

0

0

0

 

戸

O
5
0
0

2

5

 

9

9

,

 

3

2

1

 

（世帯推移）

2,356戸
2,553戸

1,804戸 2 I 121戸

1,675戸
1,681戸 1,712戸

750 

昭和 30 

年

35 60年

齢

40 

別 男 女

〔男〕
61 

119 75~79 

45 

139 

50 

〔女〕
7炉74 189 

55 

65~69 271 

234 60~64 282 

352 55~59 334 

315 50~54 330 

304 45~49 275 

414 40~44 356 

507 35~39 407 

395 30~34 416 

282 25~29 271 

230 20~24 250 

325 

459 

395 367 

309 

15~19 

10~14 

5~ 9 

0 ~ 4 

317 

456 

297 

400 300 200 100人 年齢 100人 200 300 400 

! 
............ 

〇人口341 人増で 10, 156人に

人口は10,156人で55年調査時より 341人増加、 1年間に

平均約68人増えています。本県人口の0.53％を占め県下

70市町村中、 45番目に位置。人口密度（属）は530.6人と

県平均302.3人を上回っています。（市平均1072 .4人、郡

平均136.6人）

◎地区別人ロ・世帯数表

区分 総数 男 女 対増5 5 減年 世帯数 対増5 5 滅年
人 人 人 人 戸 戸

斗合田 406 207 199 12 86 2 

下江黒 340 177 163 • 10 80 • 5 

上江黒 535 266 269 1 1 134 3 

千津井 628 316 312 26 142 , 
江口 637 307 330 17 142 6 

田島 570 291 279 13 140 10 

南大島 1,251 615 636 • 12 302 17 

新里 996 489 507 78 287 31 

中谷 718 373 345 111 219 52 

梅原 861 418 443 26 215 14 

川俣 390 204 186 • 16 106 4 

須賀 514 250 264 33 128 14 

大輪 881 442 439 • 7 210 6 

入ケ谷 119 59 60 • 4 31 3 

矢島 697 350 347 33 162 5 

大佐貫 613 302 311 30 169 26 

計 10,156 5,066 5,090 341 2,553 197 



(9) 第 316号 広報めいわ 昭和63年 1 月 10 日

/ 国勢調査から
01 次産業減少、 2 • 3 次産業増加
第一次産業に就業している者は、 1,110人で 21. 2 を占

め 55年調査時より 204人減少。第二次産業は、 2,390人で

45.8％を占め 55年時より150人増加。第三次産業は1,723人
で33.0% 、 55年時より 70人増え、第一次産業が大きく減

少し、第二•第三次産業へ移行傾向が一層強まりました。

( ）は55年調査

第 1 次産業 第 2 次産業 第 3 次産業

明和村 21. 2% (25 2) 45.8%(43.0) 33.0%(31.8) 
板倉町 38.2%(43 4) 31. 5% (27. 3) 30 3% (29 3) 
千代田町 19.6%(23.3) 49.7%(47.3) 30. 7% (29 4) 

大泉町 2.2%(3.5) 66.8%(63.3) 31.0%(33.2) 

邑楽町 13.8%(18.5) 53 7% (49 4) 32.5%(32.1) 
群馬県 12.9%(16.1) 39 2% (37 4) 47.9%(46.5) 

村の各産業別人数

農業

1,110人

(21.2%) 

製造業

2,072人

(39.7%) 

〇村在住で他市区町村へ就業・通学者 ※ 15歳以上
区分 就業者 通学者 区分 就業者 通学者

／前橋市 8A 3A 行田市 31 A -A 

; 太田市 98 44 加須市 28 2 

館林市 836 197 
※ 

春日器市 51 1 

板倉町 38 22 皇 羽生市 165 12 

千代田町 83 県 越谷市 15 

大泉町 177 67 久喜市 15 

邑楽町 97 7 鷲宮町 12 

ヽその外 15 7 杉戸町 13 1 

※ r足利市 40 34 その外 89 10 

日 佐野市 24 4 ※ 茨城県 12 1 

〔その外 43 2 ※ 千葉県 15 3 

（熊谷市 16 1 ※ 東京都 236 37 

浦和市 13 2 ※その外の道府県 2 1 

大宮市 13 5 合計 2,185 463 

※参考・・村在住で村内就業者3,038人、通学者581 人

計

223 人

(100) 

〇他市区町村在住で明和村へ就業・通学者※15歳以上

：大畠市 I 乎尤□9AI 通::I ：大：市 1 就□竺 I 通□；人
』
＿
言
二
二
＿
』
一
[
』

※
群
馬
県
内
※
栃
木
県

L
卜
L
」

653 

140 

132 

23 

52 

15 

40 

27 

22 

16 

68 

7
-
4
-
6
 

ー

—,※ 

行田市

市
市

: ※
埼
玉
県
ロ

羽生市

北川辺町

幸手町

その外

東京都

—,※その外の道府県

＿，合計

24, -

16, — 

13, -

87, — 

19, — 

11' —-

108, — 

24, -

二；
※参考・・・村在住で村内就業者3,038人、通学者581 人

0平均年齢1. 8歳アップの37.0歳
平均年齢は37.0歳と 55年調査時の35.2歳を1. 8歳上昇

し県平均36.1歳を上回っています。また、市35.7歳、郡

36.9歳といずれよりも高く高齢化傾向にあります。

4
0歳

30 

20 

10 

37.0歳 37.7歳

, \ 35.8歳
」 [¥  

34.3歳
\ 32.0歳 ー＼
ー＼

明 千 大 邑 板

和
代 泉 楽 尾̂  田

村 町 町 町 町

~1 世帯の平均人員は3.98人
一世帯当りの構成人員は3.98人で55年調査時より 0.19

人減少し、核家族化が微少ではあるが除々に進行してい

ます。ちなみに県平均は3.42人です。

6 人ー

4 -

2 -

5.48人
~ 5.04人 4.71 人

4.33人

4.17人

3.98人

昭
和
35 40 45 50 55 60 
年年年年年年
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圏
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

竹
沢
奨
（
中
谷
）
マ
一
位
1
1

藤
野
守
保
（
川
俣
）
マ
ニ
位
1
1

長
谷
川
修

（
梅
原
）
▼
同11
新
井
真
介
（
矢
島
）

圏
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

八
田
深
雪
（
下
江
黒
）
▼
二
位

1
1

宮
寺
美
奈
子
（
新
里
）
マ
ニ
位
1
1

渡
辺
三

知
代
（
上
江
黒
）
▼
同
1
1

関
口
砂
織
（
新
里
）

圏
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

木
村
尚
弘
（
新
里
）
）
一
位
1
1

斉
藤
久
（
大
輪
）
マ
ニ
位
1
1

江
森
竜
一

（
梅
原
）
▼
同1
1

金
子
和
弘
（
田
島
）

圏
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

原
田
幸
治
（
や
ま
う
の
漬
物
卸
）

マ
一
位
1
1

塚
原
裕
之
（
千
津
井
）
マ
ニ
位
1
1

ス

敬
称
略

第
2
8回
村
民
卓
球
大
会
結
果 情報・結果

*
―
位
1
1

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
明
和
東
J

B
チ
ー
ム
」
（
監
督
篠
原
幹
男
さ
ん
）

大
会
は
1
0
月
、
1
1
月
を
使
っ
て
の
べ
四

日
間
、
大
泉
西
小
学
校
（
大
泉
町
）
で
開
か

れ
邑
楽
郡
内
か
ら
二
十
四
チ
ー
ム
が
出
場
。

一
戦
／
＼
応
援
合
戦
を
交
え
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「
明
和
東
J
B
」
と
「
中
野
エ
ー
ス
」

が
決
勝
進
出
。
延
長
(
9回
）
の
末
、
8

|
4
で
「
明
和
東
J
B
」
が
優
勝
し
県
大

会
出
場
権
を
手
中
に
し
ま
し
た
。

第
1
3
回
県
下
少
年
学
童
春
季
選
抜

野
球
大
会
邑
楽
支
部
予
選
大
会
結
果

小
松
原
義
男
（
南
大
島
）

蒼
団
体
戦
…
▼
一
位
1
1

新
里
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
B
（
堀
口
純
一
、
福
知
秀
雄
、
堀
口

正
敏
）
▼
二
位1
1

田
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛

好
会
（
滝
口
清
郎
、
新
井
康
夫
、
新
井
正

己
）

▲優勝した明和東J B チーム

※
国
税
庁
主
催
。
館
林
税
務
署
管
内
の

三
十
一
校
、
八
千
九
百
四
十
八
編
の
応
募

の
中
か
ら
作
文
二
点
、
標
語
二
十
二
点
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受賞した

立川陽 子さん

完
納
で
わ
が
家
も

参
加
街
づ
く
り

立
川
陽
子
さ
ん

（
明
中
2
年
・
梅
原

0
明
和
村
長
賞

受賞した

吉田真

七
草
やあ

ぐ
ら

車
中
鉄
坐
の
泣
き
上
戸山

下
富
治

山
下
ふ
で

七
草
や

ま
ど
ろ
と
き

少
し
微
睡
む
刻
得
た
り

ひ
ろ

晩
学
や

か
て

心
の
糧
に
初
硯

初
鏡

んさ
六
十
路
の
ほ
ど
の
紅
を
差
し

n
し斎
野
沢
芳
子

公
民
館
展
示
作
品
（
イ
ラ
ス
ト
）

本
沢
恵
さ
ん
の
作
品
・
中

3

「
夏
の
ひ
と
と
き
」
・
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ

税
金
を
納
め
て

ホ
ッ
と
母
の
顔

吉
田
真
紀
さ
ん

（
明
中2
年
・
新
里
）

松
の
内
粥
に
色
注
す

齊
か
な

江
原
さ
い

ヽた`
い
品

な
て
出

あ
し
し
、
集
ど

は
募
し
。

で
を
ど
い

係
品
。
さ

報
作
す
だ

広
の
ま
く

(

¥

 

明
和
俳
句
会

〇
館
林
税
務
署
長
賞

荒
井
み
ね
子

玄
関
に
梅
の
一
枝

春
を
置
く

森
戸

酒
風
呂
に
酔
い
て
初
春

祝
い
け
り高

橋
三
重
子

税
に
関
す
る

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

文

菩

棚



(11) 第 316 号 広 報 め い わ 昭和63年 1 月 10 日

0
飯
島
茂
雄
さ
ん
（
斗
合
田
）
は
五
万
円
を

〇
柿
沼
釣
一
さ
ん
（
江
口
｀
は
五
万
円
を

0
田
口
勝
英
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円
を

屯
今
成
隆
宥
さ
ん
（
江
口
）
は
三
万
円
を

0
明
和
村
商
工
会
は
十
五
万
円
を

屯
閥
興
隆
（
川
俣
）
は
二
十
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

0
会

0
日

健
康
標
語
入
選
作
品

”
検
診
は
進
ん
で
受
け
よ
う

明
る
い
家
庭
“

下
江
黒
・
中
村
礼
子
さ
ん
の
作
品

健
康
一
番
検
診
は

時
1
1
1

月

2
1日
午
前

9

時
3
0分

1
1
0時
3
0分

2

月
2

日
午
後

1

時
1
2

土
寸B
 

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

進
ん
で
受
け
よ
う
／
．

農業共済への問い合わせは

合 75-3311 へ

農業共済業務は、

林邑楽農業共済事務組合（旧市役所内）と

62 年 4 月 1 日から館

なりましたのでお問い合わせは、

3 1 1 へお願いします。

75-3 

0

日
時

1
1
2

月
4

日
午
前

1
0時
1

午

後
3

時

年
金
相
談

お今 $ 休月
みの

且せさ 相談
て は

心し‘ ヽ

た 都合 配•‘‘ 
だ し • し—•

き― と
まよ

贋すり

゜

0

会
0
日

時
1
1
1

月

1
4日

2

月

1
0日
午

後
1

時
1
2

時

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

い
ま
ま
で
の
火
災
情
報
の
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、
一
般
電
話
で
行
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
火
災
が
発
生
す
る
と
集
中
し

話
し
中
が
多
く
十
分
な
応
答
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
認
月
1

日
か

ら
明
和
村
、
館
林
市
、
板
倉
町
、
千
代
田

町
、
邑
楽
町
で
発
生
し
た
火
災
ま
た
は
、

特
殊
災
害
情
報
に
つ
い
て
1

分
間
に
2
0人

応
答
で
き
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
7
4局
，

9
9
9

を
開
始
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
救
急
医
療
情
報
に
つ
い
て
は
7
3

局
5
6
9
9

で
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
行

乳
幼
児
健
診

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

＂
局
9
9
9
9

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

2
6日
明
和
村
役
場

2
7日
明
和
農
協
第
一

2
8日
東
部
児
童
館

0
会

0
日

0

会

今
月
の
納
税

時
1
1
2

月

1
8
.
2
9
日
午
前

1
0時

ー
午
後
3

時

場
1
1

館
林
市
役
所

0

期
日

1
1
1

月
6

日
因
＼
2

月

1
4日
⑪

0

会
場
1
1

県
立
歴
史
博
物
館
（
高
崎
市
）

0

入
館
料
1
1
大
人
2
0
0
円
大
学
・
高
校
生

1
0
0
円
中
学
・
小
学
生

5
0円

＊
期
間
中
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
県
立
歴
史
博
物
館
6
0
2

7
3
|
4
6
|
5
5
2
2ヘ

交
通
事
故
相
談

場
1
1

館
林
市
役
所
相
談
室

「
上
州
の
正
月
」

第
2
8回
企
画
展

っ
て
い
ま
す
。

〇
訓
練
課
程
1
1

普
通
訓
練
課
程
・
専
修
訓

練
課
程

0

入
校
資
格
1
1

闇
高
校
卒
業
以
上
で
3
0歳

以
下
の
方
閣
中
学
卒
業
以
上
で
心
身

と
も
に
健
全
な
方

〇
科
目

1
1

機
械
製
図
科
男
女

3
0名

機
械
科
男

2
0名
女

1
0名
板
金
科

男
女
2
0名
自
動
車
整
備
科
男
女

3
0

名
〇
受
付
期
間
1
1

闇
3

月
末
ま
で

2

月
1

日
1
2

月
狂
日

※
く
わ
し
く
は
、
館
林
高
等
技
術
専
門
校

6
7
2ー
0
2
2
9

へ

時
1
1
1

月
認
日
冷
午
前

1
0時
3
0

分
か
ら
午
後
3

時

0

会
場

1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

※
1

月
1
1
日
か
ら
の
1

ヵ
月
間
「
は
た
ち

の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

0
日
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 園

6
3年

訓
練
生
募
集

昭
和
6
3年
度



第 316号 広 報 め い わ 昭和63年 1 月 10 日 (12) 

村の人口
1 月 1 日現在

世帯数 2,567戸

人口総数10 、 365 人

男 5 ,1 85人

女 5,180 人

(1 2 月中の動き）

出生 5人死亡7 人

転人 23人転出 9人

地区 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代· 板地田倉区
日 月日 科別 産婦人科 耳鼻科 内 科外科

1 月 17 日
佐々木医院川村医院 田内医院合（72)3855 最上医院 井上医院

曜
合 (62)2623 ff (72) 1337 須田医院合（72)0862 云 (74)3763 合 (82)1131

1 月 24 日
真中医院川田医院 多々良診療所云（72)3060 館林医院 竹越医院

当
合 (72) 1630 ft (72) 3724 大塚医院云（72)0176 ff(74)2112 合 (84)3137 

1 月 31 日
横田医院後藤（厠医院 後 云 寺内医院 >林地区が合 (72)0255 ff (72) 3975 藤（康）医院 (72)3975 合 (72)3031 当します

番
記念病院合(72) 3155 礫川堂医院 i~ 2 月 7 日

浜野医院小倉医院 館林地区が

ff (88) 5678 ff (72) 0606 神尾医院合(75) 1288 云（74)0184 担当します
医

白沢医院大神医院 後藤医院合(72) 0134 永寿堂医院 館林地区が
2 月 14 日

云（72)1600 云（62)2200 ゆたか医院 ff (73) 7308 ff (72) 4469 担当します
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法
沙
．

毎
ん
い
〗

ロ

□
[

子
ら
て

女
『
大
が
っ
．

カ
な
育

ゞ

一
り
に

力
と
気

ル
を
元
。

べ
。
ム
で
ん

ョ
す
ズ
直
さ

シ
ま
リ
素
母

と
い
、
く
お

ー
で
で
る
と

カ
ん
き
明
J

プ
遊
好
。
~

ン
に
大
す
~

ダ
気
も
ま
ね

元
歌
い
す

日
で
で

C わが家の韮）

英
夫
さ

南
大
島
・
ん
の
長
男

史
江
さ
ん

C踪在留迅＃綜臼盟恕ヤ瑞在窃洛守沼わ紐在留守母紐ヽで

感
電
な
ど
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
、
タ
コ
あ
げ
は
広
い
場

所
で
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。

L

a

,

`

 

で

(
2歳
2

ヵ
月
）

⑲ 

小こ

松］

原閲
た
だ
し
貞
v

ん

み
ふ
＇

あ
げ
は

広
い
場
所
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う

夕

コ

12月の

疇

救急車出動回数
•交通事故 3 ●件

●急病 7 ●件

•その他 5 •件

●計 15• 件

ま
ず
、
お
聞
き
し
ま
す
。
あ
な
た
は

こ
の
正
月
、
お
年
王
を
何
人
に
、
い
く

ら
あ
げ
ま
し
た
か
？
ま
た
お
宅
の
子
供

さ
ん
は
、
何
人
か
ら
、
い
く
ら
も
ら
い

ま
し
た
か
？

[

L
t

t

]

[

]

;

:

 

ま
す
。
年
末
の
調
査

な
の
で
、
「
い
く
ら
あ
げ
る
つ
も
り
」

「
い
く
ら
も
ら
え
そ
う
」
と
い
う
予
測

な
の
で
す
が
、
母
親
は
平
均
七
．
―
一
人

に
合
計
二
万
八
千
二
百
三
十
一
円
、
子

供
は
七
人
か
ら
二
万
三
千
九
百
四
十
三

の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
は
お
年
王
と
い
う
と
、
子
供
に
お

金
で
あ
げ
る
こ
と
が
主
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
室
町
時
代
あ
た
り
か
ら
武
家
や
公
家

の
間
で
は
、
物
を
贈
答
す
る
風
習
が
あ
っ

ぉ

年

玉

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金
額
の
多
い
こ
と
に
も
驚
き
ま
す
が
、

意
外
な
の
は
、
も
ら
う
側
よ
り
、
出
す
側

の
予
測
が
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
出

す
側
に
ま
だ
余
裕
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な

た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
お
年
王
と
い
え
ば
楽
し
み
な

の
が
、
お
年
玉
付
き
年
賀
葉
書
の
抽
せ

ん
会
。
今
年
は
一
月
十
五
日
に
愛
媛
県

松
山
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

由
重

典
雄

邦
夫

コ
ト
き
ち

憲
司

釣
一

守
夫

隆
宥

久
し

芳
男

氏
名
年
齢
世
帯
主

斎
藤
英
―
―
-
7
6
タ
ネ

牛
久
保
源
吾

8
9

市
召

2

木
｀
y
、

8

田
口

7
2

今
成

8
3

大
山

5
9

篠
木
2
1

地
区
肛
B
L

新
里
府

上
江
黒
％

江
口
％

大
輪
％

江
口
％

川
俣
睾

大
佐
貫
逸

1
1

お
く
や
み

1
1

森今平坂大
戸成井登津氏

千大俊壮美名
陽介光記幸

保
護
者
続
柄
地
区
間
旺

一
夫
二
女
矢
島
芯

浩
司
二
男
中
谷
属

英
男
二
男
新
里
凶

進
―
―
―
男
南
大
畠
睾

伸
―
二
女
新
里
逝

1
1

お
め
で
た

1
1 汀

（敬称略）
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第317毎 広 報 め い わ 昭和63年 2 月 10 日 (2) 

------------------------------------------------

9 交通災害共済加入状況；

※明和村 : 

i *62年度（62.12 月末日現在） { 

] 加入者（率） 9,377人（90.6%) ! 
: 収入額 2,344,250円 i 

] 見舞金 1,634,750円 (37件） i 

! *6 1 年度
] 加入者（率） 9,302人 (90 .4%) ! 
: 収入額 2,325,500円 : 

] 見舞金 2,008,250円 (53件） ] 

i *60年度
] 加入者（率） 9,298人 (90.8%) ! 

: 収入額 2,324,500円 ; 

: 見舞金 1,458,000円 (42件） i 

現
代
は
車
社
会
ー
ー
。
「
自
分
だ
け
は

大
丈
夫
」
だ
と
思
っ
て
い
る
今
も
、
ど
こ

か
で
事
故
が
起
き
て
い
る
の
で
す
。
油
断

は
禁
物
。

六
十
一
一
年
中
に
全
国
で
起
き
た
事
故
件

数
は
、
※
五
十
九
万
百
三
十
四
件
（
※
印

は
概
数
、
以
下
同
じ
）
死
者
は
な
ん
と
明

和
村
人
口
の
約
九
0
％
に
あ
た
る
※
九
千

三
百
四
十
七
人
、
傷
者
は
、
村
人
口
の
約

七
十
倍
の
※
七
十
二
万
四
百
九
十
五
人
と

驚
く
べ
き
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
の
た
め
に
各
種
各
用
の
保
険

や
制
度
が
あ
り
ま
す
。
一
日
一
円
で
お
な

じ
み
の
交
通
災
害
共
済
制
度
も
そ
の
一
っ

で
す
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
り
も
し
も
り
の

と
き
に
備
え
る
た
め
、
家
族
と
一
緒
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
制
度
は
、
加
入
者
一
人
に
つ
き
年

間
三
百
五
十
円
の
掛
け
金
を
出
し
あ
い
、

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
加
入

者
に
、
災
害
の
程
度
に
応
じ
た
見
舞
金
を

出
す
と
い
う
も
の
で
す
。

明
和
村
で
は
現
在

(
6
2年認
月
）
、
九

千
三
百
七
十
七
人
（
九
O
·
六
％
）
が
加

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
見
舞
金
の
申
請
は
、

三
十
七
件
で
総
額
、
百
六
十
三
万
四
千
七

百
五
十
円
の
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。

通
称
// 

.. "" 

., 

円
保
険
I
I

L, —:J 

費
（
四
月
か
ら
）

年
額
三
百
五
十
円
に

会

臼
で
圃
入
畔
緊
四
怠
宮
命
）

交
通
災
害

加
人
手
続

0
通
常
の
場
合
…
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各

家
庭
に
配
布
さ
れ
る
会
員
申
込
み
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
を
添
え
て
申
込

み
く
だ
さ
い
。
~

〇
三
月
十
日
以
降
の
場
合
…
随
時
役
場
総

務
課
で
受
付
け
し
ま
す
。

〇
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共
済
市
町
村
組
合

で
は
、
十
一
年
間
据
え
置
き
と
な
っ
て
い

る
会
費
、
年
額
一
人
二
百
五
十
円
を
こ
の

四
月
か
ら
百
円
値
上
げ
し
、
三
百
五
十
円

に
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
近
年
、
交
通
事
故
急
増
の
た
め

き ヽ
ヽ＼

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の

請
求
は

共

済
期
間

財
政
面
で
不
均
衡
を
生
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
や
む

な
く
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

な
お
、
共
済
期
間
途
中
で
加
入
さ
れ
た

場
合
で
も
会
費
は
同
額
の
三
百
五
十
円
と

な
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

交
通
事
故
で
死
亡
し
た
場
合
は
六
十
万

円
、
一
週
間
以
上
一
ヵ
月
未
満
の
傷
害
は

六
千
円
と
災
害
の
程
度
に
よ
り
見
舞
金
が

出
ま
す
。
万
が
一
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら

そ
の
日
か
ら
二
年
以
内
に
役
場
総
務
課
に

申
出
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
次
の
も
の
が

必
要
で
す
。

マ
畢
故
証
明
書
。
事
故
証
明
書
が
な
い

と
き
は
目
撃
者
等
の
証
明
が
必
要
で
す
。

マ
該
断
書
▼
共
済
契
約
書
▼
印
か
ん

※
見
舞
金
は
、
ほ
か
の
保
険
等
と
は
一

切
関
係
な
く
も
ら
え
ま
す
。

た
だ
し
、
飲
酒
運
転
な
ど
加
入
者
の
故

意
が
過
失
の
場
合
は
該
当
し
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

圏
地
区
表
彰
（
銅
章
）
1
1
2

月
2
9
日
締
切
り

自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し

五
年
以
上
又
は
、
小
特
·
原
付
の
運
転
免

許
を
有
し
十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
事
故

違
反
の
な
い
こ
と
。

圏
県
表
彰
（
銀
章
）
1
1
2

月
2
9
日
締
切
り

自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し

十
年
以
上
運
転
に
従
事
し
事
故
・
違
反
の

な
い
こ
と
。
銅
章
を
受
賞
済
の
こ
と
。

屯
県
表
彰
（
金
章
）11
2

月
2
9
日
締
切
り

自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有
し

十
五
年
以
上
運
転
に
従
事
し
事
故
・
違
反

の
な
い
こ
と
。
銀
章
を
受
賞
済
の
こ
と
。

警
察
署
長
又
は
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の

推
せ
ん
を
得
る
こ
と
。

※
い
ず
れ
も
交
通
安
全
協
会
員
の
こ
と

※
い
ず
れ
も
過
去
に
同
等
種
類
の
表
彰
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

※
い
ず
れ
も
「
無
事
故
無
違
反
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。
「
無
事
故
無
違
反
証
明
書
」

は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
（
前
橋

市
元
総
社
町
八
〇
—
四
）
へ
直
接
か
、
又
は

郵
便
振
替
用
紙
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

発
行
ま
で
の
所
要
日
数
は
約
十
五
日
間
か

か
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

〇
申
込
み
・
問
合
せ
1
1

館
林
交
通
安
全
協

会

(
6⑫
5
0
3
0
)
へ
。

申請締切り

2 月 2 9 H 

お早めにどうぞ．／



(3) 第317号 広 報 め い わ

⑥所得税申告納税相談日程

相談日 午前午後 種別 全砿ナ 当 区 場所

2 月 午 削ヽ9 所得税申告 川俣、須賀、大輪
-------------- ----------------·— --------------------------------

中
I 9 日 午後 ,,, 入ケ谷、矢島、大佐貰

2 月 午 削‘’ 所得税申告 斗合田、下江黒、千津井
央

一- --- --- ---- - - ------------------------------------------------- 公
2 2 日 午後 ク 上江黒、江口、田島

民
2 月 午前 所得税申告 南大島、中谷

館--------------- - - ·噸一今――→ - - - • - • - --------------------------------

2 3 日 午 後 ケ 新里、梅原

昭和63年 2 月 10 日

※相談はいずれも午前 9 時～正午。午後 1 時～ 4 時までです。

所得税の確定申告及び住民税の申

告時期となりました。受付け期間は

2 月 16 日伏）から 3 月 15 日伏）までです。

昨年 1 年間の収入と支出を計算し、

申告書に記入の上期間までに正しく

早目に申告してください。

＠住民税申告相談日程

2 月 午 一削 住民税申告 斗合田、上江黒 東
.. ｷ • ---------------------------- --------------------------------

2 5 日 午 後 l/ 千津井 部

児

2 月 午 削ヽ9. 住民税申告 下江黒、田島 童
---------------. -----------------------------------------------

2 6 日 午 後 ケ 江日 館

2 月 午 削ヽ9. 住民税申告 川俣、須賀 明
-------------------------------- - - - - - - - - * - ·一幽- - - --- - - - - - - --- ---

和
2 9 日 午後 ,, 大輪

辰呻

3 月 午 削ヽ9. 住民税申告 矢島
協

--------------噸.---------------- - - --- - - - --- --- - - - --- --- - - - --• • - -

第

1 日 午 後 l, 入ケ谷、大佐貫

3 月 午 別‘’ 住民税申告 南大島（七軒、八軒以外） 中
---------------------------------------------------------------

2 日 午 後 I/ 南大島（七軒、八軒）中谷 央

公

3 月 午 削‘’ 住民税申告 梅原 民
--------------• • • - - - - ^ • • • ·一凸· - • ------------------------------一、

3 日 午 後 ヽ 新里
～、 ＾良占且

※相談はいずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

所得税・・・・・・ 2 月 19 • 22 • 23 日
住民税… 2 月 25 日～ 3 月 3 日

申告相談日程決まる

〇
申
告
書
は
各
自
記
載
し
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

◎
記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
、
明
確
に

答
え
ら
れ
る
方
が
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は

―
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の
払
込
み
保
険

料
が
九
千
円
を
超
え
る
場
合
は
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民

年
金
、
国
民
健
康
保
険
税
、
農
業

者
年
金
の
保
険
料
等
の
領
収
書
も

忘
れ
ず
に
。

◎
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
の
記

載
は
必
ず
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
払
込
み
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
役
場
税
務
課
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

,ｷ --------------------------------, 

.. :.ｷ 

--~..'1 ヽ◄ 冒二'--------------------------------' 
確定申告は、 2 月 16日から 3

月 15日まで。正しくお早めに。

（実 6 日間）

館
林
税
理
士
会
で
は
、
白
色
申
告
者
（

小
規
模
事
業
所
得
者
）
を
対
象
に
し
た
申

告
納
税
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

＊
日
時
1
1
2

月

2
3日
因
1
2
5日
因
午
前

9

時
1

午
後
4

時

＊
場
所
1
1

館
林
文
化
会
館
第
3

会
議
室

還
付
相
談
も
2

月
1

日
⑪
1
3

月
認
日

田
ま
で
(
2月
1
1
日
を
除
く
）
館
林
税
務

署
で
行
わ
れ
ま
す
。
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-炎一時の
留意点

無
料
で
す
。
納
税
相
談

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

水 稲 8 万6,300円

裏 作 4 万6,700円

ナ ス （無加温）

収入金 X78%-28万7,000 円
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〔養豚＝ 1 頭あたり〕

一貫飼育 実 査
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新春恒例の「第 9 回村民マラソン大会」

は、 1 月 17 日、明和中学校校庭周辺をス

タート地点（校庭ゴール）に開かれ、

ビッコから大人まで老若男女の 446人が

チ

日ごろ鍛えあげた健脚を競いあいました。

15部門で 1 kmから 5 kmのコースで行わ

れ、会場、コース沿道には家族連れなど

がくり出し、一人ひとりに声援を送り、

村民こぞって新春行事を楽しみました。

▼各部門の優勝者

会

砂↓ . ノ，
スポーツクラブ対抗団体戦で
一位になった「日本キャンパック」チーム... 一

＊
成

績
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分
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分
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分
・
・
分
・
・
分
・
・
分
・
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3
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4
4
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4
4
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4
4
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5
5
5
5
6
6
6
k
r
n
1
9
1
9
2
0
k
m
l
l

認
1
2

子
子
子
子
子
子

0
0

男
行
二
記
女
貴
子
恵
男
重
之
剛
女
子
代
枝
男
行
紀
行
女
実
子
子5
素
章
克
3

代
紀
子

年
真
真
彰
美
和
利
年
徳
寛
津
貴
津
年
和
雅
洋
直
貴
祐
照
敏
寿
季
由
直

学
学
奈
奈
学
由
子
原
子
美

低
良
子
良
上
沼
沼
田
中
塚
沼
原
上
成
野
子
高
永
口
藤
上
口
安
塚
男
松
川
崎
女
川
上
岸

生
奈
田
奈
柿
細
村
生
飯
鯉
森
今
磯
金
生
吉
田
加
関
岡
横
生
小
立
鴇
生
石
井
峯

学
同
学
同
学
同
学
学

小
位
位
位
位
位
位
小
位
位
位
位
位
位
小
位
位
位
位
位
位
中
位
位
年
中
位
位
位

(
123

(
12301230123012301230123

•
123 

1.0km 
東小 2 年
ク 1 年
ク 2 年

東小 2 年
西小 2 年
ヶ 1 年
1.2km 
東小 4 年
西小 4 年
東小 4 年

西小 4 年
ク 4 年
,;, 4 年
1.5km 
東小 6 年
西小 6 年
ク 6 年

東小 5 年
ク 5 年
// 6 年

明中 2 年
// 2 年
ヶ 2 年

明中 1 年
// 1 年
// 1 年

◎懲生（高校生～大学生） 5 .0km 
1 位石川享良 17分46秒28 高校 1 年
2 位香山裕ー 18 • 02 • 25 高校 1 年
3 位笠井康史 18 • 59 • 76 ヶ 3 年
◎一般 5.0km
1 位芭野正志 16分47秒25 川 俣
2 位荒木 博 18 • 25 • 16 大佐貫
3 位小泉正行 19 • 49 • 72 新 里
①健康マラソン女子（タイムトライアル） 3.0km 
1 位江森真里子 ー43秒差上江黒、
2 位北島シズ子 十49秒差田 島
3 位竹越千恵子ー 1 分02秒差川 俣
※自分の所要タイムを申告しておき、そのタイム
差を競うもの。

G) 同上 男子
1 位堀口優 一 3秒差新里
2位金子 清 一 5 秒差入ケ谷
3 位真下秀男 ＋12秒差矢 島
◎スポーツクフブ対抗個人30歳未満 3.0km 
1 位 田島重夫 10分10秒30 日本キャンパック
2 位須藤征幸 10 • 35 • 82 緑親会
3 位森尻富雄 11 • 07 • 38 ヶ
④同上個人30歳以上（壮年の部兼ねる） 3.0km 
1 位奈良原勇三郎 9分16秒10 千津井
2位木村進 10 • 55 • 36 江口
3位鈴木開ー 11 • 04 • 94 新 里
G)同上団体戦 3.0km 
1 位 日本キャンパック群馬工場
2 位 緑親会（農業後継者グループ）
3 位 NC クラブ

点
点
点

3
2
7
 

8
8
5
 〔敬称略〕
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. 

が熱戦
J:Eかるた大会

恒例の上毛かるた大会は、 1 月 10 日、社会

体育館で開かれ、小・中学生 250人ほどが参

加し団体・個人戦に熱戦を展開。

大会は地区別対抗戦形式で行われ郡大会出

場権を兼ねていたこともあって参加者だけで

なく応援にも熱が入り、ー戦ー戦、一喜一憂

の歓声が上がっていました。

結果は次のとおりです。

.~’ 
r--

' --
ヽ.―—'~ ~ 

I 
-99  

’ -— 

敬
称
略

〇
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

▼
一
位
1
1

清
水
潤
（
矢
島
）
）
一
位
1
1

木
村
有
一
（
田
島
）
マ
ニ
位
1
1

高
橋
智
天
（

江
口
）

0

同

1
1

女
子
個
人
戦

▼
一
位
1
1

大
沢
静
（
中
谷
）
マ
一
位
1
1

堀
D
優
子
（
新
里
）
マ
ニ
位11
島
田
徳
子
（

須
賀
）

0

同
1
1

男
子
団
体
戦
（
区
子
と
も
会
•

▼
一
位
1
1

田
島
（
吉
永
和
行
、
佐
藤
淳
、

奈
良
健
一
、
小
菅
成
司
）
マ
一
位1
1

大
佐

上
位
人
賞
者
は

次
の
と
お
り

ァー------------------------

9,‘' マイペースで走ろう健康マラソン

l 

1
1

女
子
個
人
戦

ノ

ヽ

,
!
;
'
員
ヽ
―

[
 

[
 

I
 

ヽ

貰
（
篠
木
健
、
栗
原
純
、
古
橋
隆
雄
、
塩

野
謙
治
）
マ
ニ
位
1
1

川
俣
（
藤
野
守
保
、

薗
田
明
浩
、
加
藤
洋
行
、
小
川
和
行
）

0

同

1
1

女
子
団
体
戦

▼
一
位
1
1

大
輪
上
（
蓮
茂
子
、
笠
原
ま

り
子
、
松
本
恵
美
、
内
山
美
紀
）
▼
二
位

1
1

上
江
黒
（
野
木
村
美
幸
、
森
原
ひ
と
み
、

丸
山
千
枝
子
、
牛
久
保
和
美
）
マ
ニ
位1
1

大
佐
貫
（
石
村
由
紀
、
中
山
祐
希
、
小
野

江
美
子
、
篠
木
理
江
）

〇
中
学
生
の
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男
子
個
人
戦
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1
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拓
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折
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祐
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上
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ニ
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大
野
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）
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男
子
団
体
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区
子
ど
も
会
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子
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、

真
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信
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弘
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マ
一
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1
1

上
江
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孝
、
江
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、
打
木
崇
、

牛
久
保
嘉
教
）
マ
ニ
位
1
1

梅
原
（
桜
井
武

秀
、
江
森
望
、
吉
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、
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吉
勝
）
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1
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▼
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1
1
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岩
瀬
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吉
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真
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堀
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香
里
、
蓮
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子
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マ
一
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1

南
大
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（
石
井
敬
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、
金
子
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ぐ
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、
山

岸
浩
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マ
ニ
位
1
1

矢
島
（
根
岸
磨
佐
代
‘

田
口
ま
ゆ
み
、
清
水
百
恵
、
渡
辺
薫
）

あ
あ
…
…し

ん
と
い
。

ス
タ
ー
ト
直
後
の

チ
ビ
ッ
コ
た
ち

コ
ー
ル
ま
ぎ
わ
の

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
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奈
良
原
く
ん
（
右
）
と
明
中
ハ
レ
ー
ポ
ー
ル
部
監

督
の
新
井
恒
夫
先
生

奈良原昌樹くん県代表に…

昨年12月、大阪で開かれた「第 1 回全国都

道府県対抗中学バレーボール大会」の群馬県

代表チームの一員に、千津井の奈良原昌樹＜

ん（勝治さん長男＝ 3 年）が選ばれ活躍されま

した。奈良原くんは明中バレ一部主将として

手腕を発揮。各種大会で常に上位入賞、同部

には欠かせない存在。左からのスパイクは定

評があります。身長173cm、体重66kgと恵まれ

た体格です。今後も活躍が期待されます。

ミ金のなる木ミ に花が・・・・・
花
齊
園
芸
農
家
の
福
島
一
男
さ
ん
宅
（
江
口
）
で
通
称
”
金
の
な
る
木
“
に

花
が
咲
き
珍
し
い
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鉢
植
え
で
高
さ
―

m
枝
巾
8
0
c
m

ほ
ど
の
緑
葉
の
先
端
に
約
2
c
m
の
淡
桃
色
の
花
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
「
一
年
中

ハ
ウ
ス
の
中
な
の
で
肥
倍
管
理
が
適
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
新
年
早
々
縁
起
が

い
い
の
で
大
切
に
し
ま
す
」
と
話
す
登
志
子
さ
ん
。

゜

....花を手にする登志子さん

花のアップ ►

すがすがしい年賀状、出発式

元旦、川俣郵便局では、局所在の地元区長

らを招いて年賀状配達の出発式を行いました。

山と積まれた賀状の入った自転車を手にする

局員らの前で初仕事を激励 。

局員らは、すがすがしい元旦の家並みに一

斉にとび出していきました。

゜

【
解
読
】

⑲⑲ 

関
所
通
行
手
形

私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た

明
和
村
ー
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
そ
の
ま
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
が
築
き
上
げ
て
く

れ
た
明
和
村
ー
ー
。
愛
す
る

明
和
村
ー
1

そ
の
ル
ー
ツ
を

探
る
貴
重
な
資
料
の
―
つ
に

「
古
文
書
」
が
あ
り
ま
す
。

先
達
而
摂
津
守
差
出
置
候
帳
面
之
女
、
上
下
五
百
三
拾
壱
人

之
内
、
女
拾
三
人
此
内
髪
切
三
人
小
女
五
人
乗
物
七
挺
、
御
関

所
無
相
違
御
通
可
被
下
候
、
為
其
如
件

元
文
五
庚
申
年
九
月

太
田
摂
津
守
内

波
多
野
平
内

次
貝
三
郎
兵
衛

新
郷
川
俣
御
関
所

'---------------------------------------------------i 

足在し内 i 

し関こ関
ょ所と所
う通が通
゜行し過テ
手るの芝
形さ際含
←·れの「IJ
をて通；
紹い行引
介る手（；
し‘形J

--------------------------------------------------_: 

前
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
村

に
あ
る
「
古
文
書
」
を
紹
介

て
い
ま
す
。
今
月
号
は
、
現

の
埼
玉
唄
3
E
L

祈
限
~
ー

I‘ 

.. 

ムの「
ま

村
品
冬
書
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一
見
事
な
演
技
に
歓
声

／
出
初
め
式

又
べ
丸
｀
―
｛
·
-
『
ゞ

t
『
-
―

遍
が

島
d
:
ri

t‘i 

新春恒例の館林地区消防組合による「出初め式」が 1

月 10 日、館林市役所南面駐車場で行われ、明和村、館林

市などの消防団員、市婦人防火クラブ、市少年防火クラ

ブ、地元とび職組合の皆さんら九百人ほどが参加。とび

職組合のミはしご乗りミ、少年クラブの鼓笛隊演奏、最

後に組合団員らによる消防車一斉放水が披露され、訪れ

た観衆を楽しませました。

0-

筆
に
託
し
て

一
年
の
計
を

東幼稚園で竹馬づくり

1 月 17 日、東幼稚園では親子そろって竹

馬づくりにチャレンジしました。同園では

毎年2~3回日曜日を使って親子のふれ合い

を高めています。園児らは、ふだん味わっ

たことのない作る喜びと、遊ぶ喜びに熟中

し楽しい半日を過ごしました。

お正月には欠かせない行事の一つにミかき初

めミがあります。 1 月 6 日、中央公民館主催で

かき初め大会が開かれ、ちびっこから大人まで

百人ほどが参加。講堂と会議室に分かれ、低学

年はフェルトペンで、そのほかはもちろん毛筆。

一年の計を筆に託し真剣な表情で筆をおろし

ていました。入賞は後日発表となり 3 月の公民

館まつりに展示予定とか。お楽しみに………。

゜

こ
の
通
行
手
形
は
、
元
文
五
年
五
月

館
林
藩
主
と
な
っ
た
太
田
資
俊
（
五
万

石
）
家
中
が
、
そ
の
年
の
九
月
江
戸
か

ら
館
林
へ
向
う
途
中
、
新
郷
の
川
俣
関

所
通
過
の
さ
い
の
関
所
手
形
で
あ
る
。

当
時
、
関
所
を
通
過
す
る
者
は
自
分

の
国
郡
ま
た
は
役
所
に
申
請
し
て
、
関

所
手
形
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

こ
。t
 こ

の
関
所
手
形
を
過
書
（
か
し
ょ
）

と
い
っ
た
が
、
過
書
な
し
で
関
所
を
通

過
す
る
者
は
私
度
、
越
度
、
冒
度
な
ど

と
称
し
て
罰
せ
ら
れ
た
。

文
中
に
「
先
達
而
摂
津
守
（
太
田
資

俊
）
差
出
置
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
事

前
に
関
所
へ
人
数
等
を
提
出
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
「
上
下
」
と
あ
る
の
は
「
身

【
解
説
】

え
吃
立
霞
リ
；
り
と
ぎ
心
が
‘
が

r
-↑

怠
・
一
岱
八n
オ
｛
久
、5良
召
．
＿
ヘ

・
文
久
t
む
七
笠1へ
窃
‘
ゎ
梵
晶

T
サ
↑
は

0
．
で
怠
勺

f
`
、
ツ
f
f
守
内

尽
含
っ
ぢ
↑
介
岨
々
食

分
は
上
位
と
下
位
の
者
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

「
女
拾
三
人
、
此
内
髪
切
三
人
、
小
女

五
人
」
と
あ
る
の
は
、
女
十
三
人
の
内

髪
を
切
っ
た
女
が
三
人
。
（
髪
の
長
い

短
い
に
関
係
な
く
、
少
し
で
も
切
っ
て

あ
る
女
性
）
小
女
が
五
人
（
振
袖
着
用
）

い
る
と
い
う
も
の
で
、
乗
物
な
ど
よ
り

も
女
性
に
つ
い
て
、
特
長
を
細
か
く
記

載
し
、
女
性
に
は
厳
重
で
あ
っ
た
事
が

わ
か
る
。

当
時
（
江
戸
時
代
）
は
「
入
鉄
砲
に

出
女
」
と
い
っ
て
、
江
戸
に
向
か
う
鉄

砲
と
江
戸
か
ら
出
て
い
く
女
を
関
所
は

特
に
警
戒
し
た
。
女
性
を
特
に
警
戒
し

た
の
は
、
江
戸
に
人
質
と
な
っ
て
い
る

大
名
の
妻
子
が
自
分
の
国
も
と
へ
脱
出

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
。

化A
-
―
す
ん
喜

元文 5 年（1740年）の関所手形
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寄付をした
三田惣三郎さん

寸
ー
）f
l
 

う
で
だ
め
し
／
．

剣
道
大
会
参
加
者
募
集

＊
対
象

1
1

小
学
生
低
学
年
、
同
高
学
年
、

中
学
生
（
男
女
）
の
各
部

ス

情報・結果

玄
期
日

1
1
3

月

2
0日
同

玄
会
場

1
1

社
会
体
育
館

玄
参
加
費
1
1

無
料

玄
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
3

月

1
0日
ま
で
に

社
会
体
育
館

(
6
8
4
ー

4
6
2
6
)
へ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9

｛
今
年
も
、
盛
た
く
さ
ん
の
各
種
大
｛

蓋
、
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
~

`
。
随
時
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
｛

ニ
で
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
お
楽
~

：
こ
み
に
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
さ
わ
や
｛

了
か
な
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
~

~
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
お
問
合
せ
は
社
~

｛
会
体
育
館(
6闘
4
6
2
6
)
へ
ど
う
ぞ
。
｛

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9

ヽ

9
9
9

元
教
育
長
、
一
ぷ
田
惣
三
郎
さ
ん

百
万
円
を
寄
付

元
明
和
村
教
育
長
の
三
田
惣
三
郎
さ
ん

（
館
林
市
城
町
在
住
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、

教
育
・
、
文
化
振
興
の
た
め
に
活
用
く
だ
さ

い
と
、
百
万
円
を
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
三
田
さ
ん
の
意
に
そ
う
よ
う

前
例
等
を
勘
案
し
て
、
有
効
に
活
用
す
る

た
め
検
討
中
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

゜

.
、
"

◎
公
民
館
展
示
作
品
（
絵
）

橋
本
亜
弓
ち
ゃ
ん
の
作
品

西
幼
稚
園
児

トピックス

広場

家
庭
奉
仕
員
と
し
て
、
ね
た
き
り
老
人

な
ど
の
介
護
、
相
談
相
手
と
し
て
活
動
し

て
い
る
加
藤
洋
子
さ
ん
（
川
俣
）
は
、
こ

の
ほ
ど
、
一
連
の
地
道
な
活
動
が
社
会
福

祉
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
館

林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
奉
仕
員
歴
七
年
の
ベ
テ
ラ

ン
。
い
つ
も
明
る
＜
親
切
な
介
護
は
関
係

者
の
間
で
大
変
好
評
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

家
庭
奉
仕
員
の

加
藤
洋
子
さ
ん
表
彰

加藤洋子さん

（川俣）

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会遠

富
士
支
部

渋
滞
に
時
刻
す
ぐ
る
に
落
ち
つ
か
ず
櫻

湯
呑
め
ば
心
澄
み
来
つ

野
本
み
ね
子

田
園
の
夜
の
静
寂
を
走
る
電
車
歓
声
あ

げ
て
子
ら
は
手
を
振
る

福
田
初
江

追
ひ
つ
陽
も
い
つ
か
昏
れ
ゆ
き
電
機
店

の
看
板
の
灯
り
借
り
つ
麦
播
＜

原
口
美
津
子

リ
モ
コ
ン
の
玩
具
は
部
屋
を
占
め
て
ゐ

し
母
の
作
り
く
れ
し
手
玉
ふ
っ
と
浮
か

び
つ
原

D

文
江

0

め

0

雫
音
に
夢
忘
帰
洞
岩
風
呂
に
つ
か
り
黒

ず
海
下
玄
月
星
白
竜
帯
の
し
は

奈
良
照
子

母
な
れ
ぬ
わ
び
し
さ
見
え
ず
「
母
あ
さ

ん
」
ク
明
る
き
声
に
婦
人
服
売
場
め
ぐ

ら
す
泉
田
政
子

文

菩

棚

:` 

正
和

►

◎
公
民
館
展
示
作
品

篠
木
正
和
く
ん
の
作
品

明
中
2

年

◎
公
民
館
展
示
作
品

阿
部
か
お
り
さ
ん
の
作
品

◄

明
中
一
年

※消防たこあげ大会… 3 月 6 日（日） 午前 9 時～ 三ノ丸南面駐車場 詳細は館林消防本部へ。
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融
資
は
事
業
を
営
む
会
社
、
個
人
を
対

象
に
し
た
各
種
の
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
低
利
率
（
口
＼
汀
％
）
で
す
。

融
資
相
談
も
村
商
工
会
、
役
場
経
済
課

で
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

0
本
沢
仁
一
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
五
万
円

を
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

歯
予
防
の
お
は
な
し

き
か
せ
ま
す

0

日
時

1
1
2

月
2
9
日

土
寸

ロ
u

融
資
し
ま
す

二
人
目
の
子
供
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す

児
手
当
…
…
…
…
…

今
年
の
四
月
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
対

象
範
囲
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
該

当
者
は
申
請
手
続
き
を
1
|
0

屯
受
給
資
格
者
1
1

昭
和
5
7年
4

月
2

日
以

後
に
生
ま
れ
た
児
童
を
含
む
1
8歳
未
満
の

児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
（

そ
の
子
を
養
育
し
て
い
れ
ば
、
自
分
の
子

供
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
※
注

意
：
前
年
収
入
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

蒼
支
給
額
1
1

昭
和
5
7年
4

月
2

日
以
後
に

生
ま
れ
た
二
人
目
の
子
に
つ
い
て
は
、
月

額
二
五
0
0
円
、
同
日
以
後
に
生
ま
れ
た

三
人
目
以
降
の
子
に
つ
い
て
は
、
一
人
に

時
1
1
2

月

2
2日

＼
午
後
3

時
ま
で

0

会
場

1
1

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

0

対
象

1
1

村
民

0
内
容

1
1

各
種
年
金
の
受
給
手
続
き
や

制
度
な
ど
全
般
に
つ
い
て

0

相
談
員
1
1

保
険
事
務
所
の
相
談
官

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

午
後
1

時
＼
3

午
前
9
時
3
0分

つ
き
月
額
五
0
0
0
円

奄
受
付
1
1

現
在
受
付
中
。
今
年
4

月
1

日

に
新
規
対
象
と
な
る
人
は
、
3

月

3
1日
ま

で
に
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
請
方
法
1
1

印
鑑
と
健
康
保
険
証
又
は

年
金
手
帳
を
持
参
し
、
役
場
住
民
課
ヘ

た
だ
し
、
昭
和
5
7年
4

月
2

日
以
後
に

生
ま
れ
た
第
二
子
分
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
新
た
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
三
人
目
以
降
の
子
に
つ
い
て
は

昭
和
6
3年
4

月
1

日
で
満
6
歳
未
満
と
な

り
ま
す
の
で
、
受
給
資
格
の
な
く
な
っ
た

人
、
手
当
額
が
滅
額
す
る
人
に
つ
い
て
は

役
場
か
ら
改
め
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

容
1
1

歯
周
疾
患
の
予
防
・
個
別
歯

斗
且
炎

禾
木
ぎ
口

〇
講
師

1
1

県
庁
小
泉
信
雄
先
生

※
手
鏡
の
あ
る
方
は
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
建
設
工
事

6
2年
度
よ
り
隔
年
制
採
用

の
た
め
不
要
と
な
り
ま
す
。
（
新
規
の

み
受
付
）

〇
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
物
品
等
提
出
要

3

月

1

日
か
ら

1
9日
ま
で
に
、
建
設
省

統
一
様
式
を
使
用
の
う
え
、
総
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
札
参
加
指
名
願
は

3

月
1

日
ー

1
9日
ま
で
に

0
日

お
気
軽
に
と
う
そ

年
金
相
談

専
門
官
が
応
じ
ま
す

0
会

0
内

童

0

会
0
日

0

会
0
日

時
1
1
3

月

1
0日
・
2
5
日
午
後
1

時
1
2

時

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児

健
診

時
1
1
2

月

1
8日・
3

月
1

日

午
前
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分

場
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー

国
26 25 24 民今

日日日金年 月
東明明水(J)

部童児 和喜第 和村役 料道闘 納
館ー場で税

す

゜

0

会

建
衰
目
火
火

1

木
＇
二
＝
ロ

0
日

時
1
1
3

月

1
7日
・
2
9
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時

場
1
1

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

0

会

顔
色
は

心
と
体
の

健
康
カ
ル
テ
“

大
佐
貫
・
荒
井
未
佐
さ
ん
の
作
品

0
日

時
1
1
3

月
3

日

後
3

時

場
1
1

館
林
市
役
所
相
談
室

午
前
1
0時
1

午

年
金
相
談

進
ん
で
受
け
よ
う
／
．

0

会

健
康
一
番
検
診
は

0
日

時
1
1
2

月

1
5日
午
前

1
0時
＼
午

後
3

時

場
1
1

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

村 の ＿
つ

•‘‘ 

し き

健
康
標
語
入
選
作
品

2 

12 日

19 日

20 日

22 日

ク

23 日

25 日

ク

28 日

月

老人福祉センター運営委員会

所得税確定申告納税相談（初日）

明中 1 日入学

昭和63年度予算内示

国民年金委員研修会及び年金

相談会

西小 1 日入学

東小 1 日入学

住民税申告相談（初日）

サケ稚魚放流

予定ですので変わる場合もあります。
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` ,“ 
、
“’
戸
人
人
人
人
人
、

、
””
口
在
即
訊
1
8
9
1
8
9
)

□
訓
~

叫
人
諷
2
1
0
5
1
5い
死
転
~’ 

ロ
：
町
数
げ
りS
A
1
7
~

”
寸

2

帯
男
女
月
[

、
大
ロ
ー
生
入
'

”
泄
人
（
出
転
[

·” 

、

ぐ
‘
‘
‘
‘
‘
‘
、
員
員
員
·
贔
崎
ヽ
·
·
·
‘
·
·
ヽ
眉
“
·
·
·
“
、
·
‘
島
ヽ
·
賣
ヽ

二
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

ょ代田日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明 地区

2 月 21 日
落合医院川田耳）医院 上野医院合(72) 3330 海宝医院 井上医院

曜
合（73) 3_160 合 (72)3314 森下医院合(73) 7776 合（74)0811 合 (82)1131

2 月 28 日
根岸医院川田医院 清河堂医院合 (72) 3070 宇沢病院 館林地区が

当
合 (72)3262 ff (72) 3724 安楽岡医院 ff (72) 0572 合 (74)8761 担当します

3 月 6 日
古屋（恒）医院川村医院 大島診療所合 (77) 1503 岡田医院 竹越医院

番
ff (63) 6161 合 (72)1337 大石医院合(74) 2362 合 (72)3163, 合（84)3137

る話：で ; で3 月 13 日
佐々木医院原医院 堀越医院合(73) 4151 津久井医院 橋本医院

医
合 (62) 2623 合 (72)1936 増田医院合(72) 1387 云（72)3316 ff (82) 1150 

真中医院後藤樹医院 後藤圏医院合（72)3975 最上医院 館林地区が
3 月 20 日 ff (72)1630 合 (72)3975 ff (74) 3763 担当します

三 ⑰
 

(
1歳
1
1
ヵ
月
）

享
一
さ
ん

矢
島
・
；
の
二
女

富
士
子
さ
ん
r, 

い
し
か
わ
り
さ

石
川
梨
沙
ち
ゃ
ん

「本を見たり、おままごとで遊んだりするの

が大好きな、わが家のプリンセス。

最近は、お兄ちゃんやお姉ちゃんのまねを

して、ちょっぴり悪い事も覚えてきました。

だれからも愛される、ひまわりのような子に

なってほしいですね」とお母さん。

ご必

◎62年市町村別火災発生件数・損害額

62 年中 61年中 対 比

件数 損害額 件数 損害額 件数 損害額

明利村 10 73 万円 13 107万円 • 3 乙 34万円

館林市 52 1億 1,242 56 2億5,096 • 4 • 1億3,854

板倉町 19 4,186 20 1,710 • 1 2,476 

千代田町 10 1,105 4 2億5,050 + 6 • 2億3,945

邑楽町 18 9,196 20 1,419 • 2 7,777 

計 109 2億5,802 113 5億3,382 • 4 • 2億7,580

f
疇

1 月の

救急車出動回数
•交通事故 0 件

●急病 9 件

•その他 0 件

•計 9 件

春の全国火災予防運動

2 月 29 日～ 3 月 1 3 日

『消えたかな．／

気になるあの尖、 もう一度』

注
意
／
．
火
災
原
因

ト
ッ
プ
は

I
Iた
き
火
“

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
空
気
が
非
常

に
乾
燥
し
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の

発
生
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
火
災
は
尊

い
命
や
貴
重
な
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

火
災
原
因
で
一
番
多
い
の
は
、
た
き
火

で
す
。
不
十
分
な
た
き
火
の
後
始
末
や
風

の
あ
る
時
の
た
き
火
に
よ
る
火
災
が
目
立

ち
ま
す
。
特
に
、
宅
地
回
り
、
強
風
時
の

た
き
火
は
大
変
危
険
で
す
の
で
厳
に
慎
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

0
出
火
原
因
別
（
館
林
地
区
消
防
組
合

管
内
）
1
1

た
き
火
2
4件
、
た
ば
こ
1
4件
、

ガ
ス
コ
ン
ロ

1
3件
、
放
火
9

件
、
風
呂
釜

6

件
、
ス
ト
ー
ブ
5

件
、
マ
ッ
チ
ラ
イ
タ

1
3

件
、
火
遊
び
1

件
、
煙
突
1

件
、
そ

の
ほ
か

3
3件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で

全
国
一
斉
に
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
に
も
う
一
度
、
火

災
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

0
重
点
目
標

◎
高
齢
者
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と

し
た
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

◎
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
の

推
進

◎
百
貨
店
、
旅
館
、
飲
食
店
等
不
特
定
多

数
の
者
が
出
入
り
す
る
防
火
対
象
物
に

係
る
防
火
安
全
の
確
保

◎
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

◎
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
発
生

防
止
対
策
の
推
進

大
久
保
俊
男

奈
良
義
晴

菅
井
清
次

氏
名

年
齢
世
帯
主

5
9
登

7

B

 

7

一
良

8
 
7
 

地
区
醜

E
l
L

大
佐
貫
％

千
津
井
妬

南
大
島
払

1
1

お
く
や
み
1
1

田
村
和
男
直
子
二
女
梅
原
品

今
成
文
茂
美
長
女
千
津
井
焔

村
田
晴
美
明
長
女
中
谷
品

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
贖
旺

高
橋
陽
子
政
義
長
女
梅
原
睾

佐
瀬
友
紀
奈
和
行
三
女
江
口
猛

松
本
商
利
利
一
三
男
須
賀
％

渡
邊
充
浩
信
夫
長
男
矢
島
％

新
井
智
映
子
操
長
女
田
島
％

1
1

お
め
で
た
1
1

あ
め
し
｛
｀

ぐ
rf
く
れ
升 （敬称略）
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第318号 広 報 め い わ 昭和63年 3 月 10 日

行政区別悪質違反者状況(62.1~12月累計）

館林警察署管内

大輪

•••• 

゜

(2) 

凡例 l ：冒：：：：：：：度：過（30km以上）
◎印……無免許

交
通
事
故
・
違
反
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
明

和
村
、
板
倉
町
、
館
林
市
の
三
市
町
村
合

同
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
第
八
回
「
行
政

区
別
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
」
（

昭
和
6
2年
1

月

1
1
2月
）
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
参

加
行
政
区
は
九
十
六
地
区
で
す
。

総
合
上
位
群
を
み
て
み
ま
す
と
、
一
位

か
ら
三
位
ま
で
が
館
林
市
（
千
代
田
町
な

ど
）
、
四
•
五
位
が
板
倉
町
、
そ
し
て
六
位

が
明
和
村
で
の
ト
ッ
プ
の
須
賀
（
前
回
8

位
）
、
十
位
に
斗
合
田
（
前
回50位
）
が
入

り
ま
し
た
。
前
回
ベ
ス
ト
十
位
に
四
地
区

が
ラ
ン
ク
入
り
し
て
い
ま
し
た
が
今
回
は

須
賀
、
斗
合
田
の
二
つ
だ
け
。
ち
ょ
っ
ぴ

り
さ
び
し
い
結
果
で
す
。

前
回
総
合
二
位
の
江
口
、
四
位
の
中
谷
、

五
位
の
矢
島
は
、
今
回
そ
れ
ぞ
れ
三
十
九

位
、
七
十
三
位
、
四
十
六
位
と
低
成
績
。

一
方
、
努
力
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。
千
津
井l
l

十
五
位
（
前
回8
2位
）

” 

＿
地
区
に
集
中
傾
向

酒
酔
い
、

ロ
ー

新
里
1
1

二
十
四
位
（
同6
9位
）
、
大
佐
貫I
I

三
十
一
位
（
同4
3位
）
に
上
昇
。

こ
う
し
て
み
る
と
上
位
群
と
下
位
群
が

逆
転
し
た
か
っ
こ
う
で
、
端
的
に
い
え
ば

良
か
っ
た
地
区
は
、
気
の
ゆ
る
み
、
甘
え

が
で
た
…
…
、
片
や
悪
か
っ
た
地
区
は
、

「
し
な
い
ぞ
、
起
さ
な
い
ぞ
」
と
い
っ
た

固
い
決
意
が
好
成
績
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
こ
と
は
事

故
・
違
反
は
、
そ
の
人
が
ど
れ
だ
け
意
識
、

自
覚
す
る
か
否
か
が
一
っ
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
と
い
え
る
の
で
は
…
…
。

つ
ま
り
、
そ
の
人
の
モ
ラ
ル
の
問
題
だ

と
い
う
結
論
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

酒
気
帯
び

こ
こ
で
内
容
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
▼

重
傷
事
故
前
回
八
件
が
二
件
に
滅
少
。
▼

/ 
ｷ
 

/ 

速
度
(
3
0
k
m

以
上
）
違
反
三
十
三
件
か
ら
二

十
五
件
急
減
し
た
も
の
の
ま
だ
八
件
あ
り

ま
す
。
▼
無
免
許
六
件
が
十
七
件
と
三
倍

に
急
増
し
た
の
は
危
険
信
号
。
▼
酒
酔
い

・
酒
気
帯
び
は
前
回
同
様
二
十
七
件
と
依

然
多
く
、
一
地
区
に
集
中
し
て
い
る
の
が

注
目
さ
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
か
。
ま
さ
か

同
一
人
が
何
回
も
…
…
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
け
ど
。
ま
だ
ま
だ
交
通
三

悪
と
い
わ
れ
る
悪
質
違
反
が
あ
と
を
た
た

な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
前

回
同
様
で
し
た
（
表
ー
①
参
照
）

市
町
村
順
位
は
、
明
和
村
（
事
故
卒5
8

•
7
1
%
)、館
林
市
6
2
.
3
3
%
)
、
板
倉

町

(
6
8
.
3
5
%
)

の
順
で
し
た
。

今
年
も
一
月
か
ら
第
九
回
目
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
地
区
も
地
域
ぐ
る
み
で

啓
も
う
協
力
し
合
い
、
事
故
・
違
反
ゼ
ロ

を
め
ざ
し
て
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

• --



(3) 第318号 広 報 め い わ 昭和63年 3 月 10 日

゜

゜

家族でしつけよう

新入学（園）児の
交通安全

. / 
も
う
す
ぐ
新
学
期
で
す
。
こ
れ
ま
で

比
較
的
家
の
周
辺
で
遊
ん
で
い
た
子
供

た
ち
も
通
学
（
園
）
す
る
よ
う
に
な
る
と

行
動
範
囲
が
グ
ン
と
広
が
り
ま
す
。
行

き
帰
り
は
も
と
よ
り
、
新
し
い
友
達
の

家
に
遊
び
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。

家
庭
で
の
”
し
つ
け
り
の
一
っ
と
し

て
、
ぜ
ひ
交
通
安
全
教
育
を
実
行
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
大
人
と
は
違
う
行
動

パ
タ
ー
ン
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

子
供
は大

人
を
ま
ね
る

物
か
げ
が
好
き

子
供
は
自
動
車
の
そ
ば
や
ダ
ン
ボ
0

ー
ル
箱
の
中
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
好
き
で
す
。

物
陰
な
ど
で
遊
ぶ
と
運
転
者
な
ど

が
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
大

変
危
険
で
す
。

大
人
が
黄
信
号
な
の
に
走
っ
て
渡

っ
た
り
す
る
と
子
供
は
マ
ネ
を
し
ま

す
。
大
人
の
ル
ー
ル
違
反
は
子
供
の

交
通
安
全
の
し
つ
け
に
良
く
な
い
影

響
を
与
え
ま
す
。

子
供
は

”
飛
び
出
し
り
は
な
ぜ
危
な
い
か
、

止
ま
っ
て
い
る
自
動
車
の
下
や
後
ろ
で

遊
ぶ
の
が
ど
う
し
て
危
険
な
の
か
抽
象

的
な
言
葉
で
注
意
す
る
だ
け
で
な
く
、

具
体
的
に
”
現
場
ク
で
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

-
0葉
た
け
で
な
く

”
現
場
“
で

夢
中
に
な
る
と

目
に
入
ら
な
い

お
母
さ
ん
が
道
路
の
反
対
側
に
い
る

の
を
見
つ
け
た
り
、
遊
ん
で
い
た
ボ
ー

ル
な
ど
が
車
道
に
こ
ろ
が
っ
て
い
っ
た

り
す
る
と
車
の
通
る
の
も
忘
れ
て
走
り

出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

゜

二
月
に
入
っ
て
死
亡
あ
る
い
は
死
亡
に

つ
な
が
る
大
き
な
交
通
事
故
が
激
増
し
て

い
ま
す
。
▼
歩
行
中
の
男
性
が
は
ね
ら
れ

死
亡
。
マ
父
差
点
で
乗
用
車
同
士
が
出
合

い
頭
に
衝
突
し
片
方
が
死
亡
、
も
う
片
一

方
が
重
傷
。
▼
主
婦
が
ひ
き
逃
げ
さ
れ
て

死
亡
な
ど
…
…
、
館
林
菩
察
署
管
内
だ
け

で
も
以
上
の
よ
う
な
重
大
事
故
が
多
発
。
―

こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
館
林
警
察
署
で
は

．
，
二
月
二
十
二
日
、
同
署
で
所
轄
の
市
町
村

一

や
交
通
指
導
員
な
ど
交
通
安
全
関
係
団
体

に
集
っ
て
も
ら
い
事
故
防
止
対
策
会
議
を

死
亡
事
故
多
発

気
を
引
き
し
め
安
全
運
転

無事故無違反コンクール結果（最終）

無免 許

激増．／

行 事
交通事故種別 悪質違反行為

村 総

政 故 : 謳悶 悶農! ;嘉: 喜
ぁ 無 内 合

十泣ま て 免 順 順
区 長名 (%) 許 位 位

須賀 19.37 1 2 1 1 6 (4) (8) 

斗合田 24.57 1 2 1 2 認(10) 

千津井 28.34 2 2 1 3 心羞(13) 

新里 40.15 2 6 1 2 1 心 盆
大佐貰 44.33 1 2 1 5 31 

(8) (43) 

江口 51.40 2 6 1 1 6 闊(1) 

矢島 54.77 6 3 1 2 7 46 (3) (5) 

入ケ谷 59.82 2 1 晶 品
上江黒 60.83 4 1 2 

, 
謡(6) 

下江黒 62.85 1 1 3 
10 畠心(15) 

川俣 66.99 4 4 1 11 63 
(7) (39) 

大輪 67.10 2 7 4 1 12 64 
(14) (86) 

南大島 72.49 1 4 7 5 1 2 品 は
中谷 75.03 3 3 3 2 14 73 (2) (4) 

梅原 78.29 6 7 3 3 揺 詮
田島 107.87 1 4 2 3 1 2 (156) 認

58. 71 2 43 55 27 8 17 
計
(66.88 (8) (41) (52) 闘 (33) (6) 

な亡安自り ななをラ通全 l て 開
の事全覚ま交どつ強シ安のルセこき
カ故な‘せ通をてくな全徹とスのま
でゼの認ん事決口うど協底毎ナ会し
：口で識゜故め l つ作会を戸機議た
・はすすーはまラた成を期へをで゜
: 、°る人けし l えし中すチ使は
゜み無こひった作‘‘心°ラい‘
ん事ととし゜戦関口とさシ空ま
な故こりて を係コしらをかず
の‘そが他 展機ミてに配ら第
声無最真人 開関で‘各布の一
で違良剣事 すが交看地しピ段
‘反のにで る一通板域交 l 階
み‘交注は こ体安‘の通・と
ん死通意あ とと全チ交安アし

「春の全国交通安全運動」…4月 6 日～4月 1 5 日。………手をひいて

「須賀」村内 1 位、総合 6位

「田島」村内16位、総合87位

亨
① 

は前回の数又は順位

わが子に教えるルールとマナーミ
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ミ｀；怠'I-,..0.

高
齢
化
社
会
の
到
来
ー
ー
。
男
性
七
十

五
歳
、
女
性
八
十
歳
と
日
本
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
で
す
。
六
十
五

歳
以
上
の
老
人
は
全
国
で
千
三
百
三
十
一

万
人
（
昨
年
厚
生
省
発
表
）
、
総
人
口
の

-
0
・
九
％
に
あ
た
り
ま
す
。

本
村
は
と
い
い
ま
す
と
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
は
千
三
百
二
十
五
人
、
総
人
口
の

―
ニ
・
八
％
を
占
め
、
全
国
、
群
馬
県
平

均
を
い
ず
れ
も
上
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
対
策

の
充
実
整
備
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
村
で
は

そ
の
一
環
と
し
て
昨
年
四
月
に
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

ま
も
な
く
開
館
一
周
年
を
迎
え
る
そ
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
村
の
お
年
寄
り
に
よ

る
第
七
回
老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会
が
行
わ

れ
、
十
六
団
体
、
百
五
十
人
近
く
が
参

加
し
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど
自

慢
の
芸
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
日
ば
か
り
は
、
老
い
を
忘
れ
て
熟

年
ぶ
り
を
発
揮
さ
れ
、
出
し
物
一
っ
ひ
と

つ
に
盛
ん
な
拍
手
と
笑
い
声
が
ホ
ー
ル
い

っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
「
村
内
に
こ
ん
な
リ

っ
ぱ
な
セ
ン
タ
ー
が
出
来
、
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
日
は
ま
た
老
人
が
一
同
に
会
し
、

和
気
あ
い
あ
い
で
日
頃
の
練
習
成
果
を
、

そ
れ
ぞ
れ
お
み
せ
し
て
一
日
中
楽
し
み
合

い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
長
生
き
し
て

い
ろ
ん
な
も
の
を
披
露
し
た
い
で
す
」
と

風
呂
あ
が
り
の
ポ
カ
ポ
カ
気
分
で
満
足
そ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
慢
の
芸
楽
し
む

-町附．

▲カラオ

百 n 回BJJ
催明和村老人ク

老
い
を
忘
れ
て

▲みんな輪になって「それ．I それ．I 」 ....会場は和やかムードいっばい．／
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／保育園おゆうぎ会／

砂瓢叫ぃ塁言言〗

▲「かっこいいでしょ」

r 
....マイぇ＿；なゆうきに爆笑―

神秘的な衣しょうで……。▼

もうすぐ卒園、進級．／入園したばかりには、お母

さんから離れられなくて：：：泣きべそ：：：をかいていた園

児たち 。今では園生活にもすっかり慣れて大きく

成長。お友達もたくさんできました。

その一年間の成長ぶりを披露する年中恒例行事のお

ゆうぎ会が、 2 月、東・中・西の各保育園でそれぞれ

行われ、各会場には、保護者はもちろん近在のおばあ

ちゃんたちも観賞に訪れ、園児のかわいいしぐさに感

激しながら声援を送っていました。

. 

▲お母さんもビテオに真剣



第318号 広 報 め い わ 昭和63年 3 月 10 日

==111==111==111==111==111==111==111==111==111 

==111==111-l=111-=-111==111==111==111==111==111 

昭和63年 4 月 1 日から、マル優など少額貯

蓄非課税制度が原則廃止され、預貯金の利子

は一律20％の源泉分離課税となります。非課

税扱い手続き等がもう既に各種金融機関や郵

便局の窓口で始まっていますので、新制度の

概要についてお知らせしてみましょう。

.. -------------------------------------—` ̀  
-------------------------------------

税
I 

且 マル優廃止 : 

ii . ·•---------------------------------------------------_, 

利子非課税制度改正

一
‘ ）レ 慢廃 止

(6) 

I
I

マ
ル
優
I
I制
度
改
正

今
年
4

月
1
8

か
ら

利
子
の
非
課
税
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル

優
等
の
制
度
が
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
制
度
で
は

マ
ル
優
、
特
別
マ
ル
優
、
郵
便
貯
金
の
利

子
非
課
税
扱
い
は
次
の
よ
う
な
人
や
こ
れ

ら
の
人
に
準
ず
る
人
な
ど
に
限
っ
て
利
用

で
き
ま
す
。

マ
ハ
十
五
歳
以
上
の
人
▼
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
者
で
あ
る
被
保
険
者
の
妻
▼
寡

婦
年
金
の
受
給
者
▼
身
体
障
害
者
手
脹
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
▼
そ
の
ほ
か

こ
れ
ら
に
準
ず
る
人

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
一
般
の
財

形
貯
蓄
の
非
課
税
が
な
く
な
り
、
新
た
に

設
け
ら
れ
た
財
形
住
宅
貯
蓄
と
、
従
来
の

財
形
年
金
貯
蓄
を
合
わ
せ
て
、
最
高
五
百

万
円
が
非
課
税
枠
と
な
り
ま
す
。

新
•
利
子
非
課
税
制
度
の
種
類
や
内
容

な
ど
は
表
1

の
と
お
り
で
、
こ
れ
以
外
の

利
子
所
得
は
、
原
則
と
し
て
一
律
二
0
%

「
所
得
税
（
国
税
）1
5％
、
都
道
府
県
民

税
5
%
」
の
源
泉
分
離
課
税
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
総
合
課
税
制
度
、

三
五
％
の
源
泉
分
離
選
択
課
税
制
度
、
確

定
申
告
不
要
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
原
則
と
し

て
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
以
降
に
支
払

原
則

律

2
0
％
課
税

手
続
き
が
必
要
で
す

新
マ
ル
優
な
ど
を
利
用
す
る
方
は
、
非

課
税
対
象
者
に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
受

け
る
ほ
か
住
民
票
の
写
し
、
保
険
証
、
年

金
手
帳
等
一
定
の
公
的
書
類
を
金
融
機
関

の
窓
口
に
提
出
し
て
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前

に
マ
ル
優
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
お
年
寄

り
な
ど
が
、
引
き
続
き
非
課
税
制
度
を
利

用
す
る
手
続
は
、
遅
く
と
も
六
十
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
一
定
の
手
続
を
す
ま

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
く
つ
か
の
例

を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
に
お
い
て
老

人
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
1
1

現

在
所
有
し
て
い
る
預
貯
金
な
ど
に
つ
い

て
は
、
六
十
三
年
四
月
一
日
以
後
の
最

初
の
利
子
等
の
支
払
い
を
受
け
る
日
等

又
は
、
六
十
四
年
三
月
三
十
一
日
の
い

ず
れ
か
早
い
日
ま
で
に
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
以
後
に
老
人

等
の
要
件
を
満
た
す
人
1
1

要
件
を
満
た

し
た
日
以
後
に
お
い
て
、
新
規
に
預
入

れ
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

玄
勤
労
者
財
産
形
成
年
金
貯
蓄
と
勤
労
者

財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
に
つ
い
て
は
1
1

勤

務
先
の
事
業
所
等
を
通
じ
て
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

非
課
税
制
度
利
用
は

わ
れ
る
べ
き
利
子
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

利
子
非
課
税
制
度
の
改
訂
に
伴
い
、

郵
便
貯
金
も
四
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま

す
。
一
問
一
答
形
式
で
概
要
を
お
知
ら

せ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

Q
利
子
に
課
税
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
。

A

昭
和
6
3
年4
月
1

日
か
ら

6
5歳
以
上

の
方
等
の
非
課
税
対
象
者
を
除
い
て
2
0

％
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
6
3
年3
月
3
1日
以
前
に
預
け
た
郵
便

貯
金
の
利
子
課
税
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

A

従
前
ど
お
り
非
課
税
扱
い
と
な
り
、

6
3
年4
月
1

日
か
ら
払
戻
し
ま
で
の
利

郵便貯金も

変わります。
[ 

問一答】

A

次
の
方
が
他
の
金
融
機
関
と
同
様
に

非
課
税
対
象
者
で
す
。
▼
6
5歳
以
上
の

方
▼
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
被

保
険
者
の
妻
▼
身
障
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
な
ど
。
非
課
税
枠
は
、

銀
行
な
ど
の
預
貯
金
と
別
枠
で
三
百
万

円
。

Q
非
課
税
扱
い
を
受
け
る
に
は
ど
ん
な

手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

A

郵
便
局
に
あ
る
「
非
課
税
郵
便
貯
金

申
込
書
」
を
提
出
。
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
な
ど
6
5歳
以
上
等
で
あ
る
こ
と

が
証
明
で
き
る
公
的
書
類
の
提
示
（
例

え
ば
、
年
金
手
帳
、
運
転
免
許
証
等
）

Q
6
3
年4
月
1

日
現
在
、
6
5歳
以
上
の

老
人
等
（
非
課
税
対
象
者
）
が
6
3
年
3

月

3
1日
以
前
に
預
け
た
場
合
で
引
続
き

非
課
税
扱
い
を
受
け
る
に
は
ど
ん
な
手

続
き
が
必
要
で
す
か
。

A

通
脹
又
は
貯
金
証
書
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
等
が
確
認
で
き
る
公
的
書
類

印
章
を
窓
口
又
は
局
職
員

に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
み
で
き
る
の
は
、

6
3
年4
月
1

日
以
後
、
最

初
に
払
戻
し
を
す
る
日
、

新
た
に
非
課
税
の
貯
金
を

預
け
入
れ
る
日
又
は
6
4年

3

月

3
1日
ま
で
の
い
ず
れ

か
早
い
日
ま
で
で
す
。

子
は
課
税
と
な
り
ま
す
。

Q
老
人
等
は
非
課
税
と
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。



(7) 

四
月
か
ら
新
年
度

(
6
3
年
）
で
す
。
社

第318号

4

月
か
ら
新
年
度

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

登
録
し
ま
し
ょ
う 情報 . 

広

結

報

果

め

県
に
納
め
ら
れ
た
税
額
の
五
分
の
三
は
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
ま
す
。

会
体
育
館
、
利
根
川
総
合
運
動
場
、
小
・

中
学
校
校
庭
な
ど
の
公
共
施
設
を
利
用
す

る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

公
共
施
設
は
、
円
滑
公
平
に
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
代
表
者
会
議
を
開
き
、
そ
の

席
上
で
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
忘
れ

ず
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

代
表
者
会
議
は
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま

す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
1
1
3
月
2
2
日
因
午
後7
時
か
ら

＊
会
場
1
1
中
央
公
民
館
会
議
室

＊
対
象
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
し
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
成
人
の
監
督
者
等
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
）

詳
細
は
社
会
体
育
館
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

い わ

市
町
村
に
対
す
る
県
民
税
利
子
割
交
付
金

昭和63年 3 月 10 日

（新•利子非課税制度の種類と内容表一① ) 
お年寄りの場合

種類 非限課度税額 内 r クロ

銀行などの預貯

マ）レ優 300万円 金、貸付信託、
公社債、公社債
投資信託など

特別マル優 300万円
利付国債、公募
地方債

郵便貯金 300万円

サラリーマンの場合

種 顆 非限課度税額 内 合六

財形住宅 サラリーマンの

貯蓄 合わせて 給料からの天引
財形年金 500万円

貯蓄 預金

利
根
川
総
合
運
動
場
の
「
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
」
を
使
用
す
る
方
は
登
録
が
必
要
で
す
。

既
登
録
者
は
更
新
手
続
き
を
、
新
し
く
使

用
し
た
い
方
は
新
規
登
録
な
ど
所
定
の
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

＊
更
新
登
録
1
1
3
月
中
に
手
続
き
を

＊
新
規
登
録
1
1
3
月
か
ら
随
時

＊
登
録
費
用
1
1
2
0
0
0
円

※
詳
細
は
社
会
体
育
館
へ

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
者
は

登
録
（
更
新
）
が
必
要

柿
沼
ま
つ

江
森
政
美

ほ
こ
り

古
井
戸
の
釣
瓶
は
埃
か
ぶ
り
を
り
背
戸
の

栗
も
こ
ろ
げ
落
つ
ま
ま

瀬
下
一
江

い
さ
か
ひ
し
程
で
も
な
け
れ
黙
す
ま
ま
厨

に
明
日
の
と
ぎ
汁
流
す

な
ま
は
げ
の
夏
も
出
没
寒
風
山
も
水
族
館

に
も
カ
メ
ラ
に
鎚
る

山
形
ト
メ

細
田
武
子

渡
さ
ん
と
電
車
よ
り
投
げ
し
財
布
失
せ
つ

童
に
同
情
の
声
し
き
り
な
れ
ど
、

立
岡
正
夫

ス
ポ
ー
ツ
大
会
小
学
生
の
鼓
笛
隊
一
指
乱

れ
ず
拍
手
な
り
ま
や
ず

か
ほ
が
や
沼

幸
せ
は
勝
ち
と
る
も
の
と
嫁
ぎ
ゆ
き
し
友

思
ひ
を
り
長
き
す
ぎ
ゆ
き

従
米
行
っ
て
い
た
職
員
等
に
よ
る
税
の

出
張
徴
収
を
昭
和
六
十
二
年
度
(
6
3
年
3

月
3
1
日
）
限
り
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
五
十
九
年
四
月
か
ら
、
行
政
改

革
の
一
環
と
し
て
口
座
振
替
制
度
を
実
施

し
、
現
在
九
0
％
近
く
の
方
が
利
用
さ
れ

て
お
り
、
現
金
納
付
の
方
は
き
わ
め
て
少

な
く
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
六
十
三
年
度
に
限
っ
て
現
金

納
付
さ
れ
る
場
合
、
納
税
班
が
組
織
さ
れ

明
和
歌
会

奈
良
原
き
く
の

ド
ア
入
れ
ば
コ
ー
ヒ
ー
の
香
た
ゆ
た
へ
る

知
る
顔
も
な
き
ま
ひ
る
の
茶
房坂

上
千
枝
子

生
芥
の
捨
て
穴
覆
う
片
隅
を
野
良
猫
掘
れ

り
ひ
く
き
こ
ほ
ろ
ぎ

村
税
等
の
集
合
出
張

徴
収
は
廃
止
さ
れ
ま
す

て
い
る
地
域
に
あ
っ
て
は
従
来
ど
お
り
そ

の
代
表
（
班
長
な
ど
）
者
が
、
組
織
さ
れ

て
い
な
い
時
は
本
人
が
役
場
出
納
係
へ
直

接
持
参
い
た
だ
く
か
又
は
、
収
納
取
扱
金

融
機
関
（
明
和
農
協
、
千
江
田
農
協
）
へ

納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

六
十
四
年
度
か
ら
は
、
納
税
者
皆
さ
ん

が
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。自

分
の
資
産
を

縦
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

四
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
で
す
。
例
年
で

す
と
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
期
間

で
す
が
、
六
十
三
年
度
は
三
年
に
一
度
の

評
価
替
え
基
準
年
度
に
な
り
ま
す
の
で
例

年
の
一
ヵ
月
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

台
帳
は
土
地
、
家
屋
な
ど
所
有
資
産
に

応
じ
て
賦
課
の
基
準
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
所
有
資
産
を

確
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

そ
の
際
、
台
帳
登
録
価
格
な
ど
に
不
服

が
あ
る
場
合
は
、
四
月
三
十
日
ま
で
に
明

和
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
税
務

課
）
に
申
し
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
役
場
税
務
課
に
問
合
せ
く
だ
さ

、
T
O

し
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▲川辺まで歩く親と子

3 ~4 cmに成長 ►
した稚魚

県下各地区消防組合ごとの予選を勝ち抜いた消防職員に

よる意見発表大会（県消防協会主催）が 2 月 16 日水道会館（

前橋）で行われました。各消防組合から精鋭12人が参加。

館林地区消防組合代表として出場した明和分署勤務の角

田英夫さん (32歳）は大会最高名誉の最優秀賞に瓶きました。

角田さんの発表テーマは「福祉と消防」。聴覚障害者宅を

防火診断した際の体験を基に大学時代習得した手話を交え

ての発表は内容の充実さに加え一段と聞き手に感動を与え

すばらしいものでした。四月の関東大会にも県代表として

出場します。おめでとうございました。

「かならず戻って

来いよ．／」

サケ稚魚放流

村子ども育成連絡協議会（会長、関口与志男）などが主

催する、カム・バックサーモン運動は、今年も 2 月 28 日

梅原地先の利根川で行われ、子どもたちがそれぞれ自家

で 2 ヵ月かけてふ化させたサケ稚魚 3 万匹を放流しまし

た。今回で 5 年目の放流、その努力が実り 1 ~ 2 年前か

らそ上を確認ー。感激の一瞬でした。子どもたちはバケ

ツや水槽に入った 3 ~4 cm に成長した稚魚を、川辺まで

歩いて行き「かならず戻って来いよ．／」と思い思いに叫

びながら大利根の水流に消える稚魚を見送りました。

角
田
さ
ん
（
明
和
分
署
）

意
見
発
表
で
最
優
秀
賞

⑲
 

四
月
廿
六
日
渡
シ

百
五
十
本

百
五
十
本⑲

 

彦
兵
衛
⑲

外
二
弐
百
本

百
五
十
本

同
⑲百
五
十
本

⑲
 

百
五
十
本

同
⑰百
五
十
本

善

弐
百
本

弐
百
本

助
⑲

弐
百
本
重
郎
右
衛
門
詞

【
解
読
】

文
政
九
年

琉
球
芋
苗
木
割
渡
帳

戌
四
月
廿
六
日
大
佐
貫
村

【
表
紙
】

リ
ゅ
う
き
ゅ
う
い
も
な
え
わ
り
わ
た
し
ち
ょ
う

琉
球
芋
苗
割
渡
帳

芋
苗
割
渡
帳
」
に
つ
い
て
紹
介

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

和
村
_
‘
お
じ
い
ち
ゃ
ん

私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
明

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
そ
の
ま
た
お

料
の
―
つ
に
「
古
文
書
」
が
あ

り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
で
村
内
に
あ
る
「

古
文
奮
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
文
政
九
年
の
「
琉
球

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

た
ち
が
築
き
上
げ
て
く
れ
た
明
~

和
村
|
°
愛
す
る
明
和
村
、
~

そ
の
ル
ー
ツ
を
探
る
貴
重
な
資
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

明
和
村
の
古
冬
書
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上
毛
か
る
た
郡
大
会

村
上
毛
か
る
た
大
会
の
各
部
門
で
優
勝

し
た
個
人
四
人
、
四
団
体
は
一
月
三
十
一

日
、
千
代
田
町
体
育
館
で
開
か
れ
た
邑
楽

郡
大
会
に
村
代
表
と
し
て
出
場
し
、
そ
れ

ぞ
れ
健
闘
し
ま
し
た
。

中
で
も
中
学
生
男
子
個
人
の
部
に
出
場

し
た
石
崎
雅
章
く
ん
（
矢
島
）
と
、
同
男

子
団
体
の
部
に
出
場
し
た
、
矢
島
子
ど
も

会
は
見
事
優
勝
を
果
た
し
郡
を
代
表
し
て

県
大
会
に
も
出
場
ー
ー
。
県
大
会
は
善
戦

お
よ
ば
ず
予
選
負
け
し
た
も
の
の
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
い
ず
れ
も

代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
戦
い
ぶ
り
で
し
た
。

石
崎
雅
章
く
ん

優
勝
（
中
学
男
f
)

2 月 4 日、中学二年生 (203人）を対象に立春

式が中央公民館で行われました。むかしでいう

元服ー。村長、村議会議長、館林警察署長、区

長ら 30人が出席し祝福しました。来賓から「21世

紀を担うのは皆さんです。自覚をもってそれに

ふさわしい立派な大人になってください」との

激励を真剣な表情で聞き入り感激していました。

各
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

圏
郡
大
会
…
▼
小
学
生
女
子
個
人1
1

三

位
、
大
沢
静
（
中
谷
）
▼
同
男
子
団
体11

四
位
、
田
島
子
ど
も
会
（
吉
永
和
行
、
佐

藤
淳
、
奈
良
健
一
、
小
菅
成
司
）
▼
中

学
生
男
子
個
人
1
1

一
位
、
石
崎
雅
章
（
矢

島
）
▼
同
女
子
個
人1
1

二
位
、
奈
良
原
絵

実
（
千
津
井
）
▼
同
男
子
団
体
1
1

一
位
、
矢

島
子
ど
も
会
（
金
子
和
也
、
坂
庭
健
、

真
下
信
行
、
大
津
康
弘
）
▼
同
女
子
団
体

1
1

二
位
、
新
里
子
ど
も
会
（
岩
瀬
理
絵
、

石崎雅章くん

',/‘ 

吉
田
真
紀
、
堀
口
香
里
、
蓮
見
明
子
）

※
小
学
生
男
子
個
人
の
部
は
、
選
手
急

病
の
た
め
不
出
場
で
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

▼中学男子団体で優勝の皆さん

中学二年生対象に立春式

表
紙
の
琉
球
芋
と
は
今
の
「
さ
つ
ま

い
も
」
の
こ
と
で
あ
り
、
割
渡
と
は
配
分

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
割
渡
脹
に
は
六
十
名
の
記
名
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
苗
の
本
数
と
、
押
印

が
あ
る
の
は
五
十
八
名
で
、
残
り
二
名

は
な
ん
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
て
配
分
を

受
け
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。

こ
の
苗
を
配
付
し
た
の
は
、
四
月
廿

六
日
、
今
の
暦
日
に
す
る
と
五
月
三
十

一
日
で
あ
る
か
ら
植
付
け
に
は
十
分
間

に
合
っ
た
。
苗
総
本
数
九
二
五
0
本
、

【
解
説
】

r
H

じ
ー
ル
T
ょ
J
1

一
人
平
均
百
六
十
本
弱
、
本
村
の
よ
う

に
砂
地
が
多
い
所
で
は
こ
の
琉
球
芋
は

適
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

さ
つ
ま
い
も
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
の
説
が
あ
る
が
、
そ
の
一
っ

に
慶
長
十
四
年
薩
摩
の
島
津
氏
が
琉
球

を
攻
め
た
と
き
移
植
し
た
の
が
始
ま
り

と
も
い
う
。
こ
れ
が
享
保
年
間
九
州
か

ら
四
国
、
中
国
と
順
次
に
伝
わ
り
、
享

保
十
九
年
の
大
凶
作
に
あ
た
っ
て
は
、

代
用
食
と
し
て
価
値
を
高
く
し
、
宝
暦

の
こ
ろ
か
ら
全
国
各
地
で
つ
く
ら
れ
る

ょ
う
に
な
っ
た
。

（
村
文
化
財
保
護
調
査
委
員
会
）

ス
和

こ
｛
沢
↑

枕
枕
牙
｀
苫
忍
刃
ぎ
収

ノL

百
五
十
本

同
百
五
十
本

詞
）

同
三
百
本

⑲
 

百
五
拾
本
弐
百
本

（
中
略
）

ノ外
三
百
本
⑲

⑮
 

直
士
詞

⑲
吉
左
衛
門
⑲

弐
百
本

戌
四
月
廿
六
日

苗
木
九
千
弐
百
五
拾
本

此
束
九
拾
弐
束
半

四
月
廿
六
日
百
本
拾
文
ッ
、

百
本
五
文
間
口
之
分

銭
八
百
五
十
六
文

外
十
文
也

五
月
十
二
日
渡
シ

八
百
八
十
四
文
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圏
奈
良
一
正
さ
ん
（
田
島
）
は
三
万
円
を

〇
田
口
末
男
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円
を

圏
長
谷
川
定
雄
さ
ん
（
川
俣
）
は
三
万
円
を

圏
田
口
治
雄
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
十
万
円
を

圏
須
藤
隆
司
さ
ん
（
江
口
）
は
三
万
円
を

圏
秋
野
猛
さ
ん
（
新
里
）
は
三
万
円
を

0
佐
藤
竹
雄
さ
ん
（
梅
原
）
は
五
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉
仕

銀
行
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

0
豊
栄
建
材
工
業
卸
は
、
砂
8
ト
ン
（
三

二
、
0
0
0
円
相
当
）
を
保
育
園
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

(10) 

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

こ
の
制
度
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
た

め
に
、
独
立
自
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
が
、
そ
の
生
存

中
に
毎
月
一
定
額
の
掛
金
を
納
め
、
万
一

の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
心
身

障
害
に
終
身
一
定
の
年
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

圏
加
入
で
き
る
保
護
者

0

県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

0

特
別
な
疾
病
や
障
害
を
有
し
な
い
こ
と

0

年
齢
が
6
5歳
未
満
で
あ
る
こ
と
1
1

（
特

に
今
年
4
月
1

日
で
6
5歳
と
な
る
大
正
1
1

年
4
月
2

日
か
ら
大
正
1
2年
4
月
1
日
ま

で
の
方
は
3

月
3
1
日
ま
で
に
加
入
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。
）

心
身
障
害
者
扶
養
共
済

医
帥
の
診
療
時
に
次
の
条
件
の
い
ず
れ

も
満
す
者
が
対
象(
6
3年1
月
1
日
か
ら
）
。

①
傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね6
ヵ
月
以
上
に

わ
た
り
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
。

②
当
該
傷
病
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
治
療

を
継
続
し
て
行
う
必
要
が
あ
り
、
お
む
つ

の
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

※
医
師
が
証
明
書
を
発
行
し
た
場
合
に
限

り
所
得
税
法
上
の
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署

6
7
2
_
4
3
7
3へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
の
費
用
が

控
除
の
対
象
に

表—①

講
師

入
場
料

会
場

テ
ー
マ

日
時

圏
心
身
障
害
者
の
範
囲

①
精
神
薄
弱
者

②
身
体
障
害
者
の
内
一
級
か
ら
三
級
の
人

③
精
神
又
は
身
体
に
永
続
的
な
障
害
を
有

す
る
人
で
、
そ
の
障
害
程
度
が
①
又
は
②

と
同
程
度
の
人

圏
年
金
の
支
給

0

一
口
月
々
二
万
円

0

ニ
ロ
ク
四
万
円

圏
掛
金
1
1
表
I

①
の
と
お
り

3
月
2
3
日
因
午
後
5
時1

か
ら
7

時
ま
で

中
央
公
民
館

「
経
営
者
の
健
康
管
理
術
」

ド
ク
ト
ル
チ
ェ
コ
先
生

無
料

健
康
管
理
を

勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

加入時の年齢 掛金月額

3 5 歳未満 1, 4 0 0 円

3 5 歳以上 4 0 歳未満 1,900 円

4 0 歳以上 4 5 歳未満 2,600 円

4 5 歳以上 50 歳未満 3,200 円

5 0 歳以上 5 5 歳未満 4, 1 0 0 円

5 5 歳以上 6 0 歳未満 5,300 円

6 0 歳以上 6 5 歳未満 6,800 円

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

現
在
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
カ
ブ
ス
カ

ウ
ト
）
を
組
織
す
る
た
め
団
員
を
募
集
中

で
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
は
健
全
な
青
少

年
の
育
成
を
目
的
と
し
た
世
界
的
な
社
会

教
育
運
動
で
す
。
そ
れ
は
、
正
し
い
生
活

態
度
を
身
に
つ
け
、
心
身
と
も
に
健
全
な

明
日
の
日
本
を
担
う
立
派
な
青
少
年
を
育

成
す
る
教
育
活
動
で
す
。

入
団
対
象
者
小
学
1
年
生

(
4月
か
ら
2

年
生
）1
3

年
生
(
4月
か
ら
4

年
生
）

※
申
込
は
、
柴
崎
桂
子
（6
7
2
_
0
3
8
7
)

ま
た
は
教
育
委
員
会
へ

団

員

募
隼

会 日

時
4
月

2
1日
午
後
1
時
＼
2
時

場
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

会 日

時
4
月
1
4
日
午
後
1
時
1
2
時

場
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

江
口
•
秋
山
真
佐
子
さ
ん
の
作
品

先
の
杖
“

1
1検
診
を
受
け
て
こ
ろ
ば
ぬ

健
康
標
語
佳
作
作
品

進
ん
で
受
け
よ
う
／
．

健
康
一
番
検
診
は

日

3

ーー

16 日

20 日

22 日

25 日

26 日

28 日

4 

8 日

ヶ

9 日

月

村の ＿
つ
ごき

月

定例村議会開会(18 日まで）

12 • 13 日 公民館まつり

明中卒業式

第15回剣道大会

農業委員会

幼稚園卒園式（東・中央•西）

小学校卒業式（東・西）

保育園卒園式（東・中央・西）

小学校入学式（東・西）

明中入学式

幼稚園入園式（東・中央・西）

予定ですので変わる場含もあります。
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第 8 回

麿闘郷土芸能発表大会

3月 21 日（日）午後 1 時開演

明和村中央公民館

無料

主催：明和村・館林市・板倉町・邑楽町・千代田町

各文化協会、明和村教育委員会 , 

後援：館林市・板倉町・邑楽町・千代田町各教育委員会

と き

ところ

入 場

※くわしくは、中央公民館云（84) 4491 に
お問合せください。

郷
土
文
化
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん
か

老人福祉センター送迎バス運行表

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
一
日
か

ら
一
ヵ
月
七
千
七
百
円
に
な
り
ま
す
。

「
毎
月
納
め
る
の
が
め
ん
ど
う
だ
」
「

収
入
が
一
定
し
て
い
な
い
の
で
一
度
に
納

め
た
い
」
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
前

納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を

防
ぎ
、
毎
月
納
め
る
手
間
も
省
け
、
割
引

き
な
ど
の
恩
典
が
あ
り
ま
す
。

前
納
し
た
人
が
国
民
年
金
を
や
め
た
場

合
は
や
め
た
月
以
降
の
相
当
分
は
返
っ
て

き
ま
す
。
納
付
期
限
は
四
月
三
十
日
で
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
住
民
課
ヘ

郷
土
の
芸
能
で

¥ 年間保 割弓 I 額 前納額
保料額

定額保険料 92,400円 2,230 円 90,170円

定額＋付加保険料 97,200円 2,350円 94,850円

(4 月 1 日から変わります），

昭和63年 3 月 10 日

ー
国
民
年
金
保
険
料
ー

一
年
分
前
納
で
割
引

◎
保
険
料
前
納
額

門 方面 区分
停 留 場 所 及 び 時 刻

センター発時刻 イ亭留場所 時 刻 停留場所 時 刻 停留場所 時刻 センター着時刻

千津井 迎① 9. 0 0 花升出荷所 9 1 0 千津井下集会所 9 : 1 5 三明精密前 9. 2 0 9 3 0 

火 江口
② 9. 3 5 須永理容店裏 9. 4 0 天海繁宅裏 9)  5 江口出荷所 9. 4 8 9 5 5 

送① 1 5 : 1 5 花弁出荷所 1 5 : 2 5 千津井下集会所 1 5 : 3 0 三明精密前 1 5 3 5 1 5 : 4 5 田島
② 1 5: 5 0 須永理容店裏 1 5 : 5 5 天海繁宅裏 1 6. 0 0 江口出荷所 1 6. 0 3 1 6 : 1 0 

① 9. 0 0 小松原春吉宅東 9 0 5 七軒出荷所前 9: 0 7 弁天様前 9. 1 2 

南大島
迎 稲荷山出荷所 9 2 0 9 2 5 

水 梅原
② 9: 3 0 恩田義雄宅東 9. 3 5 三島神社前 9: 4 0 教学院前 9 4 5 9. 5 0 

中谷
① 1 5 : 1 5 小松原春吉宅東 1 5. 2 0 七軒出荷所前 1 5 • 2 2 弁天様前 1 5 : 2 ? 

送 稲荷山出荷所 1 5 3 5 1 5 : 4 0 
② 1 5: 4 5 恩田義雄宅東 1 5 : 5 0 三島神社前 1 5: 5 5 教学院前 1 6 0 0 1 6 : 0 5 

迎① 9 0 0 川俣郵便局削 9. 1 0 須賀公民館 9 1 5 9 : 2 5 
川俣

9 3 0 大輪上集会所 9 4 5 大輪下集会所 9 5 0 1 0. 0 0 
金

② 
須賀

送① 1 5. 1 5 川俣郵便局前 1 5. 2 5 須賀公民館 1 5 : 3 0 1 5 : 3 5 
大輪

② 1 5: 4 0 大輪下集会所 1 5 : 5 0 大輪上集会所 1 5. 5 5 1 6. 0 5 

矢島 迎① 9. 0 0 入ケ谷集会所 9 1 5 泉田光一宅前 9 2 0 矢島公民館 9 2 3 9. 3 0 

土 入ケ谷
② 9. 3 5 大佐貫十字路東 9 4 5 9 5 0 

送① 1 5 : 1 5 矢島公民館 1 5: 2 2 泉田光一宅前 1 5. 2 5 入ケ谷集会所 1 5. 3 0 1 5. 4 5 大佐貫
② 1 5: 5 0 大佐貫十字路東 1 6. 0 0 1 6 : 1 0 

斗合田 迎① 9. 0 0 観音堂前 9 1 5 下江黒出荷所 9 2 0 小林安治宅前 9 2 5 9 3 5 

② 9. 4 0 荒川商店前 9 5 0 千江田農協前 9 5 5 1 0 0 5 
日 下江黒

送① 1 5. 1 5 小林安治宅前 1 5 2 5 下江黒出荷所 1 5: 3 0 観音堂前 1 5 : 3 5 1 5 5 0 
上江黒

② 1 5 :5 5 千江田農協前 1 6. 0 5 荒川商店前 1 6 : 1 0 1 6 2 0 

会 日 会 日 会 日 会 日 会

場 時 場 時 場 時

3

月

1
8
日
②

＼
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

年
金
相
談

4

月

1
4日

3

時
館
林
市
役
所

4 月 2 日(±) 館

3
月

1
7日
午
前

9

時
3
0分
ー
会民

1
0時
3
0分
（
受
付
）
市

4
月

5

日
午
後

1

時
1
2

時
田太寺

保
健
セ
ン
タ
ー

ロ
u
r4
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

後午~ ou
• 

交
通
事
故
相
談
寺

゜ー

午
前
1
0時
1

午
後
前午賛ロ時＼30 午

分後
※土地評価無料相談会

場 時
健
康
相
談

場

日
時

3
月
1
5
日
午
前
1
0時
＼
午
後

3
時

役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
心
配
i
J
と
相
談



第318号 広 報 め い わ 昭和63年 3 月 10 日 (12) 

村の人口

3 月 1 日現在

世帯数 2,568戸
人口総数 10,364人

男 5,179人
女 5,185人

(2 月中の動き）

出生 5人死亡16人
転入22人転出23人

地区 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代・地板田倉区月日科別
産婦人科 耳鼻科 内科 外科

日

3 月 20 日
真中医院後藤領）医院 後藤胴医院合（72)3775 最上医院 館林地区が

曜
合 (72) 1630 合 (72)3975 合 (74)3763 担当します

3 月 27 日
横田医院小倉医院 阿久津医院合（72)3315 館林医院 小西医院

当
云（72)0255 ff (72) 0606 田内医院云（72)3855 云 (74)2112 云 (86)2261 

4 月 3 日
浜野医院大神医院 須田医院~ (72) 0862 寺内医院 竹越医院

番 合 (88)5678 ff (62) 2200 多々良診療所ff(72) 3060 ff (72) 3031 云（84)3137

h 4 月 10 日
白沢医院川田国）医院 大塚医院云（72)0176 礫川堂医院 館担林当地し区まがす

医
云（72)1600 云 (72)3314 ゆたか医院云（73)7308 ff (74) 0184 

4 月 17 日
落合医院原医院 記念病院云（72)3155 海宝医院 橋本医院

合 (72)3160 ff (72) 1936 神尾医院云（75)1288 云 (74)0811 云（82)1150 

... 
. グ

“) 

大
佐
貫
．
闘
認
の
三
女

(
2
歳
）

「ぬいぐるみで飛んだり、跳ねたりするの

が大好きなおてんばさん．／。何んでもお姉ち

ゃんの真似をして後を追いかけては時々こま

らせています。

だれからも好かれる明るい子になってほし

いですね」とお母さん。

千
津
井
地
区
周
辺
に
は
二
十
戸
ほ
ど
の

花
き
園
芸
農
家
が
あ
り
、
本
村
特
産
の
「

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
」
や
「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
な

Q
危
崩
崩
危
阻
崩
危
危
陪
阻
嘉
崩
危
崩
阻
崩
危
崩
崩
順
阻
阻
器

r
韮

r
韮

r

t
姦
森
t
c
.笈

r

゜
じ
め
、

2 月の

疇 , 
救急車出動回数
•交通事故 3 件
●急病 9 件
•その他 2 件
•計 14件

小久保さんの

「コチョウラン」

農蚕園芸局長賞を獲得

第3？回関東東海花の展覧会

ど
を
栽
培
し
県
下
で
も
屈
指
の
生
産
地
で

す
。
も
う
少
し
す
る
と
、

l

、
‘
‘
‘
ヽ
：
赤
、

、
＇
ヽ

コチョウランを前に
憲一さんと奥さんの悦子さん

ハ
ウ
ス
の
中
は

ピ
ン
ク
の
ミ
ニ

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。二

月
十
三
・
十
四

・
十
五
日
の
三
日
間

東
京
・
池
袋
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
第

三
十
七
回
関
東
東
海

花
の
展
覧
会
が
開
か

れ
、
小
久
保
憲
一
さ

ん
⑬
1
1

「
コ
チ
ョ
ウ

ラ
ン
」
（
洋
ラ
ン
部

門
）
が
最
高
賞
に
次

ぐ
農
蚕
園
芸
局
長
賞

を
獲
得
し
た
の
を
は

明
和
村
で
は
次
の
方
が
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

マ
峯
崎
正
春
さ
ん
⑲1
1

「
プ
リ
ム
ウ
オ
ベ

ゴ
ニ
カ
」
（
一
般
鉢
物
部
門
）
で
茨
城
県

生
花
市
場
協
会
長
賞
▼
薗
部
修
二
さ
ん
⑯

1
1

「
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ウ
ム
」
（
同
部
門
）
で

銀
賞
）
野
本
貴
義
さ
ん
闘1
1

「
エ
ラ
チ
オ

ル
ベ
ゴ
ニ
ア
」
（
同
部
門
）
で
銅
賞
に
師

き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
研
究
熱
心
な
エ
リ

ー
ト
農
家
で
す
。

こ
の
展
覧
会
に
は
、
桜
、
バ
ラ
、
ラ
ン

な
ど
約
二
千
二
百
点
が
展
示
。
群
馬
県
か

ら
も
二
百
近
い
農
家
か
ら
二
百
五
十
点
が

出
品
さ
れ
、
四
十
六
点
が
入
賞
。
中
で
も

四
人
の
も
の
は
、
い
ず
れ
も
ひ
と
き
わ
目

立
つ
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
訪
れ
た
客

を
感
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
よ

〇
小
山
田
清
一
郎

佐
藤
永
女

゜多秋橋小長奈石田
田野本町谷良川口

JI I 
隆か賢 福な治つ忠菊昭は
治つ蔵吉一つ雄ね蔵松子つ

田杉須柏今岩
口山藤木成上氏

タ
ケ
子

竹
雄

名
年
齢
世
帯
主

昇

6
2

淳

8
2
市
太
郎

6
0
清
太
郎

8
4
障
司

7
3

充

8
4
末
男

7
9
宏
一

8
6
説
次
郎

6
4
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6
8
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雄

8
4
マ
ン

9
3
亀
―
―
一
郎

9
3

猛
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7
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南
大
島

梅
原

治

雄

乞工

口

各％忌

新斗斗川田上大大千江梅南大地
合合 江 津 大区

里田田俣島黒輪輪井口原島輪

忌沿知焔妬妬祐祐元福％ % ％琵

1
1

お
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や
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1
1
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暉
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続
柄
地
区
狂
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新
井
聡
美
春
彦
二
女
田
島
ふ

島
田
拓
也
高
志
長
男
南
大
島
％

飯
塚
勝
日
照
夫
二
男
新
里
％

荒
川
明
子
憲
司
二
女
新
里
妬

飯
塚
徹
守
長
男
江
口
祐

1
1

お
め
で
た

1
1

¢
分
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